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本冊子の作成にあたって

　「グローバル化がますます進む現代社会において、小学校、中学校、高等学校、そ
して生涯にわたって地図帳を活用し幅広い知識と教養を身に付けてほしい」、「子ども
たちが地図を通して、人生を豊かにしていってほしい」－そう願いながら、私たちは
日々、地図帳の編修に取り組んでおります。

　また、『小学校学習指導要領（平成29年告示）』の「社会」においては、教科の目標の
一つとして、「地域や我が国の国土の地理的環境、現代社会の仕組みや働き、地域や
我が国の歴史や伝統と文化を通して社会生活について理解するとともに、様々な資料
や調査活動を通して情報を適切に調べまとめる技能を身に付けるようにする。」（下線
部は編集部）と掲げられており、各学年において、教科用図書「地図」を活用すること
が求められています。

　本冊子は、日本地理教育学会（2022年８月）にて発表された『概念形成に着目した地
図活用能力の系統性　―小学校社会科における試案の作成―』《小谷恵津子（玉川大学)、
植田真夕子（愛知県津島市教育委員会）、(株)帝国書院研究室》※に基づき、小学校３～
６年生で身に付けたい地図活用能力の具体例を示すことを目的として作成しました。

　本冊子の特色として、まず地図から習得できる「社会的事象等について調べまとめ
る技能」（マトリクス表A→本冊子p.26～39）、地図から習得できる「地理的な見方・考
え方」（マトリクス表B→本冊子p.40～55）の２種類の表で系統的に整理したうえで、
各学年の社会科の学習においてどのような地図活用能力を系統的に身に付けていけば
よいかを示しました。
　そして、マトリクス表A・マトリクス表Bで示した内容がイメージできるよう、現
行の教科用図書「地図」令和２年度版『楽しく学ぶ 小学生の地図帳』やデジタル地図
帳、地域版地図等を用いた具体的な活用例を紹介しております。

　本冊子が地図活用能力を育成する一助となり、児童の資質・能力のさらなる向上に
少しでも役立ちましたら幸甚に存じます。

株式会社　帝国書院

※�『概念形成に着目した地図活用能力の系統性　―小学校社会科における試案の作成―』
《小谷恵津子（玉川大学)、植田真夕子（愛知県津島市教育委員会＊）、(株)帝国書院研究室》
の資料は、こちらからご覧いただけます。

　＊所属は当時のもの。現�北海道教育大学旭川校

それが…。地図帳や地図はいろいろな情報が掲載されていて積極的に
使いたいと思っているのですが、どのような場面でどう使ったらよいか 
わからなくて…。

地図活用の技能や地理的な見方・考え方は、小学校段階ではもちろん、
中学校、高等学校、そして社会に出てからも重要となってきます。
小学校で身に付けたい地図活用能力にはどのようなものがあるのか、そ
して実際にどのように地図帳や地図を活用すればよいのか、ぜひ一緒に
見ていきましょう。

いよいよ新学期が始まりましたね、ねこ先生。よりよい授業のために一
緒にがんばりましょう！　小学校３年生から配られた地図帳は活用してい
ますか？

ふむふむ。そんなときはこの冊子を見るとよいですよ。地図活用の技能や地
理的な見方・考え方に沿った地図の活用方法が、具体的に示されています。
巻末には、それぞれの地図の活用箇所が表でまとめられています。

ありがとうございます！　ねずみ先生。
この冊子を見て、これから地図帳や地図をもっと授業で活用していきたい
と思います。

●�本冊子について

p.４～５で、小学校で身に付けたい地図活用能力をまとめた表（p.26～p.55）の構成や
見方を紹介しています。

p.８～23は、実際の地図の活用例を具体的な教材をもとに紹介しています。

p.26～55には、「社会的事象等について調べまとめる技能」「地理的な見方・考え方」それぞ
れに対応した地図活用能力と、帝国書院の教材の対応ページを一覧表でまとめています。

ねこ先生
教員１年目

ねずみ先生
ベテラン教員

本
冊
子
の
登
場
人
物
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マトリクス表 Bマトリクス表 Ａ
地図から習得できる「社会的事象等について調べまとめる技能」 地図から習得できる「地理的な見方・考え方」

「調べまとめる技能」における分類に即して次の三種類の表で構成しています。 ３～６年生の学年ごとに表で構成しています。

縦軸は小学校の各学年を示しています。

縦軸は小学校社会科の学習指導要領に示された当該学年の学習内容を示しています。

横軸は「ア．地図の要素別」と「イ．図の種類別」の二つで構成しています。

横軸は「地理的な見方・考え方」を構成する視点として示された
五つの地理学の基本概念を示しています。

「情報を収集する技能」《収集・選択》
「情報を読み取る技能」《読図》
「情報をまとめる技能」《作図・描図》 複数の社会事象が学習対象となるものは、区分して示しています。

　（例）３年生内容（１）身近な地域や市区町村の様子

・ 小学校では「社会的な見方・考え方」とされていますが、小学校・中
学校・高等学校での系統的な地図活用能力の育成という視点から、
中学校・高等学校の学習指導要領解説にある五つの「地理的な見方・考え方」（①位置や分布、②場所、
③人間と自然環境との相互依存関係、④空間的相互依存作用、⑤地域）で整理しました。

・ 小学校社会科の学習指導要領で学習内容として示されたもののほか、「選択する地域・事例によって扱
わない場合があるもの」や「学習指導要領には記されていないが、発展的な扱いができるもの」について、
記号を付けたうえで位置付けています。

小学校社会科の学習指導要領に示された各学年の学習内容や
令和２〜５年度版の３社の教科書の記述を分析した結果を 
踏まえ、複数の学年からなる段階も設定しています。

・例えばp.9を見ると…

・例えばp.18〜19を見ると…

の見方 の見方マトリクス表A・Bはウェブでも
ご覧いただけます。→

マトリクス表 A 地図から習得できる「社会的事象等について調べまとめる技能」

ア．地図の要素別 イ．図の種類別

発達段階 番号 ＜A 方位＞ ＜B 記号＞ ＜C 縮尺＞ ＜D 高さ＞ ＜E 図法＞ ＜Ⅰ．一般図＞
地域の全体像をあらわした地図

＜Ⅱ．主題図＞
テーマがしぼられた地図

＜Ⅲ．略地図＞
伝えたい事柄を大まかに

あらわした地図

小学校
3年生

1
・�学校の周りを、方位を確認
しながら探検することがで
きる。

・�学校の周りを、今いる場所
を地図で確かめながら探検
することができる。

・�学校の周りを、土地の広さ
やものの長さに注目して探
検することができる。

・�学校の周りを、土地の高
さに注目して探検するこ
とができる。

・�地図帳には、地域の全体像をあらわし
た地図、テーマがしぼられた地図、統
計、図表などが載っていることを知る。
　　p.15〜18

・�ふだんよく買い物している商店はどこ
か、聞き取り調査を行うことができる。

2
・�正しい方位は、方位磁針を
使って調べることができる
ことを知る。（理科との関
連）　　p.9①

・�学校の周りを、土地の使わ
れ方、建物の様子、交通の
様子に注目して探検するこ
とができる。

・�学校の周りにある建物や土地利用の様
子について、探検などの調査によって
情報を収集することができる。

・�生産物の産地について、聞き取り調査
を行うことができる。

3
・�地域の生産や販売の仕事を、
方位や位置などを確かめな
がら見学・調査することが
できる。

・�知りたい情報の記号に着目
して、地図を地図帳から選
択することができる。

・�市町村の様子がわかる地図を収集する
ことができる。

・�主な生産物の産地についての情報が載っ
ているページを、地図帳から見つける
ことができる。　　p.15〜18

4
・�交通網の広がりについて、知りたい地
域が載っているページを地図帳から見
つけることができる。　　p.40マ②

・�消防設備の種類や設置場所を探検で確
認したり、それらがわかる地図を収集
したりすることができる。

小学校
3〜4年生

1
・�私たちのくらしを支える施設や関連機
関の位置がわかる地図を、収集したり、
地図帳から探したりすることができる。

2
・�地域の観光マップなど、�調べたいテー
マに関わりのある地図を収集すること
ができる。

小学校
４年生

1
・�知りたい情報が読み取れる
縮尺の地図を、地図帳から
選択することができる。

　　　p.18②

・�県の様子がわかる地図を収集したり、
地図帳から探したりすることができる。

・�世の中には様々な表現の地図（行政区
分図、地勢図、土地利用図など）があ
ることを知る。　　p.15〜18

2 ・�災害予測や避難経路などがわかるハザー
ドマップを、収集することができる。

地

地

地

地

地
地

p.9で
具体例を
 紹介！

p.8で
具体例を
 紹介！

マトリクス表はウェブでもご覧いただけます。

　  『楽しく学ぶ 小学生の地図帳』　マは地図帳中の「地図マスターへの道」、トは「トライ！」をさす。
　  QRコンテンツ　　  デジタル地図帳　　  地域版地図
地
Q デ 域地
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（1）情報を収集する技能《収集・選択》

マトリクス表 B 地図から習得できる「地理的な見方･考え方」
【小学校４年生】

概念

学習内容
番号

＜①　位置や分布＞ ＜②　場所＞ ＜③　人間と自然環境との相互依存関係＞ ＜④　空間的相互依存作用＞ ＜⑤　地域＞

・ 事物の位置や広がり、周囲の状況などを、地図から捉
えることができる。 ・着目する場所の特徴を、地図から捉えることができる。 ・ 地図から自然環境の特徴を読み取り、人々の活

動の様子と関連付けて捉えることができる。
・ 地図から複数の場所の結びつきを読み取り、人々

の活動の様子と関連付けて捉えることができる。
・ 地図から読み取って見出した特色をも

とに、着目する地域の全体像を捉える
ことができる。

(１)
都道府県の様子 1 ・�自分たちの都道府県(以下「県」とする)の形や日本に

おける位置を地図から捉える。　　一般図

・�地図から読み取った分布や特徴、関
連などを総合して、県の地理的環境
の概要を捉える。

　　　　  一般図

2 ・�県と隣接する都道府県について、位置や名称、位置関
係を地図から捉える。　　一般図

★・�県と道路網や交通機関などにより結びついてい
る地域を地図から捉える。　　一般図

3 ・�県内の地形（主な山地や平地、半島、川、湖や沼、海
など)の位置や広がりを地図から捉える。　　一般図

・�県の特徴を、地形に着目して地図から捉える。
　　　一般図

4 ・�県内の土地利用の広がりや、主要な産業、特色ある産
業の分布を地図から捉える。　　p.34マ①

・�県の特徴を、土地利用の様子やさかんな産業に着目し
て地図から捉える。

　　　一般図

★・�県内の土地利用の広がりや主要な産業や特色
ある産業が見られる理由を、地形と関連付け
て地図から捉える。� �
　　　  p.63〜65，一般図

★・�県内の主な産業や特色ある産業がさかんな理由
を、県内外の間のヒトやモノの流れと関連付け
て地図から捉える。

　　　　　  一般図

5 ＊・�県の特徴を、気候に着目して地図から捉える。
　　　　p.89〜901〜4

＊・�県内の主な土地利用やさかんな産業が多く見
られる理由を、気候と関連付けて地図から捉
える。　　p.883

6 ・�県内の道路や鉄道、空港などの位置や名称、交通網の
広がりを地図から捉える。　　一般図

・�県の特徴を交通網の広がりに着目して地図から捉える。
　　　  一般図

★・�県内の交通網の分布の理由を、地形と関連付
けて地図から捉える。　　　  一般図

★・�交通網が集まる地域が見られる理由を、県内の
人口分布や県内外の間のヒトやモノの流れと関
連付けて地図から捉える。　　　  一般図

7
・�県内の主な都市(県庁所在地、人口の多い市、交通や産
業の中心となる市など)の位置や名称を地図から捉える。
　　p.38マ③

・�県の特徴を、主な都市の位置や分布に着目して地図か
ら捉える。

　　　一般図

★・�県内の主要な都市がその場所に位置している
理由を、地形と関連付けて地図から捉える。
　　　  一般図

★・�県内の主な都市が交通や産業の中心となってい
る理由を、県内外の間のヒトやモノの流れと関
連付けて地図から捉える。　　　  一般図

8 ・�県において、着目したものや場所などの間の位置関係
を地図から捉える。　　一般図

9 ・�47都道府県の位置と名称を地図から捉える。
　　　　　　 p.115〜117

★・�47都道府県それぞれの特徴を、形や地形の特色、特
産物や特徴的なもの（観光名所やまつりなど）に着
目して地図から捉える。

　　　　　　　 p.19〜28，p.115〜117

(2)-1
人々の健康を
支える事業 1 ＊�・学校内の水に関わる施設の位置を地図から捉える。

＊・�暮らしに欠かせない水の供給を、水を貯える
自然の働きと関連付けて地図から捉える。

　　　　p.47〜48，p.63〜65

2
・�自分の暮らす市に水､電気､ガスなどを供給する施設(水
源林･ダム･浄水場､ 発電所など）の位置や分布、供給
されるルートを地図から捉える。

　　　p.47〜48，p.63〜65

＊・�水を供給する施設の位置を、川の流域や土地
の高さと関連付けて地図から捉える。

　　　　p.47〜48，p.63〜65

・�周辺の市町村が、水･電気･ガスの供給に関して、
連携・協力して対応していることを、地図から
捉える。

　　　p.47〜48，p.63〜65

(2)-２
人々の生活環境
を支える事業

1 ＊・学校内のごみに関わる施設の位置を地図から捉える。

2
・�自分の暮らす市から出る廃棄物の処理・再利用施設の
位置や担当する範囲、処理後のゆくえなどを、地図か
ら捉える。

＊・�下水を処理する施設の位置を、川の流域や土
地の高さと関連付けて地図から捉える。

・�周辺の市町村が廃棄物の処理に関して連携・協力
して対応していることを、地図から捉える。
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p.18～19で
具体例を
 紹介！

次の印を付したものは､ 必履修ではない項目。
＊�選択する地域･事例によって、扱わない場合があるもの。
★�学習指導要領には記されていないが、発展的な扱いができるもの。

　  『楽しく学ぶ 小学生の地図帳』　
マは地図帳中の「地図マスターへの道」、トは「トライ！」をさす。
　  QRコンテンツ　　  デジタル地図帳　　  地域版地図

地

Q デ 域地

マトリクス表はウェブでもご覧いただけます。
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本冊子p.８～11の各「社会的事象等について調べまとめる技能」の
冒頭部分は、マトリクス表Aと次のように対応しています。

本冊子p.16～23の「地図から習得できる『地理的な見方・考え方』」の
冒頭部分は、マトリクス表Bと次のように対応しています。

活用例：
本冊子p.8～11
マトリクス表：
本冊子p.26～39

教材と対応ページ

教材と対応ページ

マトリクス表A（１）情報を収集する技能《収集・選択》 「C 縮尺」 −  ４年生  − １  本冊子p.26～27

知りたい情報が読み取れる縮尺の地図を、地図帳から選択することができる。

マトリクス表B　４年生　（１）「都道府県の様子」−１～９での地図活用  本冊子p.44～45

本冊子p.26～27 本冊子p.44～45

活用例：
本冊子p.16～23
マトリクス表：
本冊子p.40～55
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　帝国書院では小学校３年生から 6 年生までの系統的な地図活用を実現するため、 
様々なサポート教材をご用意しております。本冊子ではマトリクス表とともにこれらの
教材の具体的な活用例を紹介しています。
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奈川渡
ダム

小渋ダム

牧尾ダム

新豊根ダム
佐久間ダム

有峰ダム

下小鳥ダム手取川
ダム

御母衣ダム

境川
ダム

刀利ダム

九谷ダム

三浦ダム

岩屋ダム

丸山
ダム

矢作ダム

阿木川
ダム

黒部ダム

井川ダム

長島
ダム

畑薙第一ダム

朝日ダム
秋神ダム

高瀬ダム
七倉ダム

大町ダム

宇連ダム

水窪ダム

高根第一ダム

味�川ダム

小牧ダム

大日川
ダム

美和ダム

横山ダム

徳山ダム

黒又川
第一ダム

黒又川
第二ダム

川俣ダム

湯西川 
 ダム

奈良俣ダム須田貝
　ダム

矢木沢
ダム

藤原
ダム

相俣
ダム野反ダム

草木
ダム

下久保ダム

二瀬ダム 浦山ダム

宮ヶ瀬ダム

三保ダム

風屋ダム 池原ダム

坂本ダム

蓮ダム

笹生川ダム

真名川ダム
九頭竜ダム

桝谷ダム

広野ダム

永源寺ダム

君ヶ野ダム

比奈知
ダム

大滝ダム

湾

河

駿

田子ノ浦

渥美湾

三 河 湾
知多湾

遠　州　灘

富 山 湾

七尾湾

九十九湾

太 平 洋

湾
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滝
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揖
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河口湖
西湖

精進湖
本栖湖 山中湖

�ノ湖

野尻湖

青木湖

木崎湖

大正池

諏訪湖

入鹿池

河北潟

浜
名
湖

邑知潟

野反湖
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大沼
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中禅寺湖
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沼沢湖

湖
呉
余

湖琶琵
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伊良湖岬

大瀬崎

爪木崎
波勝岬

石
廊
崎

御
前
崎

鳥ヶ首岬

珠洲岬
禄剛崎

猿山岬

海士岬

爪木崎

沢崎鼻

弾崎

安乗崎

越前岬

常神岬

初島

神子元島

能登島

舳倉島

七ツ島

佐久島
日間賀島

初島

神子元島

新島

神津島

式根島

三宅島

城ヶ島

佐渡島

城ヶ島

神島
菅島

答志島

針ノ木峠

杖突峠
鳥居峠

十石峠

雁坂峠

天城峠

谷峠

三国峠

碓氷峠

六十里越

八十里越

油坂峠

鈴鹿峠

青山峠

2295

1834

2483

2599

2017

2475

2057

1153

567

939

2128

637

1592

2418

1963

1904

1252

3047

2967

2956

2864

1316

3015

2841

3180

3190

2926

2924

2932

2999

564

471

31212191

1416

2592

2330

695 885 216

3013

3193

1627

2889

2814

2766

2462

1368

2857

3141

3190

3033

1529

1841

1617
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1967

482

634

2003

1420

1293

1386

2085
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2228

1423

1639
1723

1567

1104

2140

993

1978

1304

962
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1377

1212

848

1695

1523

1209

894

584

959

1235

421
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三宝山
三国山

金峰山

身延山

大菩薩嶺

高洲山

医王山

宝達山

石動山

朝日岳

犬ケ岳

薬師岳

三俣蓮華岳

空木岳

塩見岳

大無間山

茶臼山

恵那山

秋葉山

三ノ峰

野口五郎岳

久能山

蕎麦粒山

小蓮華山

火打山

岩菅山

奥穂高岳

鳳来寺山

大日山

鉾ヶ岳

五龍岳
鹿島槍ケ岳

常念岳

雨飾山

戸隠山

冠着山

甲武信ケ岳

光岳

聖岳

荒川岳（東岳）

間ノ岳

仙丈ケ岳

宝立山

位山

笈ケ岳

能郷白山
（権現山）

巻機山

角田山

弥彦山

駒ケ岳

中ノ岳

平ケ岳

至仏山

白砂山

荒船山

御巣鷹山

丹沢山

粟ヶ岳
御神楽岳

二王子岳

米山

武甲山

金北山

金剛山

妙義山

両神山

荒海山

帝釈山

大日岳

平家岳

三国岳

荒島岳

三国岳

鞍馬山

三国岳

三峰山

御在所山

金剛山

賤ヶ岳

釈迦ヶ岳

山上ケ岳

雲取山

赤石岳

駒ケ岳

立山

穂高岳
槍ケ岳

白馬岳

北岳

剱岳

駒ケ岳

谷川岳

八海山

比叡山

伊吹山

大台ケ原山八経ヶ岳
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2899
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25311925
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1449
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1438
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烏帽子岳

茅ケ岳

達磨山 大室山

愛鷹山

天城山

雄山

焼山

黒姫山
飯縄山

霧ケ峰 蓼科山
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鷲ケ岳
大日ケ岳

高社山
斑尾山

大室山

守門岳
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武尊山

四阿山
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「えび」「かに」のうち，
中部地方にある地名は
どちらかな。さくいんを
使ってさがそう。
88ページの　　の　　図に
出てくる山で，3000m
より高いを山を三つ，
この地図からさがそう。
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高原野菜づくりのさかんな
ところ　　にある野菜の
記号を三つ答えよう。
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高原野菜づくりのさかんな
ところ　　を確認して，
高地の産業や気候の特色を，
88ページ　 図や
90ページ　 図などで
調べてみよう。
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ス

よ
り

1.
49

7°
回

転
。

　・
ブ

ロ
ッ

ク
版

は
す

べ
て

特
殊

効
果

レ
イ

ヤ
ー

で
作

成
し

て
あ

り
ま

す
。

　・
Q

Rコ
ー

ド
N

0.
14

を
追

加
。

や　し　　　み

さ　ど

こきりこ

椰子の実

佐渡おけさ

き　そ

ほ

てんりゅう

ちゃ

ちゃ

きゅうこん

せいよう

よし の

お わせ

ちゃ

木曽ひのき

天竜すぎ

ぶり

ふぐ

ぶり

茶

茶

わさび

干しがき

レタス

すいか アスパラガス

えのきたけ
ほたるいか

レタス
わさび

レタス

カーネーション

レタス レタス

カーネーション

セロリ

ほうれんそう

すもも

まつたけ

そば

かんてん

れんこん

かつおぶし

うなぎ

キャベツ
うなぎ

かつお

さくらえび

ブロッコリー

きく
キャベツ

かんてん

チューリップ
（球根）

まゆ

まゆ

えだまめ

まいたけ

さといも
チューリップ

西洋なし

にしきごい

まいたけ

しめじ

えのきたけ

こんにゃくいも
こんにゃくいも

キャベツ

レタス

吉野すぎ

尾鷲ひのき

さといも

うめ

たい

らっきょう

茶

あお き　が はら

じゅかい

まいぼつりん

けんこく

かみこう ち

ね　お だにだんそう

くろ べ きょうこく

ひょう が　ち けい

げ　ば

おおしま　　　　　　　かぶおおしま　　　　　　　かぶ

こま ど しつげん

おおすぎだに

ヤマネ

オオムラサキ

コマクサ

ライチョウ

カモシカ

オオサンショウウオ

カモシカ

トキ

シャクナゲ

青木ヶ原
樹海

埋没林

圏谷

上高地

根尾谷断層

黒部峡谷

（氷河地形）

下馬
ザクラ

大島のサクラ株大島のサクラ株

駒止湿原

大杉谷

いと い がわ

い　ず はんとう

やつ が たけちゅうしんこうげん

こくていこうえん

の　と はんとうこくていこうえん

みょう ぎ あらふね さ　く こうげん

こくていこうえん

　さ　ど　や ひこよねやま

こくていこうえん

　さ　ど　や ひこよねやま

こくていこうえん

えち ご さんざんただ み　

こくていこうえん

わか さ わんこくていこうえん

すず か

こくていこうえん

みなみ

こくりつこうえん

　ふ　じ はこ ね　い　ず

こくりつこうえん

みょうこう と がくしれんざん

こくりつこうえん

ちゅう ぶ さんがくこくりつこうえん

はくさん

こくりつこうえん

じょうしんえつこうげん

こくりつこうえん

　ふ　じ はこ ね　い　ず

こくりつこうえん

　ふ　じ はこ ね　い　ず こくりつこうえん

こくりつこうえん

にっこう　

ちち ぶ　た　ま　か　い

　　　　こくりつこうえん

よし の くま の こくりつこうえん

い　せ　し　ま こくりつこうえん

かた の かもいけ

さ かた

よしがだいらしっ ち ぐん

ひょう こ

み かた ご　こ

糸魚川ジオパーク

伊豆半島
ジオパーク

八ケ岳中信高原
国定公園

能登半島国定公園

妙義荒船佐久高原
国定公園

佐渡弥彦米山
国定公園

佐渡弥彦米山
国定公園

越後三山只見
国定公園

若狭湾国定公園

鈴鹿
国定公園

南アルプス
国立公園

富士箱根伊豆
国立公園

妙高戸隠連山
国立公園

中部山岳国立公園

白山
国立公園

上信越高原
国立公園

富士箱根伊豆
国立公園

富士箱根伊豆国立公園

国立公園
日光

秩父多摩甲斐
　　国立公園

吉野熊野国立公園

伊勢志摩国立公園

片野鴨池

佐潟

芳ヶ平湿地群　

瓢湖

三方五湖

さけ

ようしょっ き

でん き　き　き

さんぎょうよう

でん し　ぶ ひん

でん し　ぶ ひん

でん し　ぶ ひん

せいひん

ひ こう き

かみ

し　か

はまおか

かしわざきかり わ

み はま

かみおか

と　い

せ
っ
か
い
せ
き

せっかいせき

せ
っ
か
い
せ
き

バット

ミネラル
ウォーター

酒

洋食器

せんべい

ビスケット

めがね
わく

電気機器

産業用
ロボット

紙

電子部品

プロジェクター

プリンタ

電子部品
電子部品

ファスナー

アルミ製品

タッチパネル

ブルドーザー

カー
エアコン

飛行機

オ
ー
ト
バ
イ

トラック

タッチパネル

エアコン

志賀

浜岡

柏崎刈羽

美浜

（神岡）

（土肥）

石
灰
石

石灰石

石
灰
石

わ　し

す
い
し
ょ
う
ざ
い
く

わ　し

き　そ　　　　 き

な　ぎ　そ

ざい く

わ じまぬり

す　ず やき

なな お ぶつ

わ　し

わ　し

た
か
お
か
ど
う
き

たかおか

き

ちょうこく

か　が ゆうぜん

きんぱく

く たにやき

しゅんけいぬり

み　の　わ　し

せ　と やき

いち い いっとうぼり

か　ぐ

は  もの

やまなか　　　　き

み　の やき

とこなめやき

たけざい く

か　も きり

とお か まち

お　ぢ　や

にっこうぼり

えち ご さんじょううち は もの
えち ご　よ いたうち は もの

　あ　　　く

ざい く

しおざわ

えちぜん　　　 き

えちぜん わ　し

えちぜんやき

わか さ ぬり

い　が

おう み じょう ふ

わか さ　　　　　　ざい く

おくすそばなけいこく

かい こ えん

み　だ　が はら

そ　そ　ぎ かいがん
ときくに け ていえん

しろよねせんまい だ

ち　り はま

けんろくえん

なかやましち り ね ざめ　　とこ

さ
る
は
し

あさぎりこうげん

どう が しま

おや しらず

てんりゅうきょう

うつくし が はら

すがだいら

し　が こうげん

み たけしょうせんきょう

の　と こんごう

え　な きょう

おにおし だ

せんじょうが はら

きよ つ きょう

あ
が
つ
ま
き
ょ
う

にっぱらしょうにゅうどう

と
う
じ
ん
ぼ
う

そ　と　も

か おちだに

ふ
た
み
う
ら

あさ ひ かいづか

あめ　　みや こ ふんぐん

こ　く たにようせき

つま ご じゅく

ま ごめじゅく

あ
ら
い
の
せ
き
あ
と

とがりいし い せきな

　
ら

　
い
じ
ゅ
く

ひらいで い せき

た
け
だ

　
し

や
か
た
あ
と

ま わき い せき

おおざかいどうくつ

じゅうきょあと

あ たかのせきあと

かす が やまじょうあと

とりごえじょうあと

うまたか　さんじゅういな ば　い せき

よしざき ご ぼう

あら ちのせきあと

すいてい ち

ちく ぶ しま

いちじょうだにあさくら し　い せき

すず かのせきあと

し　が らきのみやあと

かんたいらいこう き ねん ひ

ふ　じ がわ　　たたか

と　ろ　い せき

しんげんつつみ

　　　　　　　　　　　はっくつ ち

かわなかじま　　たたか

もりしょうぐんづか こ ふん

かい ち がっこう

の むぎとうげ

こめそうどう
く　り　か　ら とうげ　　たたか

み かたがはら　　たたか

ながしの　　たたか

おけはざ ま　　 たたか

せ
き
が
は
ら

　
　

た
た
か

ぜ
ん
こ
う
じ

ながおか　　たたか

あしかががっこうあと

いな り やま こ ふん

はこ ねのせきあと

かまくらばく ふ

とうしょうぐう

えいへい じ

い　せ じんぐう

もとおりのりながきゅうたく

とりはまかいづか

あ づちじょうあと

えんりゃく じ

たかまつづか こ ふん

ふ　じ さん

にらやまはんしゃ ろ

ご　か やま

しらかわごう

にらやまはんしゃ ろ

に
っ
こ
う

　
　
し
ゃ
じ

とみおかせい し じょう

よし の やま

そう じ　じ

す　わ たいしゃ

和紙

水
晶
細
工

和紙

木曽しっ器

南木曽
ろくろ細工

輪島塗

珠洲焼

七尾仏だん

和紙

和紙

高
岡
銅
器

高岡
しっ器

彫刻

加賀友禅
金箔

九谷焼

春慶塗

美濃和紙

瀬戸焼

一位一刀彫

家具

刃物

山中しっ器

美濃焼

常滑焼

竹細工

加茂桐たんす

十日町
がすり

小千谷ちぢみ

日光彫

越後三条打刃物越後与板打刃物

塩沢
つむぎ

越前しっ器

越前和紙
越前焼

若狭塗

伊賀くみひも

近江上布

若狭めのう細工

奥裾花渓谷

懐古園

弥陀ケ原

曽々木海岸
時国家庭園

白米千枚田

千里浜

兼六園

中山七里 寝覚の床

猿
橋

朝霧高原

堂ヶ島

親不知

天竜峡

美ケ原

菅平

志賀高原

御岳昇仙峡

能登金剛

恵那峡

鬼押出し

戦場ヶ原

清津峡

吾
妻
峡

日原鍾乳洞

東
尋
坊

蘇洞門

香落渓 二
見
浦

朝日貝塚

雨の宮古墳群

古九谷窯跡

妻籠宿

馬籠宿

新
居
関
跡

尖石遺跡奈
良
井
宿

平出遺跡

武
田
氏

館
跡

真脇遺跡

大境洞窟
住居跡

安宅関跡

春日山城跡

鳥越城跡

馬高・三十稲場遺跡

吉崎御坊

愛発関跡
（推定地）

竹生島

一乗谷朝倉氏遺跡

鈴鹿関跡

紫香楽宮跡

富士川の戦い

登呂遺跡

信玄堤

ナウマンゾウ発掘地

川中島の戦い

森将軍塚古墳

開智学校

野麦峠

米騒動倶利伽羅峠の戦い

三方原の戦い

長篠の戦い

桶狭間の戦い

関
ヶ
原
の
戦
い

ペリー艦隊来航記念碑

善
光
寺

長岡の戦い

足利学校跡

稲荷山古墳

箱根関跡

鎌倉幕府

東照宮

永平寺

伊勢神宮

本居宣長旧宅

鳥浜貝塚

安土城跡

延暦寺

高松塚古墳

富士山

韮山反射炉

五箇山

白川郷

韮山反射炉

日
光
の
社
寺

富岡製糸場

吉野山

総持寺

諏訪大社

せき ゆ　び ちく き　ち

ひ　だ てんもんだい

とうだい う ちゅうせんけんきゅうじょ

たてやま

　さ ぼうはくぶつかん

せき ゆ　き ねんこうえん

きょうりゅうはくぶつかん

デンカビッグスワンスタジアム

石油備蓄基地

飛驒天文台

東大宇宙線研究所
スーパーカミオカンデ

立山カルデラ
砂防博物館

石油記念公園

恐竜博物館

しゅぜん じ

いさ わ

しも べ

う　な づき

ほ たか

しらみね

やまなか

ゆ　だ なかしぶ

あたがわ

いなとり

あかくら

わ くら

べっしょ

か　け　ゆ

ひら ゆ しらほね

ひるがみ

やましろ

かたやま づ

ゆ わく

あわ づ

にごり ご

うめ がしま

にしやま

す またきょう

あたがわ

いなとり

まつ の やま

みなかみ

い　か　ほ

つきおか

おお ゆ

し　ま

とくさ

修善寺

石和

下部

宇奈月

穂高

白峰

山中

湯田中渋

熱川

稲取

赤倉

和倉

別所
鹿教湯

平湯 白骨

昼神

片山津

山代

湯涌

粟津

濁河

梅ヶ島

西山

寸又峡

熱川

稲取

松之山

水上

伊香保

月岡

大湯

四万

木賊

あわら

こ まつくうこう

しんしゅう　　　　　　　　　くうこう

　　ちゅう ぶ こくさいくうこう

さとやまくうこう

と やま

くうこう

にいがたくうこう

ふく い くうこう

小松空港

信州まつもと空港

　中部国際空港
　　（セントレア）

のと里山空港

富山
きときと空港

新潟空港

福井空港

せんだい
とま

こ
まい

つる
が

と
ま
こ
ま
い

お
た
る

つる
が

仙台・
苫小牧へ

敦賀へ

苫
小
牧・小

樽
へ

敦賀へ

あ ぼう

かんえつ

ちゅう

めいとう めい
とう

ほく りく

りく

ほく かい

とう

しん

しん
めい

おう

なが

の

じ
ょ
う
し
ん
え
つ

かん

えつ

と
う
め
い

ほく
りく

ひがしめい
はん

せ

い

しん めい しん

安房トンネル

関越トンネル
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中 央 自 動 道車

長

野
自
動車道

路道速高名東 名

北 陸 自 動車道

陸

北 海 東

自
動
車
道

路道速高東新

道 路速
神 高

名

上
信
越
自
動
車
道

関

越
自
動
車
道

東
名

高

速道路

道
車

北
陸

自
動

自

東名
阪

動
車
道

道
車
動
自
勢
伊

新名神高速道路

だい し みず

ほくりく

い

きゅう

こう

ず

お
お

い

が
わ

て
つ

ど
う

ち

あ
け

やまたててつ
ち

や
ま

と

て
つ

ち

な
が

ら
が
わ

こ
く

き
ょ
う

べ

く
ろ

かぜ

やま
と

い

きゅう

ず

ほく えつ
こうきゅう

き
ん

や
ご
な

て
つ

や
ま

い
い

と
う

い

ご
て
ん

ば

み

の
ぶ

うみ
こ

とう かい どう

な
な

お

じ
ょ
う
は
な

ほ
く

り
く

お
う

ちゅう

た
か

や
ま

や
ま

た
か

お
お

い
と

お
う

み

ひ

ち
ゅ
う

い
い
だ

えつ

えつ

しん

あが
つま

え
ち

ご

た
か
さ
き

どう

か
い

じょう

ただ み

ば
ん

え
つ
さ
い

さい
かん

さん ぐう

み
ほく

えつ

め
い
しょう

とう かい どう

ほく りく

やまなし じっけん

え
つ

ほく
りく

じ
ょ
う

大清水トンネル  

北陸トンネル

伊

急行

豆

大
井
川
鐵
道

知
明

鉄
道

山立鉄 線地

山
富

鉄

本
線

地

道
鉄
と
の

長
良
川
鉄
道

道
鉄
谷
峡
部
黒

しなの鉄道

風 道
鉄あいの

とやま

え
ご
ち

ト
キ
め
き
鉄
道

山富

伊
豆

北 越 行急

近

線
屋
古
名

鉄

え
ち

ぜ
ん
鉄
道

山
線

飯

東
伊

御
殿
場
線

身
延
線

線海小

東海道 本線

七
尾
線

城
端線

本

北

線

陸
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奈川渡
ダム

小渋ダム

牧尾ダム

新豊根ダム
佐久間ダム

有峰ダム

下小鳥ダム手取川
ダム

御母衣ダム

境川
ダム

刀利ダム

九谷ダム

三浦ダム

岩屋ダム

丸山
ダム

矢作ダム

阿木川
ダム

黒部ダム

井川ダム

長島
ダム

畑薙第一ダム

朝日ダム
秋神ダム

高瀬ダム
七倉ダム

大町ダム

宇連ダム

水窪ダム

高根第一ダム

味�川ダム

小牧ダム

大日川
ダム

美和ダム

横山ダム

徳山ダム

黒又川
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黒又川
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川俣ダム

湯西川 
 ダム

奈良俣ダム須田貝
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矢木沢
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藤原
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伊良湖岬

大瀬崎

爪木崎
波勝岬

石
廊
崎

御
前
崎

鳥ヶ首岬

珠洲岬
禄剛崎

猿山岬

海士岬

爪木崎

沢崎鼻

弾崎

安乗崎

越前岬

常神岬

初島

神子元島

能登島

舳倉島

七ツ島

佐久島
日間賀島

初島

神子元島

新島

神津島

式根島

三宅島

城ヶ島

佐渡島

城ヶ島

神島
菅島

答志島

針ノ木峠

杖突峠
鳥居峠

十石峠

雁坂峠

天城峠

谷峠

三国峠

碓氷峠

六十里越

八十里越

油坂峠

鈴鹿峠

青山峠

2295

1834

2483

2599
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2057
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1963
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3141

3190

3033

1529

1841

1617

1778

1967
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三宝山
三国山

金峰山

身延山

大菩薩嶺

高洲山

医王山

宝達山

石動山

朝日岳

犬ケ岳

薬師岳

三俣蓮華岳

空木岳

塩見岳

大無間山

茶臼山

恵那山

秋葉山

三ノ峰

野口五郎岳

久能山

蕎麦粒山

小蓮華山

火打山

岩菅山

奥穂高岳

鳳来寺山

大日山

鉾ヶ岳

五龍岳
鹿島槍ケ岳

常念岳

雨飾山

戸隠山

冠着山

甲武信ケ岳

光岳

聖岳

荒川岳（東岳）

間ノ岳

仙丈ケ岳

宝立山

位山

笈ケ岳

能郷白山
（権現山）

巻機山

角田山

弥彦山

駒ケ岳

中ノ岳

平ケ岳

至仏山

白砂山

荒船山

御巣鷹山

丹沢山

粟ヶ岳
御神楽岳

二王子岳

米山

武甲山

金北山

金剛山

妙義山

両神山

荒海山

帝釈山

大日岳

平家岳

三国岳

荒島岳

三国岳

鞍馬山

三国岳

三峰山
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賤ヶ岳
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赤石岳

駒ケ岳
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穂高岳
槍ケ岳
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北岳

剱岳

駒ケ岳

谷川岳

八海山

比叡山

伊吹山

大台ケ原山八経ヶ岳
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士
河
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沢
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函南

河津
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山 梨 県

神奈川県

東京都

埼　　玉　　県

滋 賀 県
静　岡　県

愛 知 県

福　　井　　県
長　　野　　県

富 山 県

石川県

岐 　 阜 　 県

東 京 都

群　　馬　　県

新　　潟　　県

東京都東京都

三　重　県

「えび」「かに」のうち，
中部地方にある地名は
どちらかな。さくいんを
使ってさがそう。
88ページの　　の　　図に
出てくる山で，3000m
より高い山を三つ，
この地図からさがそう。

①
Lv.2 ちゅう ぶ　ち ほう　　　　　　 ち めい

つか

　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 ず

で　　　　　　　やま　　

　　　　たか　　やま　　みっ

　　　　 ち　ず

高原野菜づくりのさかんな
ところ　　にある野菜の
記号を三つ答えよう。

こうげん や さい

　　　　　　　　　　　　　　　　 や さい　　

き ごう　　みっ　　こた

Lv.2
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しおかわ

あらかわ

えん　             　しゅう　           　 なだ

たい　             　　　　　　へい　           　 　　　　　よう

あつ     み      わん

み かわ わん

い　ら　ご
すいどう

わんたち

い

せ

わ
ん

まと や わん

た　ご　の うら

する が わん

ようろうのたき

め
い

じ
よ
う

す
いあ

い

ち

あ
い

ち

よ
う
す
い

よ
う

す
い

とよ がわ よう すい

とよ
がわ

よう
すい

み

か
た

は
ら

よ
う

す
い

がわ

き

と

が
わ

ひ

だ

が
わ

が
わ

が
わ

に
っ

こ
う

な
い

か
わ

ふ
る

は
ぎ

や

が
わ

あ
す
け

き
そ がわ

が
わ

は
ぎ

や

な
が

ら

が
わ

ね

い

び

が
わ お

が
わ

が
わ

な
が

ぎ

む

が
わ

ど
り

い
た

し
ょ
う

と
も
え

とよがわ

が
わ

と
よ

が
わ

は
ぎ

や

が
わ

の

ひ

い
な

まち や がわ

が
わ

べ

すず か がわ

みやがわ

くも ず がわ

く
し

だ
が
わ

き
そ
が
わ

い
び
が
わ

ず

が
わ

あねがわ

が
わ

ら

か
わ

お
お
い
が
わ

あ

べ

か
わ

あ

べ

け

た

が
わ

わ
ら

し
な

が
わ

お
お
た
が
わ

き
く
が
わ

て
ん

り
ゅ
う

が
わ

て
ん

が
わ

り
ゅ
う

が
わ

か
わ

は
や

い

お
お

か
わ

じ

ふ

が
わ

ふ
き

ふ
え

が
わ

か
ま

な
し

いる か いけ

はま な　こ

ばん ば ちょうせい ち

よ　ご　こ かわぐち こ

さい こ

しょう じ　こ

もと す　こ

い かわ こ

長良川河口ぜき

宇連ダム

都田川ダム

大島ダム

丸山ダム
笠置ダム

羽布ダム

矢作ダム

黒田ダム

大井ダム

小里川ダム

阿木川ダム

横山ダム

徳山ダム

上大須ダム
川浦ダム

三浦ダム

馬瀬川
第二ダム

牧尾ダム

笹生川ダム

九頭竜ダム

桝谷ダム

広野ダム

安濃ダム

中里
ダム

蓮ダム

秋葉ダム

水窪ダム

佐久間ダム

新豊根ダム

松川ダム

太田川ダム

美和ダム

井川ダム

長島ダム

畑薙第一ダム

広瀬ダム
塩川ダム

荒川ダム

渥 美 湾

三 河 湾

遠　　　州　　　灘

太　　　　　 平　　　　　 洋

伊良湖水道

知 多 湾

伊

勢

湾

的矢湾

田子ノ浦

駿 河 湾

養老ノ滝

明
治

用
水愛

知

愛
知
用
水

用

水

豊 川 用 水

豊
川 用

水

三
方
原

用
水

川
岐

土

川

飛

驒

川

川

川

日
光

内
庄

巴

古
川
作
矢

川
足助

木 曽 川

川
作
矢

長

良
川

根

揖
斐

川 尾
川

川 長
儀

武

川
取
板

豊川

豊
川

川
作
矢

川

野

日

員

川
弁

（町屋川）

鈴鹿川

宮川

櫛

雲出川

田
川

木
曽
川

揖
斐
川

雲
出

川

姉川

川
良

川

大
井
川

安
倍

川

安
倍

気

田

川

藁

科

川

太
田
川 菊

川

天

竜

川

天
竜
川

川

川

早

井

大

川
士
富

川
吹
笛

川

釡

無

入鹿池

浜名湖

万場調整池

余呉湖 河口湖

西湖
精進湖

本栖湖

井川湖

い

　
ら

　
ご
み
さ
き

あ のりざき

お まえざき

は がちざき

さ　く しま

ひ　ま　か じま

しのじま

おおしま

べんてんじま

かみじま

すがしま

さか て じま

ひゅう が しま

とう し じま

わた か　の じま

ま ごめとうげ

くらかけとうげ

あおやまとうげ

う　り とうげ

にい の とうげ

とち の き とうげ

み さかとうげ

ささ ご とうげ

かりさかとうげ

う　つ　の や とうげ

ちゃうすやま

え　な さん

ほうらい じ さん

たか の　す やま

み くにやま

さ なげやま

ほんぐうさん

さん が　ね さん

いしまきさん

で　き やま

み くにやま

みょうじんやま

ほうろくさん

ろくしょさん

み くにだけ

ご ざいしょやま

きん か ざん

おくさんがいだけ

かんよう き ざん

のうごうはくさん

へいけがだけ

ふじわらだけ

み くにだけ

しず が たけ

み うねやま

あさ ま　が たけ

りょうぜんざん

こ　ぶ　し　が たけ

あき は さん

しらくらやま

くろぼう しがたけ

はっこうさん

たかてんじんやま

う　ど やま

く のうざん

くしがたやま

しお み だけ

うつ ぎ だけ

あんぺい じ やま

ふた ご やま

こま が たけ

あい の だけ

せんじょう が たけ

あらかわだけ

ざる が たけ

しちめんざん

み のぶさん
け なしやま

あかいしだけ

ひじりだけ

てかりだけ

だい む げんざん

そ　ば つぶやま

きょうまるやま

ま　ふ　じ やま

りゅうそうざん

ひがしだけ

きただけ

い ぶきやま

ほうえいざん

あしたかやま

かや が だけ

おんたけさん

ふ　じ さん

あつ
み

はん
とう

ち

た

は
ん

と
う

し　　　ま　　 はん　　とう

み

の

み

か
わ

みゃく

さ
ん

そ

き

や

へ
い

と
よ

は
し

は
ら

か
た

み

へい やのう び

こ
う

げ
ん

お
か

へ
い

ざ
き

や

ちゅう

お
う

お
う

い

せ

へ
い

や

よ
う

ろ
う

さん

ち

ぶ
き

い

さ
ん

ち

さ
ん

か

す
ず

み
ゃ
く

さん ち

ち

さ
ん

び
き

りょうきゅうくちみな

ちぼん

な

い

さ
ん

ち

は
ら

た

い
わ

は
ら

の

ま
き

しず おか へい や

い

ぼ
ん

ち

な

あ
か

い
し み

な
み

さ
ん

みゃく

の
ぶ

さ
ん

ち

み

ふ ぼん ちこう

伊
良
湖
岬

安乗崎

御前崎

波勝岬

佐久島

日間賀島

篠島

大島

弁天島

神島
菅島

坂手島

日向島

答志島

渡鹿野島

馬籠峠

鞍掛峠

青山峠

宇利峠

新野峠

栃ノ木峠

御坂峠

笹子峠

雁坂峠

宇津ノ谷峠

1416

2191

695

1153

1162

329

629

789

321

358

1053

701

1016
684

611

1377

894

1212

1811

1108

1617

1442

1094

1140

421

1209

1235

555

2475

885

1027

2068

832

132

307
216

2052
3047

2864

2363

2243

2967

3190

3033

3141

2629

1989

1153

1964

3121

3013

2592

2330

1627

1470

1343

1051

3193

茶臼山

鳳来寺山

鷹ノ巣山

三国山

恵那山

猿投山

本宮山

三ヶ根山

石巻山

出来山

三国山

明神山

炮烙山
六所山

三国岳

御在所山

金華山

奥三界岳

寒陽気山

能郷白山

平家岳

藤原岳

三国岳

賤ヶ岳

三峰山

朝熊ケ岳

霊仙山

甲武信ケ岳

秋葉山

白倉山

黒法師岳

高天神山

八高山

有度山

久能山

櫛櫛形山

塩見岳

空木岳

安平路山
二児山

駒ケ岳

間ノ岳

仙丈ケ岳

荒川岳

笊ヶ岳

七面山

身延山 毛無山

赤石岳

聖岳

光岳

大無間山

蕎麦粒山

京丸山

真富士山

竜爪山

（東岳）

北岳

伊吹山

3067

3776

2693

1504

1704

宝永山

愛鷹山

茅ケ岳

御岳山

富士山

渥 美 半 島

知

多

半

島

志　摩　半　島

美

濃

三

河

木

　
　
　
　
　 曽

　
　
　
　
　 山

　
　
　
　
　 脈

野

平

豊

橋

原
方

三

平 野濃 尾

高

原

岡

平

崎

野

（
中

　 央

　 ア

　 ル

　 プ

　 ス
）

近

伊

勢

平

野

養

老

山

地

吹
伊

山
地

山

鹿

鈴

脈

山 地

地

山

引

布

陵丘口水

地盆

那

伊

山

地

原

田

磐

原

ノ

牧

静 岡 平 野

伊

那

盆

地

赤

石 （

　
南

　
ア

　
ル

　
プ

　
ス

　
）

山

脈

延

山

地

身

府 盆 地甲

もろざき

たにぐみ

かす が

む　げ がわ

む　ぎ

かわしま

き　そ がわ

び さい

へい わ

そ　ぶ　え

たつ た

はちかい

さ おり

さ

　
や

なんのう

ひら た

た　ど

ながしま

くす

かわ げ

うれし の

ひ
さ
い

しもやま

お ばら

ふじおか

ころ も

あさひ

いな ぶ

あ すけ

あけ ち

いわむら

やまおか

くしはら

かみ や はぎ

ひるかわ

ふくおか
やまぐち

さかした

かねやま

かさはら

やない づ

み その

いそ べ

なんせい

あ　ご

お ばた

きよ す

あつ み

まいさか

ゆうとう

いな さ

ほそ えみっ か び

かみいし づ

すのまた

じゅう し やま

ぬか た

いちのみや

つく で

ほうらい

つ　ぐ

なみあい

く　ぜ

さんとう

ふじわら

だいあん

い　じ　ら

ほ
づ
み

たかとみ

いとぬき

しんせい

す なみ

あか ば　ね

おと わ

み　と

せいない じ

あら い

こ ざか い

し
っ
ぽ
う

じ もく じ
み　わ

は　ず

いっしき
き　ら

ふじはし

さかうち

ね　お

み やま ほら ど

かなやま
み なみ

かみ の　ほ

か　し　も

つけ ち

かわうえ

しろとり

めいほう

は
ち
ま
ん

やまと

いたどり

はぎわら
ま　ぜ

わ　ら

き　そ ふくしま
み たけ

か　ら　す

み くも

ふた み

い ぶき

せき

げいのう

あ のう

み さと

いち し

せい わ

ほくせい

いな べ

こうなん

こう か

つちやま

みなくち

よう か いち

がも う

の　と がわ

はたしょう

こ とう

あいとう

え　ち がわ

よ　ご

き　の もと

こ ほく

たかつき

とらひめ

み すぎ

おおやま だ

い　が

あおやま

あ やま

おおみや

き せい

みやがわ

ご　か しょう

かつやま

み とみ

まきおか

かつぬま

えんざん

し みず

こうさい

くしがた

わかくさ

しら ね

ふた ば

しきしま

りゅうおう

あけ の

おおいずみ

む かわ

あしやす

す
た
ま

たか ね

ながさか

はくしゅう

かんばら

こ ぶちさわ

かみ く　い しき

ろくごう

たま ほ
た とみ

み たま とよとみ

なかみち
さかいがわ

い
ち
か
わ
だ
い
も
ん

いちのみや

かすが　い

いさ わ

み さか
やつしろ

はっ た

なかとみ

とみざわ

あし わ　だ

あしがわ

おか べ

おおかわ

おお い がわ

かじかざわ

ます ほ

ふ　じ かわ

なかかわ ね

ほんかわ ね

お がさ

かな や

おお す　か

だいとう

あさ ば

とよおか

と
よ
だ

ふく で

りゅうよう

はまきた

てんりゅう

たつやま

はる の

さ　く　ま

とみやま

みさくぼ

みなみしな の

かみむら

さが ら

はいばら

はまおか

かわ ね

ひ よし

は　せ

たかとお

師崎

谷汲

春日

武芸川

武儀

川島

木曽川

尾西

平和

祖父江

立田

八開
佐織

佐
屋

南濃

平田

多度

長島

楠

河芸

嬉野

久
居

下山

小原

藤岡

挙母

旭
稲武

足助

明智

岩村
山岡

串原

上矢作

蛭川

福岡
山口

坂下

兼山

笠原

柳津

御薗

磯部

南勢

阿児

小俣

清洲

渥美

舞阪

雄踏

引佐

細江三ケ日

上石津

墨俣

十四山

額田

一宮

作手

鳳来

津具

浪合

久瀬

山東

藤原

大安

伊自良

穂
積

高富

糸貫

真正
巣南

赤羽根

音羽

御津

清内路

新居

小坂井

七
宝

美和
甚目寺

幡豆
一色 吉良

藤橋

坂内

根尾

美山 洞戸

金山美並

上之保
川上

加子母

付知

白鳥

明宝

八
幡

大和

板取

萩原馬瀬

和良

木曽福島三岳

香良洲

三雲

二見

伊吹

関

芸濃

安濃

美里

一志

勢和

北勢

員弁

甲南

甲賀

土山

水口

愛東

湖東

八日市

びわ

蒲生

能登川

秦荘愛知川

余呉

木之本

湖北

高月

虎姫

美杉

大山田

伊賀

青山

阿山

大宮

紀勢

宮川

五個荘

勝山

三富

牧丘

勝沼

塩山

清水

甲西
櫛櫛形

若草

白根

双葉
敷島

竜王

明野

大泉

武川

芦安

須
玉

高根

長坂

白州

蒲原

小淵沢

上九一色

六郷

玉穂田富

三珠 豊富

中道 境川

市
川
大
門

一宮

春日居

石和

御坂
八代

八田

中富

富沢

足和田

富士川

芦川

岡部

大川

大井川

鰍沢

増穂

中川根

本川根

小笠

金谷

大須賀

大東

浅羽

豊岡

豊
田

福田
竜洋

浜北

天竜

龍山

春野

佐久間

富山

水窪

南信濃

上村

相良

榛原

浜岡

川根

日義

長谷

高遠

ね　ば

ひら や

とびしま

うる ぎ

ひがししらかわ

おうたき

おおくわ

み つえ

しもじょう
やすおか

てんりゅう

たか ぎ

とよおか

とよ ね

あ　ち

おおしか

なかがわ

みなみみの わ

なるさわ

根羽

平谷

飛島

売木

東白川

王滝

大桑

御杖

下條
泰阜

天龍

喬木

豊丘

豊根

阿智

大鹿

中川

南箕輪

鳴沢

とうえいしたら

こう た

ひがしうら

たけとよ

みなみち　た

み はま

あ　ぐ　い

かに え

おおはる

とよやま

わ　の うち

あんぱち

ぎ なん

かさまつ

ようろう

いけ だ

い　び がわ

おお の

きたがた

ごう ど

たる い

ふ そう

せ
き
が
は
ら

かわ べ

み たけ

や　お　つ

ひちそう

しらかわ

とみ か

さかほぎ

とうごう

おおぐち

き　そ

な　ぎ　そ

いけ だ

とういん

あさ ひ

かわごえ

たま き
た　き

めい わ

こも の

き　そ さき

おおだい

たい き
みなみ い　せ

ひ　の

あいしょう

こう ら
とよさと

あ なん

もり

よし だ

たかもり

いいじま

まつかわ

みの わ

かわ ね ほんちょう

ふ　じ　み

いちかわ み さと

しょう わ

ふ　じ かわ

み のぶ

はやかわ

ふ　じ かわぐち こ

なん ぶ

東栄設楽

幸田

東浦

武豊

南知多
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阿久比

蟹江

大治

豊山

輪之内

安八

岐南
笠松

養老

池田

揖斐川

大野

北方

神戸

垂井
扶桑

関
ケ
原

川辺

御嵩

八百津

七宗

白川

富加

坂祝

東郷

大口

木曽

南木曽

池田

東員

朝日

川越

多気 玉城
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菰野
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大紀 南伊勢

日野

愛荘

甲良豊郷

阿南

森

吉田

高森

飯島

松川

箕輪

川根本町

富士見

昭和

市川三郷
富士川

身延

早川

富士河口湖

南部

みずなみ

しんしろ

たかはま

いわくら

み　の

や とみ

やまがた

もと す

かい づ

ぐ じょう

げ　ろ

と　ば

まいばら

きくがわ

まき の はら

お まえざき

こま が ね
こうしゅう

やまなし
にらさき

ほく と

ちゅうおう

なか つ がわ

つ しま

あいさい

は しま

せき

いぬやま

と　き

お わりあさひ

き
よ
す

みず ほ

え　な

なが く　て

がまごおり

ち りゅう

へきなん

おお ぶ

とこなめ

ち　た

にっしん

とよあけ

み　の　か　も

こ さい

た はら

きた な　ご　や

かめやま

し　ま

こう か

ふくろ い

い　な

ふえふき

か　い

みなみ

とよかわ

あんじょうかり や

はん だ

おおがき

かかみがはら

た　じ　み

せ　と

こ
ま
き

とうかい

にし お

か　に

こうなん

いなざわ

くわ な

い　せ

まつさか

ひこ ね

ひがしおう み

やい づ

ふじえだ

い
わ
た

か
け
が
わ

いい だ

しま だ

とよはし

とよ た

いちのみや

おかざき

かす が　い

よっ か いち

すず か

ふ　じ

はま まつ
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関
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清
須
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各務原

多治見

瀬戸

小
牧

東海

西尾

可児

江南

稲沢

桑名

伊勢

松阪

彦根

東近江

焼津

藤枝

磐
田

掛
川

飯田

島田

豊橋

豊田

一宮

岡崎

春日井

四日市

鈴鹿

富士

浜松

な　 ご　 や

ぎ　ふ

つ

しず おか

こう ふ

岐阜

名古屋

津

静岡

甲府

あい　　　 ち　　　 けん

ぎ　　　　　　 ふ　　　　　　 けん

み え けん

なが　　　　の　　　　けん

しず おか けん

やま　　なし　　けん

し　 が　けん

愛　知　県

岐　　 阜　　県

三 　 重 　 県

長　野　県

静　 岡　 県県

山　梨　県

滋賀県

羽島市
は しま し

あんぱちちょう

かい　　 づ　　　し

わ　の うちちょう
安八町

ー2018年ー

輪之内町

海　津　市

養 老 町
よう ろう ちょう

桑 名 市
くわ　 な　　し

木曽三川公園
き　そ さんせんこうえん

海津市歴史
民俗資料館

かい づ　し れき し

みんぞく し りょうかん

高須輪中排水機場
たか す　わ じゅうはいすい き じょう

ち すいじんじゃ
あぶらじませんぼんまつしめきりづつみ

ほうれき ち すい ひ

展
望
タ
ワ
ー

油島千本松締切堤
宝暦治水碑

治水神社

大垣市
おおがき し

あいさい し
愛西市

長
揖

木き

そ

が
わ

が
な

ら

が
わび

い

が
わ 曽

良
川

川

斐
川

て
ん
ぼ
う

堤防
ていぼう

－1

－2

8 9

8

0

1

－1

－1

2

1

0

7

8

愛 知 県
あい　 ち 　けん

岐 阜 県
ぎ　 ふ　けん

三 重 県
み　　え 　けん

堤防と道路
水屋 母屋

畑

川
かんがい水路

田

ていぼう

みず や
おも や

輪中の家
わ じゅう　　いえ

はたけ
た

すい ろ

どう ろ

かわ

川の水面より低いところ
標高（m）　　
ひょうこう

　かわ　　すいめん　　　　ひく

－1

北

2  洪水への備え洪水への備え
こうずい そな

 
のう び へい や わ じゅう

ｰ濃尾平野の輪中ｰ

①図
ず
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ア イ エ オ カ キ ク ケ

コ

ウ

ア イ

エ

オ カ キ

ク ケ コ

ウ

1

2

4

5

6

3

1

2

4

5
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北東

南東南西

北西

南

西 東

北

１０００

６００

２００

１４００
20００ 陸の高さ

りく　 たか

海の深さ
うみ　 ふか

（m）

（m）

そ　の　他
た

２０００

０

市　街　地
　　田
　　畑
茶　　　畑
果　樹　園
工　業　地

　し 　　がい　　 ち

　　　　 た

　　　　はたけ

ちゃ　　　　　　ばたけ

　か 　　じゅ　　えん

こう　　ぎょう　　 ち

その他の記号は
15ページ

　　　　 た　　　き ごう

1
地図上の1cmは実際には5kmです。

中部地方南部中部地方南部 ここに
二次元
コードが
入ります

1：500,000
（50万分の1）

0 5 10 15 20 25km ち　ず じょう じっさい

ちゅう　 ぶ　　 ち　　 ほう　　なん　　 ぶ

中
部
地
方

CS5　版型　208×297mm
日

特
内

部
の

注
意

事
項

　・
文

字
記

号
は

地
図

ベ
ー

ス
よ

り
-1

.4
17

°回
転

。
　・

ブ
ロ

ッ
ク

版
は

す
べ

て
特

殊
効

果
レ

イ
ヤ

ー
に

な
っ

て
い

ま
す

。

本　州ほん

四 国し　 こく

しゅう 浅間山あさ ま やま

富士山ふ　じ さん大山だいせん

大阪おおさか

名古屋な　ご　や

金沢かなざわ

新潟にいがた
仙台せんだい

東京とうきょう

日 本 国
こく

ぽん
にっ

仮サイズ　148×112mm

地
図
帳
の
使
い
方

日に
っ

本ぽ
ん

を
な
が
め
る
地ち

図ず

く
わ
し
く
見み

る
地ち

図ず

広ひ
ろ

く
見み

わ
た
す
地ち

図ず

都と

道ど
う

府ふ

県け
ん

を
見み

る
地ち

図ず

月 火 水 木 金 土

1 国語 音楽 国語 算数 体育 国語

2 理科 国語 算数 英語 社会 総合

3 体育 社会 図工 音楽 算数 総合

4 算数 体育 図工 国語 総合

5 道徳 算数 学活 理科 国語

6 国語 書写

地
ち

図
ず

上
じょう

の1cmは
実
じっ

際
さい

には10kmです。

地
ち

図
ず

上
じょう

の1cmは
実
じっ

際
さい

には16kmです。

地
ち

図
ず

上
じょう

の1cmは
実
じっ

際
さい

には60kmです。

※31～32，69～70ページの

地
ち

図
ず

は，縮
しゅく

尺
しゃく

が異
こと

なります。

※71～72ページの地
ち

図
ず

は， 

縮
しゅく

尺
しゃく

が異
こと

なります。

地
ち

図
ず

上
じょう

の1cmは
実
じっ

際
さい

には5kmです。

縮
しゅく

尺
しゃく

って何
なに

？
地
ち

図
ず

は，実
じっ

際
さい

のきょりを縮
ちぢ

めて
かかれています。
どのくらい縮

ちぢ
めたのかを示

しめ
した値

あたい
を

縮
しゅく
尺
しゃく

といいます。

1：1,000,000 （100万分の1）
「都

と
道
どう

府
ふ

県
けん

を見
み

る地
ち

図
ず

」の場
ば

合
あい

「都
と

道
どう

府
ふ

県
けん

を見
み

る地
ち

図
ず

」と
「くわしく見

み

る地
ち

図
ず

」は，
都
と

道
どう

府
ふ

県
けん

の特
とく

色
しょく

を
調
しら

べるときに便
べん

利
り

だよ。

「広
ひろ

く見
み

わたす地
ち

図
ず

」は，
都
と

道
どう

府
ふ

県
けん

の位
い

置
ち

や形
かたち

，
交
こう

通
つう

のつながりが
確
かく

認
にん

しやすいね。

地
ち

名
めい

の場
ば

所
しょ

が簡
かん

単
たん

に見
み

つかるよ。

マス目
め

の見
み

方
かた

は，
時
じ

間
かん

割
わり

の見
み

方
かた

と
似
に

ているね。

地
ち

図
ず

帳
ちょう

で地
ち

名
めい

をさがすときには，
さくいんを使

つか
いましょう。

さくいんは106～114ページに
あります。

目
もく

的
てき

に合
あ

わせて地
ち

図
ず

を使
つか

い分
わ

けよう2 地
ち

図
ず

帳
ちょう

にはいろいろな地
ち

図
ず

があるよ。

4〜6ページ
日
にっ

本
ぽん

をながめる地
ち

図
ず

31〜72ページ
都
と

道
どう

府
ふ

県
けん

を見
み

る地
ち

図
ず

，くわしく見
み

る地
ち

図
ず

19〜28ページ
広
ひろ

く見
み

わたす地
ち

図
ず

地図マスターへの道地
ち

図
ず マスター

への道地
ち

図
ず マスター

への道 この地
ち

図
ず

帳
ちょう

のいろいろなページに，「地
ち

図
ず

マスターへの道
みち

」のコーナーがあります。

この地
ち

図
ず

帳
ちょう

は6年
ねん

生
せい

まで
使
つか

います。
4年

ねん
間
かん

でさまざまな問
もん

題
だい

に
何
なん

度
ど

もちょうせんして，
地
ち

図
ず

マスターをめざそう。

①Lv.1 ②Lv.2 ③Lv.3

※このほかに，20万
まん

分
ぶん

の1や5万
まん

分
ぶん

の1の地
ち

図
ず

などの よりくわしい地
ち

図
ず

もあります。

1：500,000
（50万分の1）

1：1,000,000
（100万分の1）

1：1,600,000
（160万分の1）

1：6,000,000
（600万分の1）
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0 10 20km

1/600万図

1/160万図

1/100万図

1/50万図
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1/160万図

1/100万図

1/50万図

0 1610 20 30km

0 60 100km
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0 10 20km

1/600万図

1/160万図

1/100万図

1/50万図

0 1610 20 30km

0 60 100km

0 5 10km

0 10 20km

1/600万図

1/160万図

1/100万図

1/50万図

問
もん

題
だい

に正
ただ

しく答
こた

えられたら，
1問

もん
につき，117ページの　 を

一
ひと

つずつぬっていこう。
すべての　 をぬりつぶして
地
ち

図
ず

マスターになろう。

ス セ ソ タ チ ツ テ ト ナ ニ ヌ ネア イ エ オ カ キ ク ケ コ サ シウ

ス セ ソ タ チ ツ テ ト ナ ニ ヌ ネア イ エ オ カ キ ク ケ コ サ シウ

1 2 4 5 6 7 8 9 10 11 123

1 2 4 5 6 7 8 9 10 11 123

2桁数字は長体85％

2桁数字は長体85％

32 小図（白 2）P17 用材料

北

方位記号：小
8.4mm

北

方位記号：小
8.4mm

北

方位記号：小
8.4mm

北

方位記号：小
8.4mm

「日
にっ

本
ぽん

をながめる地
ち

図
ず

」は，
日
にっ

本
ぽん

列
れっ

島
とう

の形
かたち

や大
おお

きさが
わかりやすいね。

地
ち

域
いき

のようすが
絵
え

からもわかるね。

 51〜52ページ

 53〜54ページ

 23〜24ページ

 4〜6ページ

ス セ ソ タ チ ツ テ ト ナ ニ ヌ ネア イ エ オ カ キ ク ケ コ サ シウ

ス セ ソ タ チ ツ テ ト ナ ニ ヌ ネア イ エ オ カ キ ク ケ コ サ シウ

1 2 4 5 6 7 8 9 10 11 123

1 2 4 5 6 7 8 9 10 11 123

2桁数字は長体85％

2桁数字は長体85％

32 小図（白 2）P17 用材料

（レベル1） （レベル2） （レベル3）

問
もん

題
だい

に正
ただ

しく答
こた

えられたら，□に印
しるし
（　）をつけよう。

問
もん

題
だい

の答
こた

えは，114ページにあります。

なかには，難
むずか

しい問
もん

題
だい

もあるけど，
上
じょう

級
きゅう

生
せい

になったら解
と

けるようになるかな。

ス セ ソ タ チ ツ テ ト ナ ニ ヌ ネア イ エ オ カ キ ク ケ コ サ シウ

ス セ ソ タ チ ツ テ ト ナ ニ ヌ ネア イ エ オ カ キ ク ケ コ サ シウ

1 2 4 5 6 7 8 9 10 11 123

1 2 4 5 6 7 8 9 10 11 123

2桁数字は長体85％

2桁数字は長体85％

32 小図（白 2）P17 用材料
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●�本冊子で取り上げている教材

デジタル地図帳
『楽しく学ぶ 小学生の地図帳』

地域版地図

『楽しく学ぶ 小学生の地図帳』
QRコンテンツ

小学校３年生から６年生までの系統的な地図活用を促す様々な工夫がなされています。

子どもたちが楽しく学習できる課題として、「地図マスターへの道」や「トライ！」を設けています。

デジタル地図帳※にはレイヤー切り替え機能、距離計測機能、統計資料、デジタル地球儀等、デジタルならではの
機能が満載です。

帝国書院では小学校３年生や４年生の市や県の学習に合わせて、範囲や色表現、絵記号などオーダーメイドの地図
を作成しています。

地図帳にあるQR（二次元）コードを読み込むと、地図クイズ、地図のやくそくごと、47都道府県地図等を活用できます。

『楽しく学ぶ 小学生の地図帳』p.18 地図帳の使い方ページの例地

『楽しく学ぶ 小学生の地図帳』p.115「トライ！」の例地『楽しく学ぶ 小学生の地図帳』p.33～34「地図マスターへの道」の例地

デジタル地図帳『楽しく学ぶ
小学生の地図帳』p.67～68
レイヤー切り替え機能

デ

※本冊子では、指導者用デジタル教科書（教材）と学習者用デジタル教科書・教材をさしています。

地域版地図
『わたしたちの八王子市』
域地

『楽しく学ぶ 小学生の地図帳』
QRコンテンツ　

「47都道府県地図」メニュー画面

Q

地図帳

デジタル

地域版地図

QR

地図帳は
「教科書」
です!

教科用図書「地図」
『楽しく学ぶ  小学生の地図帳』（令和2〜５年度版）

本冊子参照ページ
p.8，9，10，11，16
18，20，21，22，23

本冊子参照ページ
p.18，19，21，23

本冊子参照ページ
p.16，17

本冊子参照ページ
p.10，18

都
と

道
どう

府
ふ

県
けん

の形
かたち

はさまざまです。都
と

道
どう

府
ふ

県
けん

の形
かたち

を
似
に

ているものに例
たと

えると，わかりやすくなります。
都
と

道
どう

府
ふ

県
けん

の名
な

前
まえ

についている文
も

字
じ

に注
ちゅう

目
もく

してみよう。 
下
した

の⑥⑦⑧⑨の漢
かん

字
じ

がつく都
と

道
どう

府
ふ

県
けん

をさがしてみよう。

ヒント：六
む っ

つあるよ ヒント：三
み っ

つあるよ

ヒント：一
ひ と

つずつあるよ

ヒント：八
や っ

つの県
け ん

と接
せ っ

しているよヒント：八
や っ

つあるよ

手
しゅ

話
わ

で都
と

道
どう

府
ふ

県
けん

を表
あらわ

すこともできます。

海
うみ

に面
めん

していない
都
と

道
どう

府
ふ

県
けん

を
答
こた

えよう。

最
もっと

も多
おお

くの都
と

道
どう

府
ふ

県
けん

と
接
せっ

している都
と

道
どう

府
ふ

県
けん

を
答
こた

えよう。

4747都都
と

道道
どう

府府
ふ

県県
けん

のここここに注
ちゅう

目
もく

しよう

熊
くま

鳥
とり

鹿
しか

馬
うま

北
ほっ

海
かい

道
どう

北
ほっ

海
かい

道
どう

の形
かたち
（ひし形

がた
）を

示
しめ

します。

山
やま

形
がた

県
けん

特
とく

産
さん

の さくらんぼ の
形
かたち

を示
しめ

します。

長
なが

崎
さき

県
けん

「長
なが

い」と「崎
さき
（岬

みさき
）」の

手
しゅ

話
わ

表
ひょう

現
げん

を合
あ

わせて
示
しめ

します。

兵
ひょう

庫
ご

県
け ん

たぬき

福
ふ く

井
い

県
け ん

ムササビ

静
し ず

岡
お か

県
け ん

金
きん

魚
ぎょ

高
こ う

知
ち

県
け ん

竜
りゅう

県
けん

の形
かたち

が，そのまま
ご当

とう
地
ち

キャラクターと
なった「チーバくん」

千
ち

葉
ば

県
け ん

形形
かたち

にに注注
ちゅう

目目
もく

文文
も

字字
じ

にに注注
ちゅう

目目
もく

位位
い

置置
ち

にに注注
ちゅう

目目
もく

手
しゅ

話
わ

で 表
あらわ

す 都
と

道
どう

府
ふ

県
けん

都
と

道
どう

府
ふ

県
けん

の位
い

置
ち

に注
ちゅう

目
もく

してみよう。

いろいろな方
ほう

法
ほう

で
都
と

道
どう

府
ふ

県
けん

について
考
かんが

えられるね。

⑦川
かわ

ヒント：五
い つ

つあるよ

⑧島
しま

⑥山
やま

①

②

③

④

⑩ ⑪

⑨動
どう
物
ぶつ

自
じ

分
ぶん

たちの住
す

む都
と

道
どう

府
ふ

県
けん

について，手
しゅ

話
わ

ではどのように示
しめ

すのか調
しら

べて，表
ひょう

現
げん

してみよう。

自
じ

分
ぶん

たちの住
す

む都
と

道
どう

府
ふ

県
けん

の形
かたち

が何
なに

に見
み

えるのか考
かんが

えて，
意
い

見
けん

を出
だ

し合
あ

ってみよう。

都
と

道
どう

府
ふ

県
けん

の名
な

前
まえ

に
使
つか

われている漢
かん

字
じ

を
書
か

いてみよう。
おき なわ

県
けん

新
にい がた

県
けん

宮
みや ぎ

県
けん

愛
え ひめ

県
けん

⑤

⑫ ⑬ ⑭

都都
と

道道
どう

府府
ふ

県県
けん

のの名名
な

前前
まえ

とと位位
い

置置
ち ここに

二次元
コードが
入ります
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マトリクス表 Ａ

　地図帳には縮尺の異なる地図を複数掲載しています。
　どの縮尺の地図がどのような学習の際に役立つのか、地図帳p.18で丁寧に説明しています。
　上から順に「日本をながめる地図」は日本列島の形や大きさなどを捉える際、「広く見わたす
地図」は都道府県の位置や形、交通のつながりなどを確認する際、「都道府県を見る地図」と「く
わしく見る地図」は都道府県の特色を調べる際に便利であることをキャラクターが語り、児童
が調べる目的に応じた地図を選ぶ際の参考となるようにしています。
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瀬戸焼
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家具
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能登島

舳倉島

七ツ島

佐久島
日間賀島

初島

神子元島

新島

神津島

式根島

三宅島

城ヶ島

佐渡島

城ヶ島

神島
菅島

答志島

針ノ木峠

杖突峠
鳥居峠

十石峠

雁坂峠

天城峠

谷峠

三国峠

碓氷峠

六十里越
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油坂峠

鈴鹿峠

青山峠
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1567

1104
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1978
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1523
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1235
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三宝山
三国山

金峰山

身延山

大菩薩嶺

高洲山

医王山

宝達山

石動山

朝日岳

犬ケ岳

薬師岳

三俣蓮華岳

空木岳

塩見岳
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茶臼山

恵那山
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火打山

岩菅山

奥穂高岳

鳳来寺山

大日山

鉾ヶ岳
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弥彦山
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荒船山
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丹沢山

粟ヶ岳
御神楽岳

二王子岳

米山

武甲山

金北山

金剛山

妙義山

両神山

荒海山

帝釈山

大日岳

平家岳

三国岳

荒島岳

三国岳

鞍馬山

三国岳

三峰山

御在所山

金剛山

賤ヶ岳
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雲取山

赤石岳

駒ケ岳
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穂高岳
槍ケ岳

白馬岳

北岳

剱岳

駒ケ岳

谷川岳

八海山

比叡山

伊吹山

大台ケ原山八経ヶ岳
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1504

1406
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1672
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烏帽子岳

茅ケ岳

達磨山 大室山

愛鷹山

天城山

雄山
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黒姫山
飯縄山

霧ケ峰 蓼科山

焼岳

鷲ケ岳
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斑尾山
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守門岳
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四阿山

苗場山

箱根山

三原山三原山

浅草岳
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小淵沢

勝沼
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土肥
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井波

古川
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浅井

木之本

朽木

久居

上野

紀伊長島

海山

た　ば やま

こ すげ

どう し

おし の

やまなか こ

ちくほく

ふなはし

うる ぎ

しもじょう

てんりゅうね　ば

ひら や

やすおか

おおしか

はら

たか ぎ

おうたき

おおくわ

き　そ

とよおか

なかがわ

みなみみの わ

みや だ

あお き

お　み

みなみまき

あさ ひ

いくさか

まつかわ

やまがた

き じまだいら

たかやま

の ざわおんせん

お がわ

お たり

はく ば

きたあい き

みなみあい き

かわかみ

しらかわ

とよ ね

ひがししらかわ

あ　ち

さかえ

にいじま

み やけ

こう づ しま

や
ひ
こ

かり わ

かわ ば

つまごい

たかやま

しんとう

しょう わ
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泰阜
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喬木

王滝
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木祖

豊丘

中川

南箕輪

宮田

青木

麻績

朝日
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松川

山形
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阿智
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上市

立
山

穴水

志賀

津幡
内灘

能登

宝達志水

中能登

川北

富
士
河
口
湖

鳴
沢

小山

函南

河津
西伊豆
松崎

南伊豆

昭和

市川三郷
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早川

身延

富士川

吉田

森

川根本町
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設楽
東栄
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飯島

木曽
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　　　　　　　　　　　　　　　りく　　たか
このページの地図では，
　　のところは，陸の高さが
0～200mのところなんだね。

富士山をさがしてみよう。
どの県とどの県に
またがっているかな。

京都市から静岡市までの
地図上の長さは，およそ
15cmです。実際の
きょりは，およそ
何kmかな。 
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東新

みね

ち

あ
け

めい

めい

てつ

てつ

かか みが はら

とよ た

さ
い

び

ろ
う

て
つ

よ
う

い

せ

て
つ

な

ご

や

き
ん

め
い

ほく せい

きん てつ ゆ
やま

さん
ぎ

さん
ぎ

ち

た

て
つ

め
い

たる

な
が

ら

が
わ

み

て
つてつ

あ
い

ち

か
ん
じょう

こ

ま
き

め
い

い
ぬ
や
ま

めい

て
つ

お

に
し

め
い

てつ

てつ

な
め

め
い

めい がま ごおり

と
こ

ぎ
さ

ん

きん
てつ

おお さか

や
ご

な
てつ

めい

てん りゅう はま な こ

きん てつ
やま

め
い
て
つ
こ
う

わ

だ

よ
う
ろ
う

お
う
み

い

が

てつ

し

ま

めい てつ せ と

お
お

い

が
わ

て
つ

ど
う

え
ん

し
ゅ
う

と
よ
は
し

ちゅう おう

かん
き

せ
い

さい

た
い

た

た
け
と
よ

めい
しょう

ぐう
さ

ん

とう
かい

どう

と
う
か
い
ど
う

ほ
く
り
く

た
か
や
ま

とう かい
どう

いい

だ

み

の
ぶ

とう かい どう

よ てい

ちゅう おう

どうかいとう

峰トンネル

知
明

鉄
道

名

名

鉄

鉄

各 務 原 線

線
豊 田

鉄
道

西

尾

線老

鉄

養

線

伊

勢

鉄

鉄
道

名
古
屋

近

名

線
北 勢

近鉄湯の山

三岐
三 岐 線

鉄 道

線

新
線

知
多

鉄
名

長
良
川

道

道

見

樽

鉄

鉄

鉄

鉄

愛
知
環
状

鉄道

小
牧
線

名
犬
山線

名

鉄
尾
西

線

線

名

線郡蒲鉄名

鉄

線
滑

名

常

鉄 道

岐
三

近
鉄 大 阪 線

線本屋古名
鉄

名

天竜 浜 名 湖 鉄道

近 鉄 山
線

名
鉄
河
和

田

養
老
鉄
道

近
江
鉄
道

伊
賀
鉄
道

志
摩
線

名鉄瀬戸線

大

井
川

鐵
道

遠

鉄
道

州

豊
橋
鉄
道

て
つ

み
かわ

め
い鉄三

河

線

名

中央本線

関
紀
勢
本
線

西
本 線

太
多
線

線

武
豊

線名
松

線宮
参

東海 道

線
本

東
海
道
本
線

北
陸
本
線

高
山
本
線

本 線

東 海 道 本 線

飯
田

線

線

身
延

いせわかまつ

こうわ

うつみ

さなげ

つげ

いせおきつ

いせなかがわ

かしこじま

かなや

東 海 道 新 幹 線

リ ニ ア 中 央 新 幹 線（ 予 定 線 ）

線幹新道海東

みかわ
あんじょう

ぎふはしま

なごや

とよはし

はままつ

し
ん
ふ
じ

かけがわ

しずおか

なが ら がわ か こう

う　れ

みやこ だ がわ

おおしま

まるやま
かさ ぎ

は　ぶ

や はぎ

くろ だ

おお い

お　り がわ

あ　ぎ がわ

よこやま

とくやま

かみおお す
かお れ

み うら

ま　ぜ がわ

だい に

まき お

さそ う がわ

く　ず りゅう

ますたに

ひろ の

あ のう

なかざと

はちす

あき は

みさくぼ

さ　く　ま

しんとよ ね

まつかわ

おお た がわ

み　わ

い かわ

ながしま

はたなぎだいいち

ひろ せ

しおかわ

あらかわ

えん　             　しゅう　           　 なだ

たい　             　　　　　　へい　           　 　　　　　よう

あつ     み      わん

み かわ わん

い　ら　ご
すいどう

わんたち

い

せ

わ
ん

まと や わん

た　ご　の うら

する が わん

ようろうのたき

め
い

じ
よ
う

す
いあ

い

ち

あ
い

ち

よ
う
す
い

よ
う

す
い

とよ がわ よう すい

とよ
がわ

よう
すい

み

か
た

は
ら

よ
う

す
い

がわ

き

と

が
わ

ひ

だ

が
わ

が
わ

が
わ

に
っ

こ
う

な
い

か
わ

ふ
る

は
ぎ

や

が
わ

あ
す
け

き
そ がわ

が
わ

は
ぎ

や

な
が

ら

が
わ

ね

い

び

が
わ お

が
わ

が
わ

な
が

ぎ

む

が
わ

ど
り

い
た

し
ょ
う

と
も
え

とよがわ

が
わ

と
よ

が
わ

は
ぎ

や

が
わ

の

ひ

い
な

まち や がわ

が
わ

べ

すず か がわ

みやがわ

くも ず がわ

く
し

だ
が
わ

き
そ
が
わ

い
び
が
わ

ず

が
わ

あねがわ

が
わ

ら

か
わ

お
お
い
が
わ

あ

べ

か
わ

あ

べ

け

た

が
わ

わ
ら

し
な

が
わ

お
お
た
が
わ

き
く
が
わ

て
ん

り
ゅ
う

が
わ

て
ん

が
わ

り
ゅ
う

が
わ

か
わ

は
や

い

お
お

か
わ

じ

ふ

が
わ

ふ
き

ふ
え

が
わ

か
ま

な
し

いる か いけ

はま な　こ

ばん ば ちょうせい ち

よ　ご　こ かわぐち こ

さい こ

しょう じ　こ

もと す　こ

い かわ こ

長良川河口ぜき

宇連ダム

都田川ダム

大島ダム

丸山ダム
笠置ダム

羽布ダム

矢作ダム

黒田ダム

大井ダム

小里川ダム

阿木川ダム

横山ダム

徳山ダム

上大須ダム
川浦ダム

三浦ダム

馬瀬川
第二ダム

牧尾ダム

笹生川ダム

九頭竜ダム

桝谷ダム

広野ダム

安濃ダム

中里
ダム

蓮ダム

秋葉ダム

水窪ダム

佐久間ダム

新豊根ダム

松川ダム

太田川ダム

美和ダム

井川ダム

長島ダム

畑薙第一ダム

広瀬ダム
塩川ダム

荒川ダム

渥 美 湾

三 河 湾

遠　　　州　　　灘

太　　　　　 平　　　　　 洋

伊良湖水道

知 多 湾

伊

勢

湾

的矢湾

田子ノ浦

駿 河 湾

養老ノ滝

明
治

用
水愛

知

愛
知
用
水

用

水

豊 川 用 水

豊
川 用

水

三
方
原

用
水

川
岐

土

川

飛

驒

川

川

川

日
光

内
庄

巴

古
川
作
矢

川
足助

木 曽 川

川
作
矢

長

良
川

根

揖
斐

川 尾
川

川 長
儀

武

川
取
板

豊川

豊
川

川
作
矢

川

野

日

員

川
弁

（町屋川）

鈴鹿川

宮川

櫛

雲出川

田
川

木
曽
川

揖
斐
川

雲
出

川

姉川

川
良

川

大
井
川

安
倍

川

安
倍

気

田

川

藁

科

川

太
田
川 菊

川

天

竜

川

天
竜
川

川

川

早

井

大

川
士
富

川
吹
笛

川

釡

無

入鹿池

浜名湖

万場調整池

余呉湖 河口湖

西湖
精進湖

本栖湖

井川湖

い

　
ら

　
ご
み
さ
き

あ のりざき

お まえざき

は がちざき

さ　く しま

ひ　ま　か じま

しのじま

おおしま

べんてんじま

かみじま

すがしま

さか て じま

ひゅう が しま

とう し じま

わた か　の じま

ま ごめとうげ

くらかけとうげ

あおやまとうげ

う　り とうげ

にい の とうげ

とち の き とうげ

み さかとうげ

ささ ご とうげ

かりさかとうげ

う　つ　の や とうげ

ちゃうすやま

え　な さん

ほうらい じ さん

たか の　す やま

み くにやま

さ なげやま

ほんぐうさん

さん が　ね さん

いしまきさん

で　き やま

み くにやま

みょうじんやま

ほうろくさん

ろくしょさん

み くにだけ

ご ざいしょやま

きん か ざん

おくさんがいだけ

かんよう き ざん

のうごうはくさん

へいけがだけ

ふじわらだけ

み くにだけ

しず が たけ

み うねやま

あさ ま　が たけ

りょうぜんざん

こ　ぶ　し　が たけ

あき は さん

しらくらやま

くろぼう しがたけ

はっこうさん

たかてんじんやま

う　ど やま

く のうざん

くしがたやま

しお み だけ

うつ ぎ だけ

あんぺい じ やま

ふた ご やま

こま が たけ

あい の だけ

せんじょう が たけ

あらかわだけ

ざる が たけ

しちめんざん

み のぶさん
け なしやま

あかいしだけ

ひじりだけ

てかりだけ

だい む げんざん

そ　ば つぶやま

きょうまるやま

ま　ふ　じ やま

りゅうそうざん

ひがしだけ

きただけ

い ぶきやま

ほうえいざん

あしたかやま

かや が だけ

おんたけさん

ふ　じ さん

あつ
み

はん
とう

ち

た

は
ん

と
う

し　　　ま　　 はん　　とう

み

の

み

か
わ

みゃく

さ
ん

そ

き

や

へ
い

と
よ

は
し

は
ら

か
た

み

へい やのう び

こ
う

げ
ん

お
か

へ
い

ざ
き

や

ちゅう

お
う

お
う

い

せ

へ
い

や

よ
う

ろ
う

さん

ち

ぶ
き

い

さ
ん

ち

さ
ん

か

す
ず

み
ゃ
く

さん ち

ち

さ
ん

び
き

りょうきゅうくちみな

ちぼん

な

い

さ
ん

ち

は
ら

た

い
わ

は
ら

の

ま
き

しず おか へい や

い

ぼ
ん

ち

な

あ
か

い
し み

な
み

さ
ん

みゃく

の
ぶ

さ
ん

ち

み

ふ ぼん ちこう

伊
良
湖
岬

安乗崎

御前崎

波勝岬

佐久島

日間賀島

篠島

大島

弁天島

神島
菅島

坂手島

日向島

答志島

渡鹿野島

馬籠峠

鞍掛峠

青山峠

宇利峠

新野峠

栃ノ木峠

御坂峠

笹子峠

雁坂峠

宇津ノ谷峠

1416

2191

695

1153

1162

329

629

789

321

358

1053

701

1016
684

611

1377

894

1212

1811

1108

1617

1442

1094

1140

421

1209

1235

555

2475

885

1027

2068

832

132

307
216

2052
3047

2864

2363

2243

2967

3190

3033

3141

2629

1989

1153

1964

3121

3013

2592

2330

1627

1470

1343

1051

3193

茶臼山

鳳来寺山

鷹ノ巣山

三国山

恵那山

猿投山

本宮山

三ヶ根山

石巻山

出来山

三国山

明神山

炮烙山
六所山

三国岳

御在所山

金華山

奥三界岳

寒陽気山

能郷白山

平家岳

藤原岳

三国岳

賤ヶ岳

三峰山

朝熊ケ岳

霊仙山

甲武信ケ岳

秋葉山

白倉山

黒法師岳

高天神山

八高山

有度山

久能山

櫛櫛形山

塩見岳

空木岳

安平路山
二児山

駒ケ岳

間ノ岳

仙丈ケ岳

荒川岳

笊ヶ岳

七面山

身延山 毛無山

赤石岳

聖岳

光岳

大無間山

蕎麦粒山

京丸山

真富士山

竜爪山

（東岳）

北岳

伊吹山

3067

3776

2693

1504

1704

宝永山

愛鷹山

茅ケ岳

御岳山

富士山

渥 美 半 島

知

多

半

島

志　摩　半　島

美

濃

三

河

木

　
　
　
　
　 曽

　
　
　
　
　 山

　
　
　
　
　 脈

野

平

豊

橋

原
方

三
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高

原

岡

平

崎

野

（
中

　 央

　 ア

　 ル

　 プ

　 ス
）

近

伊

勢

平

野

養

老

山

地

吹
伊

山
地

山

鹿

鈴

脈

山 地

地

山

引

布

陵丘口水

地盆

那

伊

山

地

原

田

磐

原

ノ

牧

静 岡 平 野

伊

那

盆

地

赤

石 （

　
南

　
ア

　
ル

　
プ

　
ス

　
）

山

脈

延

山

地

身

府 盆 地甲

もろざき

たにぐみ

かす が

む　げ がわ

む　ぎ

かわしま

き　そ がわ

び さい

へい わ

そ　ぶ　え

たつ た

はちかい

さ おり

さ

　
や

なんのう

ひら た

た　ど

ながしま

くす

かわ げ

うれし の

ひ
さ
い

しもやま

お ばら

ふじおか

ころ も

あさひ

いな ぶ

あ すけ

あけ ち

いわむら

やまおか

くしはら

かみ や はぎ

ひるかわ

ふくおか
やまぐち

さかした

かねやま

かさはら

やない づ

み その

いそ べ

なんせい

あ　ご

お ばた

きよ す

あつ み

まいさか

ゆうとう

いな さ

ほそ えみっ か び

かみいし づ

すのまた

じゅう し やま

ぬか た

いちのみや

つく で

ほうらい

つ　ぐ

なみあい

く　ぜ

さんとう

ふじわら

だいあん

い　じ　ら

ほ
づ
み

たかとみ

いとぬき

しんせい

す なみ

あか ば　ね

おと わ

み　と

せいない じ

あら い

こ ざか い

し
っ
ぽ
う

じ もく じ
み　わ

は　ず

いっしき
き　ら

ふじはし

さかうち

ね　お

み やま ほら ど

かなやま
み なみ

かみ の　ほ

か　し　も

つけ ち

かわうえ

しろとり

めいほう

は
ち
ま
ん

やまと

いたどり

はぎわら
ま　ぜ

わ　ら

き　そ ふくしま
み たけ

か　ら　す

み くも

ふた み

い ぶき

せき

げいのう

あ のう

み さと

いち し

せい わ

ほくせい

いな べ

こうなん

こう か

つちやま

みなくち

よう か いち

がも う

の　と がわ

はたしょう

こ とう

あいとう

え　ち がわ

よ　ご

き　の もと

こ ほく

たかつき

とらひめ

み すぎ

おおやま だ

い　が

あおやま

あ やま

おおみや

き せい

みやがわ

ご　か しょう

かつやま

み とみ

まきおか

かつぬま

えんざん

し みず

こうさい

くしがた

わかくさ

しら ね

ふた ば

しきしま

りゅうおう

あけ の

おおいずみ

む かわ

あしやす

す
た
ま

たか ね

ながさか

はくしゅう

かんばら

こ ぶちさわ

かみ く　い しき

ろくごう

たま ほ
た とみ

み たま とよとみ

なかみち
さかいがわ

い
ち
か
わ
だ
い
も
ん

いちのみや

かすが　い

いさ わ

み さか
やつしろ

はっ た

なかとみ

とみざわ

あし わ　だ

あしがわ

おか べ

おおかわ

おお い がわ

かじかざわ

ます ほ

ふ　じ かわ

なかかわ ね

ほんかわ ね

お がさ

かな や

おお す　か

だいとう

あさ ば

とよおか

と
よ
だ

ふく で

りゅうよう

はまきた

てんりゅう

たつやま

はる の

さ　く　ま

とみやま

みさくぼ

みなみしな の

かみむら

さが ら

はいばら

はまおか

かわ ね

ひ よし

は　せ

たかとお

師崎

谷汲

春日

武芸川

武儀

川島

木曽川

尾西

平和

祖父江

立田

八開
佐織

佐
屋

南濃

平田

多度

長島

楠

河芸

嬉野

久
居

下山

小原

藤岡

挙母

旭
稲武

足助

明智

岩村
山岡

串原

上矢作

蛭川

福岡
山口

坂下

兼山

笠原

柳津

御薗

磯部

南勢

阿児

小俣

清洲

渥美

舞阪

雄踏

引佐

細江三ケ日

上石津

墨俣

十四山

額田

一宮

作手

鳳来

津具

浪合

久瀬

山東

藤原

大安

伊自良

穂
積

高富

糸貫

真正
巣南

赤羽根

音羽

御津

清内路

新居

小坂井

七
宝

美和
甚目寺

幡豆
一色 吉良

藤橋

坂内

根尾

美山 洞戸

金山美並

上之保
川上

加子母

付知

白鳥

明宝

八
幡

大和

板取

萩原馬瀬

和良

木曽福島三岳

香良洲

三雲

二見

伊吹

関

芸濃

安濃

美里

一志

勢和

北勢

員弁

甲南

甲賀

土山

水口

愛東

湖東

八日市

びわ

蒲生

能登川

秦荘愛知川

余呉

木之本

湖北

高月

虎姫

美杉

大山田

伊賀

青山

阿山

大宮

紀勢

宮川

五個荘

勝山

三富

牧丘

勝沼

塩山

清水

甲西
櫛櫛形

若草

白根

双葉
敷島

竜王

明野

大泉

武川

芦安

須
玉

高根

長坂

白州

蒲原

小淵沢

上九一色

六郷

玉穂田富

三珠 豊富

中道 境川

市
川
大
門

一宮

春日居

石和

御坂
八代

八田

中富

富沢

足和田

富士川

芦川

岡部

大川

大井川

鰍沢

増穂

中川根

本川根

小笠

金谷

大須賀

大東

浅羽

豊岡

豊
田

福田
竜洋

浜北

天竜

龍山

春野

佐久間

富山

水窪

南信濃

上村

相良

榛原

浜岡

川根

日義

長谷

高遠

ね　ば

ひら や

とびしま

うる ぎ

ひがししらかわ

おうたき

おおくわ

み つえ

しもじょう
やすおか

てんりゅう

たか ぎ

とよおか

とよ ね

あ　ち

おおしか

なかがわ

みなみみの わ

なるさわ

根羽

平谷

飛島

売木

東白川

王滝

大桑

御杖

下條
泰阜

天龍

喬木

豊丘

豊根

阿智

大鹿

中川

南箕輪

鳴沢

とうえいしたら

こう た

ひがしうら

たけとよ

みなみち　た

み はま

あ　ぐ　い

かに え

おおはる

とよやま

わ　の うち

あんぱち

ぎ なん

かさまつ

ようろう

いけ だ

い　び がわ

おお の

きたがた

ごう ど

たる い

ふ そう

せ
き
が
は
ら

かわ べ

み たけ

や　お　つ

ひちそう

しらかわ

とみ か

さかほぎ

とうごう

おおぐち

き　そ

な　ぎ　そ

いけ だ

とういん

あさ ひ

かわごえ

たま き
た　き

めい わ

こも の

き　そ さき

おおだい

たい き
みなみ い　せ

ひ　の

あいしょう

こう ら
とよさと

あ なん

もり

よし だ

たかもり

いいじま

まつかわ

みの わ

かわ ね ほんちょう

ふ　じ　み

いちかわ み さと

しょう わ

ふ　じ かわ

み のぶ

はやかわ

ふ　じ かわぐち こ

なん ぶ

東栄設楽

幸田

東浦

武豊

南知多

美浜

阿久比

蟹江

大治

豊山

輪之内

安八

岐南
笠松

養老

池田

揖斐川

大野

北方

神戸

垂井
扶桑

関
ケ
原

川辺

御嵩

八百津

七宗

白川

富加

坂祝

東郷

大口

木曽

南木曽

池田

東員

朝日

川越

多気 玉城

明和

菰野

木曽岬

大台

大紀 南伊勢

日野

愛荘

甲良豊郷

阿南

森

吉田

高森

飯島

松川

箕輪

川根本町

富士見

昭和

市川三郷
富士川

身延

早川

富士河口湖

南部

みずなみ

しんしろ

たかはま

いわくら

み　の

や とみ

やまがた

もと す

かい づ

ぐ じょう

げ　ろ

と　ば

まいばら

きくがわ

まき の はら

お まえざき

こま が ね
こうしゅう

やまなし
にらさき

ほく と

ちゅうおう

なか つ がわ

つ しま

あいさい

は しま

せき

いぬやま

と　き

お わりあさひ

き
よ
す

みず ほ

え　な

なが く　て

がまごおり

ち りゅう

へきなん

おお ぶ

とこなめ

ち　た

にっしん

とよあけ

み　の　か　も

こ さい

た はら

きた な　ご　や

かめやま

し　ま

こう か

ふくろ い

い　な

ふえふき

か　い

みなみ

とよかわ

あんじょうかり や

はん だ

おおがき

かかみがはら

た　じ　み

せ　と

こ
ま
き

とうかい

にし お

か　に

こうなん

いなざわ

くわ な

い　せ

まつさか

ひこ ね

ひがしおう み

やい づ

ふじえだ

い
わ
た

か
け
が
わ

いい だ

しま だ

とよはし

とよ た

いちのみや

おかざき

かす が　い

よっ か いち

すず か

ふ　じ

はま まつ

瑞浪

新城

高浜

岩倉

美濃

弥富

山県
本巣

海津

郡上

鳥羽

いなべ

米原

菊川
牧之原

御前崎

駒ヶ根 甲州
山梨

韮崎

北杜

中央

土岐

関

恵那

中津川

長久手
尾張旭

愛西

羽島

犬山
瑞穂

津島
清
須

蒲郡

知立

碧南

大府

常滑

知多

日進

豊明

あま

みよし

美濃加茂

湖西

田原

北名古屋

亀山

志摩

甲賀

袋井

伊那

笛吹

甲斐

南アルプス

豊川

安城刈谷

半田

大垣

各務原

多治見

瀬戸

小
牧

東海

西尾

可児

江南

稲沢

桑名

伊勢

松阪

彦根

東近江

焼津

藤枝

磐
田

掛
川

飯田

島田

豊橋

豊田

一宮

岡崎

春日井

四日市

鈴鹿

富士

浜松

な　 ご　 や

ぎ　ふ

つ

しず おか

こう ふ

岐阜

名古屋

津

静岡

甲府

あい　　　 ち　　　 けん

ぎ　　　　　　 ふ　　　　　　 けん

み え けん

なが　　　　の　　　　けん

しず おか けん

やま　　なし　　けん

し　 が　けん

愛　知　県

岐　　 阜　　県

三　重　県

長　野　県

静　 岡　 県県

山　梨　県

滋賀県

羽島市
は しま し

あんぱちちょう

かい　　 づ　　　し

わ　の うちちょう
安八町

ー2018年ー

輪之内町

海　津　市

養 老 町
よう ろう ちょう

桑 名 市
くわ　 な　　し

木曽三川公園
き　そ さんせんこうえん

海津市歴史
民俗資料館

かい づ　し れき し

みんぞく し りょうかん

高須輪中排水機場
たか す　わ じゅうはいすい き じょう

ち すいじんじゃ
あぶらじませんぼんまつしめきりづつみ

ほうれき ち すい ひ

展
望
タ
ワ
ー

油島千本松締切堤
宝暦治水碑

治水神社

大垣市
おおがき し

あいさい し
愛西市

長
揖

木き

そ

が
わ

が
な

ら

が
わび

い

が
わ 曽

良
川

川

斐
川

て
ん
ぼ
う

堤防
ていぼう

－1

－2

8 9

8

0

1

－1

－1

2

1

0

7

8

愛 知 県
あい　 ち 　けん

岐 阜 県
ぎ　 ふ　けん

三 重 県
み　　え 　けん

堤防と道路
水屋 母屋

畑

川
かんがい水路

田

ていぼう

みず や
おも や

輪中の家
わ じゅう　　いえ

はたけ
た

すい ろ

どう ろ

かわ

川の水面より低いところ
標高（m）　　
ひょうこう

　かわ　　すいめん　　　　ひく

－1

北

2  洪水への備え洪水への備え
こうずい そな

 
のう び へい や わ じゅう

ｰ濃尾平野の輪中ｰ

①図
ず
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ア イ エ オ カ キ ク ケ

コ

ウ

ア イ

エ

オ カ キ

ク ケ コ

ウ

1

2

4

5

6
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1

2

4

5
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北東

南東南西

北西

南

西 東

北

１０００

６００

２００

１４００
20００ 陸の高さ

りく　 たか

海の深さ
うみ　 ふか

（m）

（m）

そ　の　他
た

２０００

０

市　街　地
　　田
　　畑
茶　　　畑
果　樹　園
工　業　地

　し 　　がい　　 ち

　　　　 た

　　　　はたけ

ちゃ　　　　　　ばたけ

　か 　　じゅ　　えん

こう　　ぎょう　　 ち

その他の記号は
15ページ

　　　　 た　　　き ごう

1
地図上の1cmは実際には5kmです。

中部地方南部中部地方南部 ここに
二次元
コードが
入ります

1：500,000
（50万分の1）

0 5 10 15 20 25km ち　ず じょう じっさい

ちゅう　 ぶ　　 ち　　 ほう　　なん　　 ぶ

中
部
地
方

CS5　版型　208×297mm

日
特

内
部

の
注

意
事

項
　・

文
字

記
号

は
地

図
ベ

ー
ス

よ
り

-1
.4

17
°回

転
。

　・
ブ

ロ
ッ

ク
版

は
す

べ
て

特
殊

効
果

レ
イ

ヤ
ー

に
な

っ
て

い
ま

す
。

本　州ほん

四 国し　 こく

しゅう 浅間山あさ ま やま

富士山ふ　じ さん大山だいせん

大阪おおさか

名古屋な　ご　や

金沢かなざわ

新潟にいがた
仙台せんだい

東京とうきょう

日 本 国
こく

ぽん
にっ

仮サイズ　148×112mm

地
図
帳
の
使
い
方

日に
っ

本ぽ
ん

を
な
が
め
る
地ち

図ず

く
わ
し
く
見み

る
地ち

図ず

広ひ
ろ

く
見み

わ
た
す
地ち

図ず

都と

道ど
う

府ふ

県け
ん

を
見み

る
地ち

図ず

月 火 水 木 金 土

1 国語 音楽 国語 算数 体育 国語

2 理科 国語 算数 英語 社会 総合

3 体育 社会 図工 音楽 算数 総合

4 算数 体育 図工 国語 総合

5 道徳 算数 学活 理科 国語

6 国語 書写

地
ち

図
ず

上
じょう

の1cmは
実
じっ

際
さい

には10kmです。

地
ち

図
ず

上
じょう

の1cmは
実
じっ

際
さい

には16kmです。

地
ち

図
ず

上
じょう

の1cmは
実
じっ

際
さい

には60kmです。

※31～32，69～70ページの

地
ち

図
ず

は，縮
しゅく

尺
しゃく

が異
こと

なります。

※71～72ページの地
ち

図
ず

は， 

縮
しゅく

尺
しゃく

が異
こと

なります。

地
ち

図
ず

上
じょう

の1cmは
実
じっ

際
さい

には5kmです。

縮
しゅく

尺
しゃく

って何
なに

？
地
ち

図
ず

は，実
じっ

際
さい

のきょりを縮
ちぢ

めて
かかれています。
どのくらい縮

ちぢ
めたのかを示

しめ
した値

あたい
を

縮
しゅく
尺
しゃく

といいます。

1：1,000,000 （100万分の1）
「都

と
道
どう

府
ふ

県
けん

を見
み

る地
ち

図
ず

」の場
ば

合
あい

「都
と

道
どう

府
ふ

県
けん

を見
み

る地
ち

図
ず

」と
「くわしく見

み

る地
ち

図
ず

」は，
都
と

道
どう

府
ふ

県
けん

の特
とく

色
しょく

を
調
しら

べるときに便
べん

利
り

だよ。

「広
ひろ

く見
み

わたす地
ち

図
ず

」は，
都
と

道
どう

府
ふ

県
けん

の位
い

置
ち

や形
かたち

，
交
こう

通
つう

のつながりが
確
かく

認
にん

しやすいね。

地
ち

名
めい

の場
ば

所
しょ

が簡
かん

単
たん

に見
み

つかるよ。

マス目
め

の見
み

方
かた

は，
時
じ

間
かん

割
わり

の見
み

方
かた

と
似
に

ているね。

地
ち

図
ず

帳
ちょう

で地
ち

名
めい

をさがすときには，
さくいんを使

つか

いましょう。
さくいんは106～114ページに
あります。

目
もく

的
てき

に合
あ

わせて地
ち

図
ず

を使
つか

い分
わ

けよう2 地
ち

図
ず

帳
ちょう

にはいろいろな地
ち

図
ず

があるよ。

4〜6ページ
日
にっ

本
ぽん

をながめる地
ち

図
ず

31〜72ページ
都
と

道
どう

府
ふ

県
けん

を見
み

る地
ち

図
ず

，くわしく見
み

る地
ち

図
ず

19〜28ページ
広
ひろ

く見
み

わたす地
ち

図
ず

地図マスターへの道地
ち

図
ず マスター

への道地
ち

図
ず マスター

への道 この地
ち

図
ず

帳
ちょう

のいろいろなページに，「地
ち

図
ず

マスターへの道
みち

」のコーナーがあります。

この地
ち

図
ず

帳
ちょう

は6年
ねん

生
せい

まで
使
つか

います。
4年

ねん
間
かん

でさまざまな問
もん

題
だい

に
何
なん

度
ど

もちょうせんして，
地
ち

図
ず

マスターをめざそう。

①Lv.1 ②Lv.2 ③Lv.3

※このほかに，20万
まん

分
ぶん

の1や5万
まん

分
ぶん

の1の地
ち

図
ず

などの よりくわしい地
ち

図
ず

もあります。

1：500,000
（50万分の1）

1：1,000,000
（100万分の1）

1：1,600,000
（160万分の1）

1：6,000,000
（600万分の1）
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1/600万図

1/160万図

1/100万図

1/50万図
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1/100万図

1/50万図

0 1610 20 30km
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1/600万図

1/160万図

1/100万図

1/50万図

問
もん

題
だい

に正
ただ

しく答
こた

えられたら，
1問

もん
につき，117ページの　 を

一
ひと

つずつぬっていこう。
すべての　 をぬりつぶして
地
ち

図
ず

マスターになろう。

ス セ ソ タ チ ツ テ ト ナ ニ ヌ ネア イ エ オ カ キ ク ケ コ サ シウ

ス セ ソ タ チ ツ テ ト ナ ニ ヌ ネア イ エ オ カ キ ク ケ コ サ シウ

1 2 4 5 6 7 8 9 10 11 123

1 2 4 5 6 7 8 9 10 11 123

2桁数字は長体85％

2桁数字は長体85％

32 小図（白 2）P17 用材料

北

方位記号：小
8.4mm

北

方位記号：小
8.4mm

北

方位記号：小
8.4mm

北

方位記号：小
8.4mm

「日
にっ
本
ぽん

をながめる地
ち

図
ず

」は，
日
にっ

本
ぽん

列
れっ

島
とう

の形
かたち

や大
おお

きさが
わかりやすいね。

地
ち

域
いき

のようすが
絵
え

からもわかるね。

 51〜52ページ

 53〜54ページ

 23〜24ページ

 4〜6ページ

ス セ ソ タ チ ツ テ ト ナ ニ ヌ ネア イ エ オ カ キ ク ケ コ サ シウ

ス セ ソ タ チ ツ テ ト ナ ニ ヌ ネア イ エ オ カ キ ク ケ コ サ シウ

1 2 4 5 6 7 8 9 10 11 123

1 2 4 5 6 7 8 9 10 11 123
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『楽しく学ぶ 小学生の地図帳』p.18地

『楽しく学ぶ 小学生の地図帳』p.33～34　赤い囲みは編集部による地

『楽しく学ぶ 小学生の地図帳』p.15「産業の記号」地

マトリクス表A（１）情報を収集する技能《収集・選択》「Ⅱ.主題図」−３年生−３　　本冊子p.26～27

主な生産物の産地についての情報が載っているページを、地図帳から見つけることができる。

マトリクス表A（１）情報を収集する技能《収集・選択》「C 縮尺」−4年生−1　　本冊子p.26～27

知りたい情報が読み取れる縮尺の地図を、地図帳から選択することができる。

地図帳で
調べるときは、
凡例もしっかり
見ることが
ポイントです。

　地図帳では、各地域の産物を絵記号で示してい
ます。
　これらの絵記号はどのような意味なのか、地図
帳p.15「地図帳の使い方（１）記号と色（凡例）」か
ら調べることができます。

地図帳

地図帳

地図から習得できる「社会的事象等について調べまとめる技能」の例

（1）情報を収集する技能《収集・選択》
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マトリクス表 Ａ マトリクス表 Ａ

　地図帳では、陸の高さや土地利用を色で表現しています。
　地図帳p.16では、標高が高くなるにつれ茶色を濃くして陸の高さを表現していることをわ
かりやすく説明しています。
　等高線の学習については、QRコンテンツ中の「地図のやくそくごと」「土地の高さ」で動画を
使ってさらにわかりやすく解説しています。

や　し み

い　せ じんぐう

椰子の実

伊勢神宮

き　そ

ちゃ

ちゃ

ちゃ

ふで

きんぎょ

てんりゅう

ちゃ

ちゃ

ちゃちゃ

ちゃ

ちゃ

木曽ひのき

セロリ

ガーベラ

あさり

きく

おおば

うずら

あさり

ブロッコリー

キャベツ

キャベツ

きく

いちじく

のり

のり

がざみ

しらす

茶

茶

れんこん

ぎんなん

みつば

えだまめ

かんてん

まっ茶

筆がき

あさりうなぎ

バラ

うなぎ

カーネーション

のり

たい　

バラ

金魚
天竜すぎ

茶

茶

干しがき

まつたけ

バラ

バラ
かつお

うなぎ

かつおぶし

さくらえび

茶茶

茶

茶

バラ

そば

ご　ゆ　　 まつなみ き

ね　お だにだんそう

うすずみざくら

げ　ば

あお き　が はらじゅかい

アカウミガメ

ゲンジボタル

シダ

ゲンジボタル ヤマネ

オオムラサキ

アカウミガメ

御油の松並木

根尾谷断層
淡墨桜

ソテツ

下馬ザクラ

青木ケ原樹海　い　び せき が はらようろう

こくていこうえん

あい ち こうげんこくていこうえん

み かわわんこくていこうえん

ひ　だ　き　そ がわこくていこうえん

すず か

こくていこうえん

てんりゅうおく み かわ

こくていこうえん

　い　せ　し　ま

こくりつこうえん

みなみ

こくりつこうえん

　ふ　じ はこ ね　い　ず

こくりつこうえん

ふじまえ ひ がた

とうかいきゅうりょうゆうすいしっ ち ぐん

揖斐関ケ原養老
国定公園

愛知高原国定公園

三河湾国定公園

鈴鹿
国定公園

飛驒木曽川国定公園

天竜奥三河
国定公園

伊勢志摩
国立公園

南アルプス
国立公園

富士箱根伊豆
国立公園

藤前干潟
東海丘陵湧水湿地群

け おりもの
け おりもの

じ どうはんばい き

はっちょう

がっ き

さんぎょうよう

ひ こう き

せいひん

ひ こう き

でん し　ぶ ひん

でん し　ぶ ひん

き ばん

こうさく き かい

かみ

かみ

かん き せん

たいようでん ち

でん き　き　き

い りょう　き　き

さんぎょう　き　き

でん し　ぶ ひん

かみ

はまおか

せっかいせき

ふじわら

毛織物 毛織物

自動販売機

八丁みそ

ピアノ

アイス

ワイン

楽器

プ
ラ
モ
デ
ル

ピアノ

ピアノ

プリンタ

産業用
ロボット

飛行機ロケット

ゴム製品ヘリコプター

飛行機

電子部品

エンジン

カーエアコン

カーエアコン

フォークリフト

電子部品

IC基盤
タッチパネル

タイヤ

ベアリング

工作機械

紙

紙

換気扇

エンジン

タッチパネル

タイヤ

太陽電池

電気機器

ミネラルウォーター

医療機器

産業機器

電子部品

ブレーキ

紙

エアコン

オートバイ
エンジン

浜岡

石灰石
藤原

み かわ

ぶつ

あか づ やき

おかざきせっこうひん

ありまつ　なる み

とこなめやき

い　せ　　　　がみ

すみ

お わりしっぽう

み　の　わ　し

は もの

ぎ　ふ

ざい くな　ぎ　そ

ほ

み　の やき

せ　と やき

ばん こ やき

さんしゅう

とよはしふで

おう み じょう ふ

ひこ ね ぶつ

かみ にゅう もくちょう

すいしょうざい く

わ　し

はままつちゅうせん

する が たけせんすじざい く

にんぎょう

あ こぎうら

に ほん

こうらんけい

え　な きょう

ふた み うら

ひ すいきょう

なか た じま さ きゅう

み たけしょうせんきょう

あさぎりこうげん

せっ そ きょう

どう が しま

てんりゅうきょう

に ほんだいら

はまおか さ きゅう

な ご や じょう

いぬやまじょう

ながしのじょう

ひこ ね じょう

すん ぷ じょう

さいくうあと

あら いのせきあと

ふたがわしゅく

ほんじんあと

よし ご かいづか

ふ

　
わ
の
せ
き
あ
と

すず かのせきあと

つま ご じゅく

ま ごめじゅく

ちく ぶ しま

お わりこくぶん じ あと

み　の こくぶん じ あと

み かわこくぶん じ あと

い　せ こくぶん じ あと

い　が こくぶん じ あと

し　ま こくぶん じ あと

しち り 　　わたし

たけ だ　し やかたあと

とおとうみこくぶん じ あと

お
お
い
が
わ

　
　
わ
た

か　い こくぶん じ あと

ながしの　　たたか

おけはざ ま　　 たたか

もとおりのりながきゅうたく

なが く　て　　 たたか

み かたがはら　　たたか

い　せ じんぐう

せき が はら　　たたか

たたかふ　じ がわ

しんげんづつみ

と　ろ　い せき

ちょうせんつうしん し

ふ　じ さん

かわぐち こ

さい こ

しらいと　　たき

しょう じ　こ

もと す　こ

み ほのまつばら

ほうらい じ

と
よ
か
わ
い
な
り

え
い
ほ
う
じ

く おん じ

あつ た じんぐう

げ くう

ないくう

た　ど たいしゃ

三河
仏だん

赤津焼

ろうそく

豊橋筆

三州がわら

岡崎石工品

有松・鳴海しぼり

常滑焼

伊勢かた紙

墨

尾張七宝

美濃和紙

刃物

岐阜ちょうちん

南木曽ろくろ細工

美濃焼

瀬戸焼

万戸焼

近江上布

彦根仏だん

上丹生木彫

水晶細工

和紙

浜松注染そめ

駿河竹千筋細工

ひな人形

みずひき

げた

中山七里

阿漕浦

日本ライン

香嵐渓

恵那峡

二見浦

飛水峡

中田島砂丘

御岳昇仙峡

朝霧高原

接岨峡

堂ヶ島

天竜峡

日本平

浜岡砂丘

名古屋城

犬山城

長篠城

彦根城

駿府城

新居関跡

二川宿
本陣跡

吉胡貝塚

斎宮跡

不
破
関
跡

鈴鹿関跡

妻籠宿

馬籠宿

竹生島

尾張国分寺跡

美濃国分寺跡

三河国分寺跡

伊勢国分寺跡

伊賀国分寺跡

志摩国分寺跡

七里の渡

武田氏館跡

遠江国分寺跡

大
井
川
の
渡
し

甲斐国分寺跡

長篠の戦い

桶狭間の戦い

関ヶ原の戦い

本居宣長旧宅

長久手の戦い

三方原の戦い

伊勢神宮

富士川の戦い

信玄堤

登呂遺跡

朝鮮通信使

白糸の滝

富士山

河口湖
西湖

精進湖
本栖湖

三保松原

鳳来寺

豊
川
稲
荷

永
保
寺

久遠寺

熱田神宮

（外宮）

（内宮）

多度大社

はままつ し どうぶつえん

ひがしやまどうしょくぶつえん

とよ た

し　ま　　　　　　　　 むら

こうぞう じ

とう か だい

かいしょ　　もり

あい　 ち きゅうはく

き ねんこうえん

へきなんかいひんすいぞくかん

にい み なんきち

　き ねんかん

よっ か いちこうがい

かんきょう み らいかん

めい じ むら

に ほん

すぎはら ち うね き ねんかん

すず か

と　ば すいぞくかん

さいくうれき し はくぶつかん

き　そ さんせんこうえん

ふ　じ きゅう

浜松市動物園

東山動植物園

豊田スタジアム

志摩スペイン村

エコパスタジアム

ナゴヤドーム

高蔵寺
ニュータウン

桃花台
ニュータウン

あいち海上の森センター

愛・地球博
記念公園木曽三川公園

ナ
ガ
シ
マ
ス
パ
ー
ラ
ン
ド

碧南海浜水族館

新美南吉
記念館

四日市公害と
環境未来館

リトルワールド

明治村

日本モンキーパーク

杉原千畝記念館

鈴鹿サーキット

鳥羽水族館

斎宮歴史博物館

富士急ハイランド

ゆ　や

ひるがみ

みなみ ち　た

かんざん じ

やまゆ

さかきばら

み　や

なが ら がわ

しも べ

にしやま

す またきょう

うめ が しま

湯谷

昼神

南知多

舘山寺

湯の山

榊原

三谷

長良川

下部

西山

寸又峡

梅ヶ島

な　ご　や　ひ こうじょう

ちゅう ぶ こくさいくうこう

ふ　じ さんしずおかくうこう

中部国際空港
（セントレア）

名古屋飛行場

富士山静岡空港

な

ご

や
こ
う

み かわこう

せんだい　　とま こ まい

名
古
屋
港

三河港

仙台・苫小牧へ

きぬうらかいてい

え　な
さん

や はず

に ほんざか

ひがし
め
い

じょう

か
ん

か
い

と
う

に

じょう

か
ん

な

ご

や
だ
い

めい
しん

ち

た

は
ん
と
う

き

せ
い

ちゅ
う

おう

しん めい しん

い せ わん がん

し
ん

な
ん

さ
ん
え
んは

ん

と
う
か
い
ほ
く
り
く

い

せ

しん

とう めい

めい
とう

しん

衣浦海底
トンネル

恵那山トンネル

矢筈トンネル

日本坂
トンネル

＜41＞

＜21＞

＜19
＞

＜41
＞

＜21＞

＜1＞

＜47
7＞

＜1＞

＜23＞

＜1＞

＜42＞

＜23＞

＜42＞

＜418＞

＜157＞

＜256＞

＜156＞

＜4
72
＞

＜156＞

＜248＞

＜303＞

＜417＞

＜36
3＞

＜2
57

＞

＜418＞

＜363＞

＜41
9＞

＜153＞

＜420＞

＜257＞

＜151＞

＜257＞

＜1＞

＜301
＞

＜36
2＞

＜473＞

＜2
48

＞
＜248＞

＜2
58

＞

＜421＞

＜3
06

＞

＜365＞　
　
　 ＜366＞

＜301＞

＜155＞

＜163＞

＜306＞

＜165＞

＜2
47

＞

＜247＞

＜ 248＞

＜247＞

＜47
3＞

＜16
6＞

＜260＞

＜422＞

＜259
＞

＜256＞

＜1
53

＞

＜418＞

＜1＞

＜257＞

＜361＞

＜368＞

＜365＞

＜1
40

＞

＜139＞

＜1＞＜1
52

＞

＜150＞

＜1
51

＞

＜1
52

＞

＜36
2＞

＜362＞

＜1
52

＞

＜1
53

＞

＜361＞

＜473＞

＜52＞

東
名

自動車道

状
環
海
東

自動車
道

二
環

名
古
屋
第

状
自
動
車
道

名 神
高 速 道 路

知
多
半
島
道
路

紀
勢
自
動
車
道

中
央

自

動車道

高速
道

路
新 名 神

伊 勢 湾岸 自 動 道車

自
動
車
道

信
南

三
遠阪

自
動
車
道

東
海
北
陸

伊
勢
自
動
車
道

速

新

路
東 名 高 速 道

名 路道高
東新

みね

ち

あ
け

めい

めい

てつ

てつ

かか みが はら

とよ た

さ
い

び

ろ
う

て
つ

よ
う

い

せ

て
つ

な

ご

や

き
ん

め
い

ほく せい

きん てつ ゆ
やま

さん
ぎ

さん
ぎ

ち

た

て
つ

め
い

たる

な
が

ら

が
わ

み

て
つてつ

あ
い

ち

か
ん
じょう

こ

ま
き

め
い

い
ぬ
や
ま

めい

て
つ

お

に
し

め
い

てつ

てつ

な
め

め
い

めい がま ごおり

と
こ

ぎ
さ

ん

きん
てつ

おお さか

や
ご

な
てつ

めい

てん りゅう はま な こ

きん てつ
やま

め
い
て
つ
こ
う

わ

だ

よ
う
ろ
う

お
う
み

い

が

てつ

し

ま

めい てつ せ と

お
お

い

が
わ

て
つ

ど
う

え
ん

し
ゅ
う

と
よ
は
し

ちゅう おう

かん

き

せ
い

さい

た
い

た

た
け
と
よ

めい
しょう

ぐう

さ
ん

とう
かい

どう

と
う
か
い
ど
う

ほ
く
り
く

た
か
や
ま

とう かい
どう

いい

だ

み

の
ぶ

とう かい どう

よ てい

ちゅう おう

どうかいとう

峰トンネル

知
明

鉄
道

名

名

鉄

鉄

各 務 原 線

線
豊 田

鉄
道

西

尾

線老

鉄

養

線

伊

勢

鉄

鉄
道

名
古
屋

近

名

線
北 勢

近鉄湯の山

三岐
三 岐 線

鉄 道

線

新
線

知
多

鉄
名

長
良
川

道

道

見

樽

鉄

鉄

鉄

鉄

愛
知
環
状

鉄道
小
牧
線

名
犬
山線

名

鉄
尾
西

線

線

名

線郡蒲鉄名

鉄

線
滑

名

常

鉄 道

岐
三

近
鉄 大 阪 線

線本屋古名
鉄

名

天竜 浜 名 湖 鉄道

近 鉄 山
線

名
鉄
河
和

田

養
老
鉄
道

近
江
鉄
道

伊
賀
鉄
道

志
摩
線

名鉄瀬戸線

大

井
川

鐵
道

遠

鉄
道

州

豊
橋
鉄
道

て
つ

み
かわ

め
い鉄三

河

線

名

中央本線

関

紀
勢
本
線

西
本 線

太
多
線

線

武
豊

線名
松

線宮

参

東海 道

線
本

東
海
道
本
線

北
陸
本
線

高
山
本
線

本 線

東 海 道 本 線

飯
田

線

線

身
延

いせわかまつ

こうわ

うつみ

さなげ

つげ

いせおきつ

いせなかがわ

かしこじま

かなや

東 海 道 新 幹 線

リ ニ ア 中 央 新 幹 線（ 予 定 線 ）

線幹新道海東

みかわ
あんじょう

ぎふはしま

なごや

とよはし

はままつ

し
ん
ふ
じ

かけがわ

しずおか

なが ら がわ か こう

う　れ

みやこ だ がわ

おおしま

まるやま
かさ ぎ

は　ぶ

や はぎ

くろ だ

おお い

お　り がわ

あ　ぎ がわ

よこやま

とくやま

かみおお す
かお れ

み うら

ま　ぜ がわ

だい に

まき お

さそ う がわ

く　ず りゅう

ますたに

ひろ の

あ のう

なかざと

はちす

あき は

みさくぼ

さ　く　ま

しんとよ ね

まつかわ

おお た がわ

み　わ

い かわ

ながしま

はたなぎだいいち

ひろ せ

しおかわ

あらかわ

えん　             　しゅう　           　 なだ

たい　             　　　　　　へい　           　 　　　　　よう

あつ     み      わん

み かわ わん

い　ら　ご
すいどう

わんたち

い

せ

わ
ん

まと や わん

た　ご　の うら

する が わん

ようろうのたき

め
い

じ
よ
う

す
いあ

い

ち

あ
い

ち

よ
う
す
い

よ
う

す
い

とよ がわ よう すい

とよ
がわ

よう
すい

み

か
た

は
ら

よ
う

す
い

がわ

き

と

が
わ

ひ

だ

が
わ

が
わ

が
わ

に
っ

こ
う

な
い

か
わ

ふ
る

は
ぎ

や

が
わ

あ
す
け

き
そ がわ

が
わ

は
ぎ

や

な
が

ら

が
わ

ね

い

び

が
わ お

が
わ

が
わ

な
が

ぎ

む

が
わ

ど
り

い
た

し
ょ
う

と
も
え

とよがわ

が
わ

と
よ

が
わ

は
ぎ

や

が
わ

の

ひ

い
な

まち や がわ

が
わ

べ

すず か がわ

みやがわ

くも ず がわ

く
し

だ
が
わ

き
そ
が
わ

い
び
が
わ

ず

が
わ

あねがわ

が
わ

ら

か
わ

お
お
い
が
わ

あ

べ

か
わ

あ

べ

け

た

が
わ

わ
ら

し
な

が
わ

お
お
た
が
わ

き
く
が
わ

て
ん

り
ゅ
う

が
わ

て
ん

が
わ

り
ゅ
う

が
わ

か
わ

は
や

い

お
お

か
わ

じ

ふ

が
わ

ふ
き

ふ
え

が
わ

か
ま

な
し

いる か いけ

はま な　こ

ばん ば ちょうせい ち

よ　ご　こ かわぐち こ

さい こ

しょう じ　こ

もと す　こ

い かわ こ

長良川河口ぜき

宇連ダム

都田川ダム

大島ダム

丸山ダム
笠置ダム

羽布ダム

矢作ダム

黒田ダム

大井ダム

小里川ダム

阿木川ダム

横山ダム

徳山ダム

上大須ダム
川浦ダム

三浦ダム

馬瀬川
第二ダム

牧尾ダム

笹生川ダム

九頭竜ダム

桝谷ダム

広野ダム

安濃ダム

中里
ダム

蓮ダム

秋葉ダム

水窪ダム

佐久間ダム

新豊根ダム

松川ダム

太田川ダム

美和ダム

井川ダム

長島ダム

畑薙第一ダム

広瀬ダム
塩川ダム

荒川ダム

渥 美 湾

三 河 湾

遠　　　州　　　灘

太　　　　　 平　　　　　 洋

伊良湖水道

知 多 湾

伊

勢

湾

的矢湾

田子ノ浦

駿 河 湾

養老ノ滝

明
治

用
水愛

知

愛
知
用
水

用

水

豊 川 用 水

豊
川 用

水

三
方
原

用
水

川
岐

土

川

飛

驒

川

川

川

日
光

内
庄

巴

古
川
作
矢

川
足助

木 曽 川

川
作
矢

長

良
川

根

揖
斐

川 尾
川

川 長
儀

武

川
取
板

豊川

豊
川

川
作
矢

川

野

日

員

川
弁

（町屋川）

鈴鹿川

宮川

櫛

雲出川

田
川

木
曽
川

揖
斐
川

雲
出

川

姉川

川
良

川

大
井
川

安
倍

川

安
倍

気

田

川

藁

科

川

太
田
川 菊

川

天

竜

川

天
竜
川

川

川

早

井

大

川
士
富

川
吹
笛

川

釡

無

入鹿池

浜名湖

万場調整池

余呉湖 河口湖

西湖
精進湖

本栖湖

井川湖

い

　
ら

　
ご
み
さ
き

あ のりざき

お まえざき

は がちざき

さ　く しま

ひ　ま　か じま

しのじま

おおしま

べんてんじま

かみじま

すがしま

さか て じま

ひゅう が しま

とう し じま

わた か　の じま

ま ごめとうげ

くらかけとうげ

あおやまとうげ

う　り とうげ

にい の とうげ

とち の き とうげ

み さかとうげ

ささ ご とうげ

かりさかとうげ

う　つ　の や とうげ

ちゃうすやま

え　な さん

ほうらい じ さん

たか の　す やま

み くにやま

さ なげやま

ほんぐうさん

さん が　ね さん

いしまきさん

で　き やま

み くにやま

みょうじんやま

ほうろくさん

ろくしょさん

み くにだけ

ご ざいしょやま

きん か ざん

おくさんがいだけ

かんよう き ざん

のうごうはくさん

へいけがだけ

ふじわらだけ

み くにだけ

しず が たけ

み うねやま

あさ ま　が たけ

りょうぜんざん

こ　ぶ　し　が たけ

あき は さん

しらくらやま

くろぼう しがたけ

はっこうさん

たかてんじんやま

う　ど やま

く のうざん

くしがたやま

しお み だけ

うつ ぎ だけ

あんぺい じ やま

ふた ご やま

こま が たけ

あい の だけ

せんじょう が たけ

あらかわだけ

ざる が たけ

しちめんざん

み のぶさん
け なしやま

あかいしだけ

ひじりだけ

てかりだけ

だい む げんざん

そ　ば つぶやま

きょうまるやま

ま　ふ　じ やま

りゅうそうざん

ひがしだけ

きただけ

い ぶきやま

ほうえいざん

あしたかやま

かや が だけ

おんたけさん

ふ　じ さん

あつ
み

はん
とう

ち

た

は
ん

と
う

し　　　ま　　 はん　　とう

み

の

み

か
わ

みゃく

さ
ん

そ

き

や

へ
い

と
よ

は
し

は
ら

か
た

み

へい やのう び

こ
う

げ
ん

お
か

へ
い

ざ
き

や

ちゅう

お
う

お
う

い

せ

へ
い

や

よ
う

ろ
う

さん

ち

ぶ
き

い

さ
ん

ち

さ
ん

か

す
ず

み
ゃ
く

さん ち

ち

さ
ん

び
き

りょうきゅうくちみな

ちぼん

な

い

さ
ん

ち

は
ら

た

い
わ

は
ら

の

ま
き

しず おか へい や

い

ぼ
ん

ち

な

あ
か

い
し み

な
み

さ
ん

みゃく

の
ぶ

さ
ん

ち

み

ふ ぼん ちこう

伊
良
湖
岬

安乗崎

御前崎

波勝岬

佐久島

日間賀島

篠島

大島

弁天島

神島
菅島

坂手島

日向島

答志島

渡鹿野島

馬籠峠

鞍掛峠

青山峠

宇利峠

新野峠

栃ノ木峠

御坂峠

笹子峠

雁坂峠

宇津ノ谷峠

1416

2191

695

1153

1162

329

629

789

321

358

1053

701

1016
684

611

1377

894

1212

1811

1108

1617

1442

1094

1140

421

1209

1235

555

2475

885

1027

2068

832

132

307
216

2052
3047

2864

2363

2243

2967

3190

3033

3141

2629

1989

1153

1964

3121

3013

2592

2330

1627

1470

1343

1051

3193

茶臼山

鳳来寺山

鷹ノ巣山

三国山

恵那山

猿投山

本宮山

三ヶ根山

石巻山

出来山

三国山

明神山

炮烙山
六所山

三国岳

御在所山

金華山

奥三界岳

寒陽気山

能郷白山

平家岳

藤原岳

三国岳

賤ヶ岳

三峰山

朝熊ケ岳

霊仙山

甲武信ケ岳

秋葉山

白倉山

黒法師岳

高天神山

八高山

有度山

久能山

櫛櫛形山

塩見岳

空木岳

安平路山
二児山

駒ケ岳

間ノ岳

仙丈ケ岳

荒川岳

笊ヶ岳

七面山

身延山 毛無山

赤石岳

聖岳

光岳

大無間山

蕎麦粒山

京丸山

真富士山

竜爪山

（東岳）

北岳

伊吹山

3067

3776

2693

1504

1704

宝永山

愛鷹山

茅ケ岳

御岳山

富士山

渥 美 半 島

知

多

半

島

志　摩　半　島

美

濃

三

河

木

　
　
　
　
　 曽

　
　
　
　
　 山

　
　
　
　
　 脈

野

平

豊

橋

原
方

三

平 野濃 尾

高

原

岡

平

崎

野

（
中

　 央

　 ア

　 ル

　 プ

　 ス
）

近

伊

勢

平

野

養

老

山

地

吹
伊

山
地

山

鹿

鈴

脈

山 地

地

山

引

布

陵丘口水

地盆

那

伊

山

地

原

田

磐

原

ノ

牧

静 岡 平 野

伊

那

盆

地

赤

石 （

　
南

　
ア

　
ル

　
プ

　
ス

　
）

山

脈

延

山

地

身

府 盆 地甲

もろざき

たにぐみ

かす が

む　げ がわ

む　ぎ

かわしま

き　そ がわ

び さい

へい わ

そ　ぶ　え

たつ た

はちかい

さ おり

さ

　
や

なんのう

ひら た

た　ど

ながしま

くす

かわ げ

うれし の

ひ
さ
い

しもやま

お ばら

ふじおか

ころ も

あさひ

いな ぶ

あ すけ

あけ ち

いわむら

やまおか

くしはら

かみ や はぎ

ひるかわ

ふくおか
やまぐち

さかした

かねやま

かさはら

やない づ

み その

いそ べ

なんせい

あ　ご

お ばた

きよ す

あつ み

まいさか

ゆうとう

いな さ

ほそ えみっ か び

かみいし づ

すのまた

じゅう し やま

ぬか た

いちのみや

つく で

ほうらい

つ　ぐ

なみあい

く　ぜ

さんとう

ふじわら

だいあん

い　じ　ら

ほ
づ
み

たかとみ

いとぬき

しんせい

す なみ

あか ば　ね

おと わ

み　と

せいない じ

あら い

こ ざか い

し
っ
ぽ
う

じ もく じ
み　わ

は　ず

いっしき
き　ら

ふじはし

さかうち

ね　お

み やま ほら ど

かなやま
み なみ

かみ の　ほ

か　し　も

つけ ち

かわうえ

しろとり

めいほう

は
ち
ま
ん

やまと

いたどり

はぎわら
ま　ぜ

わ　ら

き　そ ふくしま
み たけ

か　ら　す

み くも

ふた み

い ぶき

せき

げいのう

あ のう

み さと

いち し

せい わ

ほくせい

いな べ

こうなん

こう か

つちやま

みなくち

よう か いち

がも う

の　と がわ

はたしょう

こ とう

あいとう

え　ち がわ

よ　ご

き　の もと

こ ほく

たかつき

とらひめ

み すぎ

おおやま だ

い　が

あおやま

あ やま

おおみや

き せい

みやがわ

ご　か しょう

かつやま

み とみ

まきおか

かつぬま

えんざん

し みず

こうさい

くしがた

わかくさ

しら ね

ふた ば

しきしま

りゅうおう

あけ の

おおいずみ

む かわ

あしやす

す
た
ま

たか ね

ながさか

はくしゅう

かんばら

こ ぶちさわ

かみ く　い しき

ろくごう

たま ほ
た とみ

み たま とよとみ

なかみち
さかいがわ

い
ち
か
わ
だ
い
も
ん

いちのみや

かすが　い

いさ わ

み さか
やつしろ

はっ た

なかとみ

とみざわ

あし わ　だ

あしがわ

おか べ

おおかわ

おお い がわ

かじかざわ

ます ほ

ふ　じ かわ

なかかわ ね

ほんかわ ね

お がさ

かな や

おお す　か

だいとう

あさ ば

とよおか

と
よ
だ

ふく で

りゅうよう

はまきた

てんりゅう

たつやま

はる の

さ　く　ま

とみやま

みさくぼ

みなみしな の

かみむら

さが ら

はいばら

はまおか

かわ ね

ひ よし

は　せ

たかとお

師崎

谷汲

春日

武芸川

武儀

川島

木曽川

尾西

平和

祖父江

立田

八開
佐織

佐
屋

南濃

平田

多度

長島

楠

河芸

嬉野

久
居

下山

小原

藤岡

挙母

旭
稲武

足助

明智

岩村
山岡

串原

上矢作

蛭川

福岡
山口

坂下

兼山

笠原

柳津

御薗

磯部

南勢

阿児

小俣

清洲

渥美

舞阪

雄踏

引佐

細江三ケ日

上石津

墨俣

十四山

額田

一宮

作手

鳳来

津具

浪合

久瀬

山東

藤原

大安

伊自良

穂
積

高富

糸貫

真正
巣南

赤羽根

音羽

御津

清内路

新居

小坂井

七
宝

美和
甚目寺

幡豆
一色 吉良

藤橋

坂内

根尾

美山 洞戸

金山美並

上之保
川上

加子母

付知

白鳥

明宝

八
幡

大和

板取

萩原馬瀬

和良

木曽福島三岳

香良洲

三雲

二見

伊吹

関

芸濃

安濃

美里

一志

勢和

北勢

員弁

甲南

甲賀

土山

水口

愛東

湖東

八日市

びわ

蒲生

能登川

秦荘愛知川

余呉

木之本

湖北

高月

虎姫

美杉

大山田

伊賀

青山

阿山

大宮

紀勢

宮川

五個荘

勝山

三富

牧丘

勝沼

塩山

清水

甲西
櫛櫛形

若草

白根

双葉
敷島

竜王

明野

大泉

武川

芦安

須
玉

高根

長坂

白州

蒲原

小淵沢

上九一色

六郷

玉穂田富

三珠 豊富

中道 境川

市
川
大
門

一宮

春日居

石和

御坂
八代

八田

中富

富沢

足和田

富士川

芦川

岡部

大川

大井川

鰍沢

増穂

中川根

本川根

小笠

金谷

大須賀

大東

浅羽

豊岡

豊
田

福田
竜洋

浜北

天竜

龍山

春野

佐久間

富山

水窪

南信濃

上村

相良

榛原

浜岡

川根

日義

長谷

高遠

ね　ば

ひら や

とびしま

うる ぎ

ひがししらかわ

おうたき

おおくわ

み つえ

しもじょう
やすおか

てんりゅう

たか ぎ

とよおか

とよ ね

あ　ち

おおしか

なかがわ

みなみみの わ

なるさわ

根羽

平谷

飛島

売木

東白川

王滝

大桑

御杖

下條
泰阜

天龍

喬木

豊丘

豊根

阿智

大鹿

中川

南箕輪

鳴沢

とうえいしたら

こう た

ひがしうら

たけとよ

みなみち　た

み はま

あ　ぐ　い

かに え

おおはる

とよやま

わ　の うち

あんぱち

ぎ なん

かさまつ

ようろう

いけ だ

い　び がわ

おお の

きたがた
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『楽しく学ぶ 小学生の地図帳』p.16地

マトリクス表A（２）情報を読み取る技能《読図》「D 高さ」−４年生−２　　本冊子p.32～33

等高線や等高段彩の色分け、山の標高を見て、その場所の高さがどれくらいか、読み取ることができる。
マトリクス表A（3）情報をまとめる技能《作図・描図》「Ⅱ 主題図」−３年生−５　　本冊子p.36～37

必要な情報を記入して安全マップを作成することができる。

地図帳

QRコンテンツの動
画を活用すること
で、陸の高さの色
分けについての理
解がさらに深まり
ます。

児童が作成した安全マップの例

　地図帳には実際に児童が防災マップを作成する際に参考になるよう、地図帳p.94に防災
マップのサンプルが用意されています。また、作図のための具体的な流れを示しています。
　帝国書院のウェブサイトには全国の児童が作成した地図作品や手づくり地図の
つくり方を掲載しており、地図づくりの参考にすることもできます。
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　　　　　　 し ぜんさいがい　　 ひ がい　　はん い

ひ なん ば しょ　　　　　　　　　　　　　　 ち ず

ハザードマップとは，津波やߑ水
などの自榤֐ࡂのඃ֐のൣғ，
ආ難場所などをまとめた地図だよ。ࣗવ֐ࡂから身をकるためには，堤防などのࢪઃのݐઃ

だけでなく，ࢲたちがどのようにߦ俗するかも大੾です。
防ࡂϚッϓをつくって，֐ࡂのときにݥةな৔所，
安શなආ倘方๏などをߟえてみよう。
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ϋザードマップなどから，
身ۙな地域でىこりやすい
自વ֐ࡂを確認し，テーマ
をܾめる。
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し ぜんさいがい　　かくにん

　　 き

どのようなものを調べて
くるか話し合う。ルートや
分୲もܾめる。
カメラや地図など調ࠪに
ඞཁな道具を用意する。
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⧘兵庫県南部地椁のඃ֐と夫ڌࡂ఺
ひょう ご けんなん ぶ　じ しん　　 ひ がい　　ぼうさいきょてん

਒ࡂのޙに建てられた神ށ市の学校には，࣌֐ࡂの
。点となるための工夫がଟくなされていますڌ
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には，٘ਜ਼ऀの数やどこまで௡偍がやってきたのか
などの৘ใが記録された碑がଟく࢒っています。碑には，
二侢とこのようなඃ֐をग़さないようにとの願いも
こめられています。
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『楽しく学ぶ 小学生の地図帳』p.94地

「第15回 みんなでつくる地域の安全安心マップ
コンテスト」2021年優秀賞作品

『仙台市上杉地区事故危険マップ!!』　
３年生による作品

全国の児童が作成した地図作品はこちらから→

実際の地図作品が
児童の地図づくりの
参考になりますね。

地図帳

防災マップづくりの方法と例

地図から習得できる「社会的事象等について調べまとめる技能」の例

（2）�情報を読み取る技能《読図》
地図から習得できる「社会的事象等について調べまとめる技能」の例

（3）�情報をまとめる技能《作図・描図》
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マトリクス表 B 地図から習得できる「地理的な見方･考え方」の例 活用例の示す学習内容
【小学校３年生】 【小学校４年生】

活用例：本冊子p.16～19、マトリクス表全体：本冊子p.40～47

【小学校３年生】本冊子p.16〜17で活用例を示す学習内容

本冊子p.18〜19で活用例を示す学習内容【小学校４年生】

概念

学習内容
番号

＜①　位置や分布＞ ＜②　場所＞ ＜③　人間と自然環境との相互依存関係＞ ＜④　空間的相互依存作用＞ ＜⑤　地域＞
・ 事物の位置や広がり、周囲の状況などを、地図から捉

えることができる。 ・着目する場所の特徴を、地図から捉えることができる。 ・ 地図から自然環境の特徴を読み取り、人々の活
動の様子と関連付けて捉えることができる。

・ 地図から複数の場所の結びつきを読み取り、人々
の活動の様子と関連付けて捉えることができる。

・ 地図から読み取って見出した特色をもとに、
着目する地域の全体像を捉えることができる。

(1)-2
市の様子 1 ・�自分たちの市町村(以下「市」とする)の形や都道府県(以下「県」

とする)における位置を地図から捉える。　　一般図  　　

・�地図から読み取った様々な分布や特徴な
どに基づき、市の特色を大まかに捉える。
　　

2 ★・�市内にある自分と関わりのあるものや場所の位置を地図
から捉える。　　一般図  　　

3 ・�市と隣接する市町村について、位置や名称、位置関係を地
図から捉える。　　p.63〜65  　　

★・�自分の暮らす市と道路網や交通機関などにより結び
ついている地域を地図から捉える。

　　　　p.20マ②，p.22マ②

4 ・�市の地形について、土地の低いところや高いところ、海や川、
山などの位置や分布を地図から捉える。　　

・�市の特徴を、土地の高低や、海や川との位置関係に着目し
て地図から捉える。　　

5 ・�田や畑・森林、住宅や商店・工場などに着目し、市内の土
地利用の広がりや分布を地図から捉える。　　

・�市の特徴を、土地利用の様子に着目して地図から捉える。
　　

＊・�田や畑・森林や住宅が多く見られる理由を、土
地の高さなどと関連付けて地図から捉える。　　

＊・�商店が交通の便利なところに集まっている理由を、
他地域との間のヒトの流れと関連付けて、地図から
捉える。　　

6
＊・�工場が多く見られる理由を、海や川との位置関係、

土地の高さなどと関連付けて地図から捉える。　
　

＊・�工場が交通の便利なところに集まっている理由を、
他地域との間のモノの流れと関連付けて、地図から
捉える。　　

7 ・�市内の道路や鉄道などの位置や名称、交通の広がりを地図
から捉える。　　

・�市の特徴を、交通の広がりや分布に着目して地図から捉え
る。　　

・�道路や交通機関が集まっている理由を、海や川との
位置関係、土地の高さなどと関連付けて地図から捉
える。　　

・�道路や交通機関が集まる場所が見られる理由を、市内
や他地域との間のヒトやモノの流れと関連付けて、地
図から捉える。　

8 ・�市において、着目したものや場所などの間の位置関係を地
図から捉える。　　

9 ★・�自分の暮らす市とつながりのある地域や国の位置や名称
を地図から捉える。　　一般図

10 ・�市内の公共施設の位置や名称、分布を地図から捉える。　 ・�公共施設が交通の便利なところに集まっている理由を、
市内のヒトの流れと関連付けて、地図から捉える。　

11 ・�市に古くから残る建造物の位置や名称を地図から捉える。　 ・�市の特徴を、古くから残る建造物の分布に着目して地図か
ら捉える。

地 域地

域地

地 域地

地 域地 地

域地 域地

域地 域地 域地
域地

域地

域地

域地 域地
域地 域地

域地

地

域地
域地

域地
域地

概念

学習内容
番号

＜①　位置や分布＞ ＜②　場所＞ ＜③　人間と自然環境との相互依存関係＞ ＜④　空間的相互依存作用＞ ＜⑤　地域＞
・ 事物の位置や広がり、周囲の状況などを、地図から捉

えることができる。 ・着目する場所の特徴を、地図から捉えることができる。 ・ 地図から自然環境の特徴を読み取り、人々の活
動の様子と関連付けて捉えることができる。

・ 地図から複数の場所の結びつきを読み取り、人々
の活動の様子と関連付けて捉えることができる。

・ 地図から読み取って見出した特色をもとに、
着目する地域の全体像を捉えることができる。

(１)
都道府県の様子 1 ・�自分たちの都道府県(以下「県」とする)の形や日本におけ

る位置を地図から捉える。　　一般図

・�地図から読み取った分布や特徴、関連な
どを総合して、県の地理的環境の概要を
捉える。

　　　　  一般図

2 ・�県と隣接する都道府県について、位置や名称、位置関係を
地図から捉える。　　一般図

★・�県と道路網や交通機関などにより結びついている地
域を地図から捉える。　　一般図

3 ・�県内の地形（主な山地や平地、半島、川、湖や沼、海など)
の位置や広がりを地図から捉える。　　一般図 ・�県の特徴を、地形に着目して地図から捉える。　　一般図

4 ・�県内の土地利用の広がりや、主要な産業、特色ある産業の
分布を地図から捉える。　　p.34マ①

・�県の特徴を、土地利用の様子やさかんな産業に着目して地
図から捉える。

　　　一般図

★・�県内の土地利用の広がりや主要な産業や特色ある
産業が見られる理由を、地形と関連付けて地図か
ら捉える。　　　  p.63〜65，一般図

★・�県内の主な産業や特色ある産業がさかんな理由を、
県内外の間のヒトやモノの流れと関連付けて地図か
ら捉える。　　　  一般図

5 ＊・�県の特徴を、気候に着目して地図から捉える。
　　　　p.89〜901〜4

＊・�県内の主な土地利用やさかんな産業が多く見られ
る理由を、気候と関連付けて地図から捉える。

　　　　p.883

6 ・�県内の道路や鉄道、空港などの位置や名称、交通網の広が
りを地図から捉える。　　一般図

・�県の特徴を交通網の広がりに着目して地図から捉える。�
　　　  一般図

★・�県内の交通網の分布の理由を、地形と関連付けて
地図から捉える。　　　  一般図

★・�交通網が集まる地域が見られる理由を、県内の人口
分布や県内外の間のヒトやモノの流れと関連付けて
地図から捉える。　　　  一般図

7
・�県内の主な都市(県庁所在地、人口の多い市、交通や産業の
中心となる市など)の位置や名称を地図から捉える。

　　　p.38マ③

・�県の特徴を、主な都市の位置や分布に着目して地図から捉
える。

　　　一般図

★・�県内の主要な都市がその場所に位置している理由
を、地形と関連付けて地図から捉える。

　　　　　  一般図

★・�県内の主な都市が交通や産業の中心となっている理
由を、県内外の間のヒトやモノの流れと関連付けて
地図から捉える。　　　  一般図

8 ・�県において、着目したものや場所などの間の位置関係を地
図から捉える。　　一般図

9 ・�47都道府県の位置と名称を地図から捉える。
　　　　　　 p.115〜117

★・�47都道府県それぞれの特徴を、形や地形の特色、特産物
や特徴的なもの（観光名所やまつりなど）に着目して地
図から捉える。　　　　　 p.19〜28，p.115〜117

地

地 デ

地 地

地 地

地 地 地 デ 地 デ

地 地

地 地 デ 地 デ 地 デ

地 地 地 デ 地 デ

地

地 Q デ 地 Q デ

次の印を付したものは､ 必履修ではない項目。
＊�選択する地域･事例によって、扱わない場合があるもの。
★�学習指導要領には記されていないが、発展的な扱いができるもの。

　  『楽しく学ぶ 小学生の地図帳』　
マは地図帳中の「地図マスターへの道」、トは「トライ！」をさす。
　  QRコンテンツ　　  デジタル地図帳　　  地域版地図

地

Q デ 域地
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マトリクス表 B 地図から習得できる「地理的な見方･考え方」の例 活用例の示す学習内容
【小学校５年生】 【小学校６年生】

 概念

学習内容
番号

＜①　位置や分布＞ ＜②　場所＞ ＜③　人間と自然環境との相互依存関係＞ ＜④　空間的相互依存作用＞ ＜⑤　地域＞

・ 事物の位置や広がり、周囲の状況などを、地図から捉
えることができる。 ・着目する場所の特徴を、地図から捉えることができる。 ・ 地図から自然環境の特徴を読み取り、人々の活

動の様子と関連付けて捉えることができる。
・ 地図から複数の場所の結びつきを読み取り、人々

の活動の様子と関連付けて捉えることができる。
・ 地図から読み取って見出した特色をも

とに、着目する地域の全体像を捉える
ことができる。

(3)
我が国の
工業生産 1

・�日本における工業がさかんな地域の位置や分布を地図から
捉える。

　　　p.34マ③，p.55マ①，p.97〜98

・�工業がさかんな地域の位置や分布を自然環境(海、川、
平野など)と関連付けて地図から捉える。

　　　　  一般図

・�工業がさかんな地域の位置や分布を、交通網や大都市
の位置と関連付けて地図から捉える。

　　　　  p.53〜54，p.97〜98

・�地図から読み取った工業がさかんな地域
の位置や分布、特徴、関連などに基づき、
工業生産から見た日本の特色を総合的に
捉える。� �
　　p.55,p.97〜98

2
・�取り上げた工業（金属、機械、化学、食料品工業）がさか
んな地域の位置や分布を地図から捉える。

　　　p.97〜98，p.98マ③

・�日本の国土の特徴を、工業生産(金属、機械、化学、食料
品工業など)の分布に着目して地図から捉える。

　　　p.55，p.97〜98

★・�工業生産における環境保全の取り組みを自然環境
と関連付けて地図から捉える。

＊・�自動車工場の生産の工夫を、関連工場との位置と関
連付けて地図から捉える。　　　  p.55マ①

3 ★・日本企業の主な海外工場の位置や分布を地図で捉える。

4
・�日本の工業製品の輸送に関わる交通網の広がりを地図から
捉える。

　　　p.97〜98

・�工業の原料を確保したり製品を出荷したりするための
運輸の工夫を、他地域との結びつきと関連付けて地図
から捉える。

　　　　  p.55マ②，p.60マ③，p.76マ③，p.78マ③

5
・�日本の主な輸入相手国や輸出相手国の位置や分布を地図か
ら捉える。

　　　　  p.991

・�工業の原料を確保したり製品を出荷したりするための
工夫や経路を、外国との貿易の結びつきと関連付けて
地図から捉える。

　　　　  p.100マ①

地 地 デ 地 デ

地

地 地 地 デ

地 地 デ

地 デ 地 デ

概念

学習内容
番号

＜①　位置や分布＞ ＜②　場所＞ ＜③　人間と自然環境との相互依存関係＞ ＜④　空間的相互依存作用＞ ＜⑤　地域＞

・ 事物の位置や広がり、周囲の状況などを、地図から捉
えることができる。 ・着目する場所の特徴を、地図から捉えることができる。 ・ 地図から自然環境の特徴を読み取り、人々の活

動の様子と関連付けて捉えることができる。
・ 地図から複数の場所の結びつきを読み取り、人々

の活動の様子と関連付けて捉えることができる。
・ 地図から読み取って見出した特色をも

とに、着目する地域の全体像を捉える
ことができる。

(3)
グローバル化す
る世界と
日本の役割

1
・�経済や文化などの面で日本とつながりが深い国の位置を、
地図から捉え、あわせて国旗も確認する。

　　　p.78マ①②，p.80マ①②，p.82マ②，p.118〜120

・�日本とつながりの深い国の特徴を、国旗や特産物、建物、
物語や音楽の舞台などに着目して地図から捉える。

　　　p.76マ②，p.82マ①，p.83マ②，p.85マ①②，p.85〜86

・�日本とつながりが深い国の人々の暮らしや産業を、
気候や地形の特色と関連付けて地図から捉える。� �
　　p.75〜76，一般図

・�日本とつながりが深い国の人々の暮らしや産業を、日
本や他の国との結びつきと関連付けて地図から捉える。

　　　一般図，p.99〜100

★・�地図から読み取った分布や特徴などに
基づき、日本とつながりの深い国々の
特色を総合的に捉える。

　　　　p.85〜86，一般図

2 ・�日本とつながりが深い国と日本の位置関係を、地図や地球
儀から捉える。　　p.82マ③

3
★・�国際的な交流のための催し(オリンピック･パラリンピック

など）が開催された都市の位置を、地図から捉える。
　　　　p.1004

4
★・�地球規模の課題（環境問題など）や世界の国々が抱えて

いる課題（紛争など）が発生している地域の位置や分布を、
地図から捉える。

★・�地図から読み取った分布や特徴などに基づき、地球
規模の課題の解決に向けて世界の国々が協力して取
り組んでいることを捉える。

5 ★・�国際連合の加盟国や課題解決に向けて連携・協力してい
る国の位置や分布を、地図から捉える。

6 ・�日本が国際協力や援助を行っている国の位置や分布を、地
図から捉える。　　　  統計資料

地 地 地 地

地

地

地

デ Q

【小学校５年生】

【小学校６年生】

活用例：本冊子p.20～23、マトリクス表全体：本冊子p.48～55

次の印を付したものは､ 必履修ではない項目。
＊�選択する地域･事例によって、扱わない場合があるもの。
★�学習指導要領には記されていないが、発展的な扱いができるもの。

　  『楽しく学ぶ 小学生の地図帳』　
マは地図帳中の「地図マスターへの道」、トは「トライ！」をさす。
　  QRコンテンツ　　  デジタル地図帳　　  地域版地図

地

Q デ 域地本冊子p.20〜21で活用例を示す学習内容

本冊子p.22〜23で活用例を示す学習内容
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マトリクス表 B

『楽しく学ぶ 小学生の地図帳』p.63～64地

地域版地図『わたしたちの八王子市』域地

地域版地図『わたしたちの八王子市』域地

地域版地図『わたしたちの八王子市』域地

❶ 位置や分布 市と隣接する市町村について、位置や名称、位置関係を地図から捉える。

❷ 場所 市の特徴を、土地利用の様子に
着目して地図から捉える。 ❺ 地域 地図から読み取った様々な分布や特徴などに

基づき、市の特色を大まかに捉える。

マトリクス表B　３年生　（1）−2 「市の様子」−１～11での地図活用 本冊子p.40～41

地図から習得できる「地理的な見方･考え方」の例
【小学校３年生】

市の特色を捉える

隣接する市を捉える

工場と川との関係

工場と鉄道との関係

❷ 場所
　東部は、鉄道路線が多く、
駅周辺に商業地・住宅地が広
がっていること、西部は標高
が高く、山間部の河川沿いに
畑や果樹園が分布しているこ
とが読み取れます。
❺ 地域
　東部は比較的標高が低く、
商業地・住宅地が広がり、西
部は山がちで自然を生かした
生産の仕事が行われるなど、
東西で異なる特色をもつ地域
であることが捉えられます。

　例えば八王子市は、
東京都あきる野市、福
生市、昭島市、日野市、
多摩市、町田市、檜原
村や、神奈川県相模原
市と接していることが
読み取れます。

　工場では多くの水（工業用
水）が必要となるため、工場
の多くは、河川沿いや河川
に近い場所に立地している
ことが読み取れます。

　原料や製品を輸送するた
め、工場や流通に関する建
物の多くは、駅や高速道路
に近い場所に立地している
ことが読み取れます。

❸  人間と自然環境との 
相互依存関係

工場が多く見られる理由を、海や川との位置関係、土地の高さなどと関連付けて 
地図から捉える。

❹ 空間的相互依存作用 工場が交通の便利なところに集まっている理由を、他地域との間のモノの流れ 
と関連付けて、地図から捉える。

地域版地図があれば、
３年生の「地域の生産
の仕事」の単元でも、
市の自然環境や交通網
と、地域の生産の仕事
を関連付けて捉えられ
ますね。

地図帳

地域版地図

地域版地図

地域版地図
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マトリクス表 B 地図から習得できる「地理的な見方･考え方」の例

自然と産物との関係

都道府県の
特色を捉える

47都道府県の
位置と名称を捉える

　東京の西部は山が多く川や
湖などのきれいな水が得られ
る自然環境を利用し、わさび
や和紙がつくられています。
都市のイメージが強い東京に
も山が広がっており、自然を
生かした産物があることが読
み取れます。

❷ 場所
　東京都では、都心部
と郊外を結ぶ鉄道や高
速道路が発達し、その
周辺に市街地が広がっ
ていることが読み取れ
ます。
❺ 地域
　東京都は、交通網が
発達した東部と中央部
に人口が集中し、西部
は山地が広がる地域で
あることが捉えられます。

　形や文字、位置に
注目するなどいろい
ろな方法で、着実に
地図から都道府県の
名前や位置を捉えら
れます。

交通と産業との関係

　都心を中心として鉄
道や道路、市街地が広
がり、高速道路沿いに
は工場が分布しており、
ヒトやモノが東京に集ま
る様子が読み取れます。
　デジタル地図帳のレイ
ヤー切り替え機能を使え
ば、「交通」・「工業」・「都
市」の要素のみを表示で
きるため、よりわかりや
すく示せます。

 デジタル地図帳
 『楽しく学ぶ 小学生の地図帳』p.63～65

デ

赤い囲みは編集部による

【小学校４年生】

『楽しく学ぶ 小学生の地図帳』p.115～117地

『楽しく学ぶ 小学生の地図帳』p.115～117地

 『楽しく学ぶ 小学生の地図帳』QRコンテンツ 47都道府県地図 東京都Q
 デジタル地図帳『楽しく学ぶ 小学生の地図帳』デ  デジタル地図帳『楽しく学ぶ 小学生の地図帳』p.57～58デ
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❶ 位置や分布 47都道府県の位置と名称を地図から捉える。

❷ 場所
県の特徴を交通網の広がりに
着目して地図から捉える。

❺ 地域
地図から読み取った分布や特徴、関連などを
総合して、県の地理的環境の概要を捉える。

❸  人間と自然環境との 
相互依存関係

県内の土地利用の広がりや主要な産業や特色ある産業が見られる理由を、地形と関
連付けて地図から捉える。

❹ 空間的相互依存作用
県内の主な都市が交通や産業の中心となっている理由を、
県内外の間のヒトやモノの流れと関連付けて地図から捉える。

マトリクス表B　４年生　（1）「都道府県の様子」−１～９での地図活用 本冊子p.44～45

なぜそこでその土地利用や
産業が行われているのか、
地図帳を読み取ることで
見えてきますね。

地図帳

QR デジタル

デジタル

デジタル

18 19



マトリクス表 B

❶ 位置や分布 日本における工業がさかんな地域の位置や分布を地図から捉える。

マトリクス表B　５年生　(3)「我が国の工業生産」−１～５での地図活用 本冊子p.50～51

地図から習得できる「地理的な見方･考え方」の例
【小学校５年生】

地形と人口・産業との関係

自動車産業と交通との関係

日本における
工業がさかんな地域

自動車産業から見た日本の工業の特色

日本における
工業生産の分布

　中部地方南部（東海）は、平野が広が
り、人口や交通網（新幹線や高速道路）
が集中していること、製造業がさかん
であることが地図から読み取れます。
　デジタル地図帳では、レイヤー切り
替え機能で必要な要素のみ抽出して表
示することができるため、よりわかり
やすく示せます。

　愛知県豊田市周辺では、交通網が集中し
ており、交通網の利便性を生かして自動車
産業が発達している様子が地図から読み取
れます。
　デジタル地図帳では、レイヤー切り替え
機能で必要な要素のみ抽出して表示するこ
とができるため、よりわかりやすく示せます。

　工業がさかんな地域
は、高速道路沿いに多
く分布しており、特に
太平洋ベルトの海沿い
に集中していることが
読み取れます。

　日本の自動車産業の多くは、組立工場の周辺に部品・関連
工場が分布しており、組立工場で組み立てた完成車を国内の
大消費地や海外に出荷しています。愛知県の自動車産業を事
例として読み取ることで、日本の自動車産業の特色を捉える
ことができます。

　電気機械は各地の高速
道路沿い、製鉄・鉄鋼、
製油、自動車・自動車部
品は、関東から九州にか
けての海（太平洋）沿いや
高速道路沿いに分布して
いることが読み取れます。

❷ 場所 日本の国土の特徴を、工業生産(金属、機械、化学、食料品工業など)の分布に着目して地図から捉える。

❺ 地域 地図から読み取った工業がさかんな地域の位置や分布、特徴、関連などに基づき、工業生産から見た日本の特
色を総合的に捉える。

❸  人間と自然環境との 
相互依存関係

工業がさかんな地域の位置や分布を自然環境(海、川、平野など)と関連付けて地図
から捉える。

❹ 空間的相互依存作用 工業がさかんな地域の位置や分布を、交通網や大都市の位置と関連付けて地図から
捉える。

『楽しく学ぶ 小学生の地図帳』
p.97～98

地

『楽しく学ぶ 小学生の地図帳』p.97～98地

 デジタル地図帳『楽しく学ぶ 小学生の地図帳』p.53～54デ

 デジタル地図帳『楽しく学ぶ 小学生の地図帳』p.53～54デ

『楽しく学ぶ 小学生の地図帳』p.55地

「自動車工業のさかんな地
域」の学習の際に、自動車
がどのようにつくられて、
どこに出荷されているか、
地図帳を活用するとより理
解が深まりますね。
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マトリクス表 B 地図から習得できる「地理的な見方･考え方」の例
【小学校６年生】

❶ 位置や分布 経済や文化などの面で日本とつながりが深い国の位置を、地図から捉え、
あわせて国旗も確認する。

❷ 場所
日本とつながりの深い国の特徴を、国旗や特産物、建物、
物語や音楽の舞台などに着目して地図から捉える。

❺ 地域
地図から読み取った分布や特徴などに基づき、
日本とつながりの深い国々の特色を総合的に捉える。

❸  人間と自然環境との 
相互依存関係

日本とつながりが深い国の人々の暮らしや産業を、気候や地形の特色と
関連付けて地図から捉える。

❹ 空間的相互依存作用
日本とつながりが深い国の人々の暮らしや産業を、日本や他の国との結びつきと 
関連付けて地図から捉える。

マトリクス表B　６年生　（3）「グローバル化する世界と日本の役割」−１～６での地図活用 本冊子p.54～55

『楽しく学ぶ 小学生の地図帳』p.118～120地

『楽しく学ぶ 小学生の地図帳』p.99～100地

『楽しく学ぶ 小学生の地図帳』p.75～76地

『楽しく学ぶ 小学生の地図帳』p.76地

『楽しく学ぶ 小学生の地図帳』p.85～86地
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日本とつながりが
深い国の特色

地図から国の
位置を捉える 日本とつながりが

深い国の自然環境と暮らし

日本と世界の結びつき

❷ 場所
　メジャーリーグの野球
チームの本拠地やなじみ
のある物語の舞台が、地
図から読み取れます。
❺ 地域
　アメリカ合衆国は日本
と比べて国土が広大で、
多くの州から構成されて
いること、大西洋と太平
洋に面している地域であ
ることが捉えられます。

　日本を中心にした
世界地図で日本との
位置関係を確認でき
ます。世界の国旗を
掲載しており、国旗
の特徴を捉えること
もできます。

　オーストラリアは南半球に位置して
いることが読み取れ、日本と季節が
逆で、12月のクリスマスは真夏である
ことがわかります。また、地図から海
に囲まれた大陸であることを、子ど
もたちがサンタと海で遊んでいる写
真と関連付けて読み取ることができ
ます。デジタル地図帳には「映像クイ
ズ」があり、世界の国々について楽し
く学ぶことができます。

　日本は、アメリカ合衆
国から様々な機械類を輸
入し、日本からは自動車
や機械、電気機械を輸出
していることや、日本と
の輸出入額も大きいこと
が捉えられます。また、
オーストラリアから石炭
や鉄鉱石などを輸入し、
日本からは自動車などを
輸出していることが捉え
られます。
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ができるためには何が分かっていればよいのか」という、
技能の基盤に存在する方法に関する概念形成にも着目して、
指導内容やその系統性を検討した。
　また、地図を活用することによって、児童・生徒は地理
学の基本概念を、学習の際に取り上げられた具体的な地域
やそこで展開されている社会事象と結び付いた形で理解し
て身につけていくことができる（小谷、2012）。こうした
いわば内容に関する概念は、これまで社会科学習を通して
習得する「説明的知識」や「概念的知識」としては捉えら
れているものの、その習得に地図の活用がどのように寄与
しているかという点には着目されてこなかった。本研究で
は、中学校以降での「地理的な見方・考え方」につながる
概念形成に着目して、小学校社会科の学習指導要領に示さ
れた各学年の学習内容と関連付けながら、地図の活用を通
して形成される概念の内容やその系統性を検討した。これ
により、各学習内容を学ぶ際に、地図の活用を通してどの
地理学の基本概念につながる知識が習得できるのか、また、
そのようにして形成された内容に関する概念を他の学習内
容や学年のどこで活用していけるのかが可視化され、明確
に意識しながら指導することが可能になる。

　地図活用能力育成に必要な学習内容とその系統の検討を
整理して示した一覧表として、「地図から習得できる『社
会的事象等について調べまとめる技能』」（以下、マトリク
ス表Ａ）と「地図から習得できる『地理的な見方・考え方』」
（以下、マトリクス表Ｂ）の２種類を作成した。いずれの
一覧表についても作成にあたっては、地図や地図を活用し
た学習指導に苦手意識を持っていたり、社会科の学習指導
の経験そのものが浅かったりする先生方にも使っていただ
きやすいものとなることを念頭に置いて、整理の仕方や表
現を検討した。
　マトリクス表Ａは、「社会的事象等について調べまとめ
る技能」で示されている３つの技能の分類に即して、「情
報を収集する技能《収集・選択》」、「情報を読み取る技能《読
図》」、「情報をまとめる技能《作図・描図》」の３枚の表で
構成することとした。各表とも縦軸を小学校の各学年とし、
小学校社会科の学習指導要領に示された各学年の学習内容
や現行３社の教科書記述分析の結果をふまえ、複数の学年
からなる段階も設定した。横軸は、一般図を構成する要素
に基づく「ア．地図の要素別」と、それぞれの技能を育成
するにあたって学習指導で用いる地図の種類に基づく「イ．
図の種類別」の２つで構成し、具体的な指導内容を検討した。

２種類のマトリクス表の作成3.

　マトリクス表Ｂは、３〜６年生の各学年に分けて４枚で
構成した。縦軸に小学校社会科の学習指導要領に示された
当該学年の学習内容を位置付け、横軸に中学校社会科の学
習指導要領解説で「地理的な見方・考え方」を構成する視
点として示された５つの地理学の基本概念を位置付けた。
表中に示した項目は、小学校社会科の学習指導要領で学習
内容として示されたもののほか、「選択する地域・事例に
よって扱わない場合があるもの」や「学習指導要領には記
されていないが発展的な扱いができるもの」も、記号を付
した上で位置付けた。

　本研究の成果は次の通りである。
　マトリクス表Aについては、一般的に「技能」と捉えら
れている「何ができるか」だけでなく、「できるために何
を知ることが必要か」までを視野に入れて作成しており、
技能の基盤に存在する「知ること（分かっているべきこと）」
の存在や指導における重要性を、具体的な形で示している
ことである。
　マトリクス表Bについては、①小学校社会科全体を視野
に入れ、かつ具体性を伴う形で、社会認識形成における地
図活用の有効性を示していること、②小学校社会科におけ
る、中学校以降の段階で育成する「地理的な見方・考え方」
につながっていく認識内容を具体的に示していること、③
学校教育現場で先生方が実際の指導で生かせるものとなる
よう、小学校社会科の学習指導要領に示された各学年の学
習内容をベースとして、単元レベルでの学習指導をイメー
ジしやすい形で示していること、の３点である。
　今後は、中学校地理的分野における一覧表（マトリクス
表）の作成による小・中学校間の系統性の検討を行うとと
もに、さらに高等学校に関する検討も視野に研究を進めて
いく。
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本研究の成果と今後の展望4.
　地図は、社会認識の形成やそれを基盤とした公民として
の資質・能力の育成に大きな役割を果たすことができると
いう点で、社会科学習において非常に重要な資料である。
しかし、その一方で、国立教育政策研究所が平成24〜27
年度にかけて実施した「学習指導要領実施状況調査」では、
小学校から高等学校までのいずれの学校段階でも、「課題
があると考えられる事項」の一つとして資料や地図の活用
に関する項目があげられており、学校教育現場における地
図に関する学習やその活用能力の育成は、十分とは言えな
い状況も見られる。
　そのようななか、平成29・30年改訂では学習指導要領
やその解説に、地図活用能力を考えていく上で影響を及ぼ
すと考えられる次の３つの変化が見られた。
①�　小学校社会科の学習指導要領解説に、「社会的な見方・
考え方」は、小学校から高等学校までの学習を通して発
展的に育成されるものであることと、地図は効果的に活
用することにより、位置や空間的広がりに着目して社会
的事象を捉える見方・考え方を養うことができることが
明記されたこと。

②�　中学校社会科や高等学校の地理系科目の教科目標や学
習指導要領解説に、「地理的な見方・考え方」を構成す
る視点（中学校地理的分野）や地理に関わる事象を捉え
る際や地理的な課題を考察する際の視点（地理総合、地
理探究）の具体として、地理教育国際憲章による5つの
地理学の基本概念（位置や分布、場所、人間と自然環境
との相互依存関係、空間的相互依存作用、地域）が示さ
れたこと。

③�　参考資料という形ではあるものの、「社会的事象等に
ついて調べまとめる技能」として、小学校から高等学校
までを通して育成する技能を情報の収集、読み取り、ま
とめの３つに整理し、具体例が示されたこと。表の形式
でまとめられたこれら３つの技能の具体例の中には、地
図の活用に関するものが多数位置付けられている。

地図活用能力の育成をめぐる現状と課題1.
　このように、学習指導要領やその解説に、「社会的な見方・
考え方」やその発展である「地理的な見方・考え方」を養
う上で地図の活用が有効であることが明記された一方で、
学校教育現場では、地名や場所を調べるにとどまるなど地
図や地図帳が十分に活用されないままに終わっている例も
散見される。また、「社会的事象等について調べまとめる
技能」の一覧表は、小学校から高等学校までをひとまとめ
にした形で示されているため、各学校段階での実際の授業
に落とし込んで考える手がかりとしては、十分とは言えな
いものになっている。

　以上の現状と課題をふまえ、地図活用能力を育成するた
めには、児童・生徒に具体的に何を指導すればよいのかを
検討し、それらを学校段階や学年に着目して整理し、学校
教育現場での授業づくりに生かしていただけるものとして
示すことが必要であると考え、本研究の目的とした。そこ
で、まず小学校社会科の４年間における地図活用能力育成
のための指導内容を検討し、学年と学習内容に基づいて系
統性を示す一覧表の作成を試みた。
　この目的を達するにあたり、地図活用能力育成に必要な
学習内容とその系統を検討する際に概念の形成に着目して
いる点が、本研究の大きな特徴である。地図を活用する能
力は一般的に「技能」であると捉えられており、前述の「社
会的事象等について調べまとめる技能」も、その捉えに基
づいて示されたものである。しかし、地図から情報を収集
したり読み取ったりする際も、あるいは地図に情報をまと
める際も、そうしたことが「できる」ようになるためには
「何が分かっている必要があるのか」にも着目して指導す
ることが欠かせない（小谷、2017）。しかし、学習指導要
領や先行研究では、地図に関する学習やその活用を一貫し
て「技能の育成」としてのみ捉えており、概念形成の視点
から課題の解決が考えられてきていない。そこで本研究で
は、技能として「何ができるか」だけにとどまらず、「それ

本研究の目的と地図活用能力育成における
概念形成への着目

2.

概念形成に着目した地図活用能力の系統性
―小学校社会科における試案の作成―

小谷 恵津子（玉川大学）・植田 真夕子（愛知県津島市教育委員会*）・（株）帝国書院研究室

（『概念形成に着目した地図活用能力の系統性�―小学校社会科における試案の作成―』pp.10-11より再録）　＊所属は当時のもの。現�北海道教育大学旭川校
24 25



マトリクス表 A 地図から習得できる「社会的事象等について調べまとめる技能」

ア．地図の要素別 イ．図の種類別

発達段階 番号 ＜A 方位＞ ＜B 記号＞ ＜C 縮尺＞ ＜D 高さ＞ ＜E 図法＞ ＜Ⅰ．一般図＞
地域の全体像をあらわした地図

＜Ⅱ．主題図＞
テーマがしぼられた地図

＜Ⅲ．略地図＞
伝えたい事柄を大まかに

あらわした地図

小学校
3年生

1
・�学校の周りを、方位を確認
しながら探検することがで
きる。

・�学校の周りを、今いる場所
を地図で確かめながら探検
することができる。

・�学校の周りを、土地の広さ
やものの長さに注目して探
検することができる。

・�学校の周りを、土地の高
さに注目して探検するこ
とができる。

・�地図帳には、地域の全体像をあらわし
た地図、テーマがしぼられた地図、統
計、図表などが載っていることを知る。
　　p.15〜18

・�ふだんよく買い物している商店はどこ
か、聞き取り調査を行うことができる。

2
・�正しい方位は、方位磁針を
使って調べることができる
ことを知る。（理科との関
連）　　p.9①

・�学校の周りを、土地の使わ
れ方、建物の様子、交通の
様子に注目して探検するこ
とができる。

・�学校の周りにある建物や土地利用の様
子について、探検などの調査によって
情報を収集することができる。

・�生産物の産地について、聞き取り調査
を行うことができる。

3
・�地域の生産や販売の仕事を、
方位や位置などを確かめな
がら見学・調査することが
できる。

・�知りたい情報の記号に着目
して、地図を地図帳から選
択することができる。

・�市町村の様子がわかる地図を収集する
ことができる。

・�主な生産物の産地についての情報が載っ
ているページを、地図帳から見つける
ことができる。　　p.15〜18

4
・�交通網の広がりについて、知りたい地
域が載っているページを地図帳から見
つけることができる。　　p.40マ②

・�消防設備の種類や設置場所を探検で確
認したり、それらがわかる地図を収集
したりすることができる。

小学校
3〜4年生

1
・�私たちのくらしを支える施設や関連機
関の位置がわかる地図を、収集したり、
地図帳から探したりすることができる。

2
・�地域の観光マップなど、�調べたいテー
マに関わりのある地図を収集すること
ができる。

小学校
４年生

1
・�知りたい情報が読み取れる
縮尺の地図を、地図帳から
選択することができる。

　　　p.18②

・�県の様子がわかる地図を収集したり、
地図帳から探したりすることができる。

・�世の中には様々な表現の地図（行政区
分図、地勢図、土地利用図など）があ
ることを知る。　　p.15〜18

2 ・�災害予測や避難経路などがわかるハザー
ドマップを、収集することができる。

地

地

地

地

地
地

p.9で
具体例を
 紹介！

p.8で
具体例を
 紹介！

マトリクス表はウェブでもご覧いただけます。

　  『楽しく学ぶ 小学生の地図帳』　マは地図帳中の「地図マスターへの道」、トは「トライ！」をさす。
　  QRコンテンツ　　  デジタル地図帳　　  地域版地図
地
Q デ 域地
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（1）情報を収集する技能《収集・選択》



マトリクス表 A

ア．地図の要素別 イ．図の種類別

発達段階 番号 ＜A 方位＞ ＜B 記号＞ ＜C 縮尺＞ ＜D 高さ＞ ＜E 図法＞ ＜Ⅰ．一般図＞
地域の全体像をあらわした地図

＜Ⅱ．主題図＞
テーマがしぼられた地図

＜Ⅲ．略地図＞
伝えたい事柄を大まかに

あらわした地図

小学校
５年生

1
・�日本の国土の様子について、知りたい
地域が載っているページを地図帳から
見つけることができる。　　p.15〜18

・�農産物・畜産物・水産物の主要な産地
がわかる地図を、地図帳から探すこと
ができる。　　p.95〜96

2 ・�漁港や空港の位置がわかる地図を、地
図帳から探すことができる。　　p.96，98

3
・�工業地帯や工業地域の分布がわかる地
図を、地図帳から探すことができる。
　　p.97〜98

4
・�原料の生産地がわかる地図を収集した
り、地図帳から探したりすることがで
きる。　　p.95〜99

小学校
５〜６年生 1

小学校
６年生

1
・�日本の歴史上の知りたいできごとが載っ
ているページを、地図帳から見つける
ことができる。　　p.19〜72

・�遺跡や文化財などの位置がわかる地図
を収集したり、地図帳から探したりす
ることができる。　　p.101〜102

2
・�日本とつながりの深い国が載っている
ページを、地図帳から見つけることが
できる。　　p.1〜3，p.75〜86，p.118〜120

地 地

地

地

地

地 地

地

（1）情報を収集する技能《収集・選択》
地図から習得できる「社会的事象等について調べまとめる技能」

　  『楽しく学ぶ 小学生の地図帳』　マは地図帳中の「地図マスターへの道」、トは「トライ！」をさす。
　  QRコンテンツ　　  デジタル地図帳　　  地域版地図
地
Q デ 域地
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マトリクス表 A

ア．地図の要素別 イ．図の種類別

発達段階 番号 ＜A 方位＞ ＜B 記号＞ ＜C 縮尺＞ ＜D 高さ＞ ＜E 図法＞ ＜Ⅰ．一般図＞
地域の全体像をあらわした地図

＜Ⅱ．主題図＞
テーマがしぼられた地図

＜Ⅲ．略地図＞
伝えたい事柄を大まかに

あらわした地図

小学校
3年生

1
・�正しい方向をあらわすため、
「左右」ではなく「方位」
が使われていることを知る。

　　　p.9①

・�地図は、現実世界を真上か
ら見て平面で示したもので
あることを知る。

　　　　  p.7①，p.8ト①③

・�地図は、実際の距離を縮め
て描かれていることを知る。

　　　p.13やくそく⑶

・�地図では土地の高さは、
面の色で示されることを
知る。　　p.16②，p.38マ②

・�地図から、地名や記号などを探して読
み取ることができる。

　�　　p.1世 界 発 見！，p.20マ ①，p.22マ ①，p.24
マ①，p.26マ①，p.28マ①，p.38マ①，p.43マ①，
p.51マ①，p.60マ①，p.66マ①②，p.78マ①，p.80
マ①②，p.83マ①，p.85マ①

・�地図から、地域の生産物の出荷先や、
商店の商品の仕入れ先など、他地域と
のつながりを読み取ることができる。

2
・�方位には、東西南北の４方
位があることを知る。

　　　p.9①

・�地図は、現実世界を記号で
わかりやすく置き換えたも
のであることを知る。

　　　p.7①，p.50マ①

・�縮尺が変わると、地図にあ
らわされる詳しさが異なる
ことを知る。　　p.18②

・�等高線は、同じ高さの場
所を線で結ぶことで、高
さを平面上にあらわす工
夫であることを知る。

　　　　  p.16②

・�市の形を、地図から大まかに読み取る
ことができる。　　

・�地図から、地域の安全を守る施設の位
置や、関係機関相互の協力関係を読み
取ることができる。

3
・�自分が立っている場所を中
心(基準)に、方位を読み取
ることができる。　　p.9①

・�その記号を「地図記号」と
呼ぶことを知る。

　　　p.11①

・�縮尺が変わっても、共通し
て見られる要素があること
を知る。　　p.18②

・�上空から見た高さの表現
である等高線から、視点
を転換して横から見た土
地の起伏の様子を読み取
ることができる。

　　　p.16②

・�市のおおよその高さや、それらの広がり、
川が流れている方向を、地図の色から
読み取ることができる。　　

4
・�教室の中での４方位を体感
し、それぞれの方位にある
ものを読み取ることができ
る。　　p.9①

・�地図には必ず「地図記号の
説明」（凡例）があること
を知る。　　p.11①，p.12やく
そく⑵，p.15①

・�同じ高さの等高線をたど
ることができる。

　　　一般図

・�市の土地利用やその広がりを、地図の
色から読み取ることができる。　　

5
・�学校を中心に、４方位にあ
るものを読み取ることがで
きる。　　　  p.10②，ト①〜③

・�「地図記号の説明」（凡例）
と照らし合わせて、地図か
ら地域の様子を読み取るこ
とができる。　　p.12ト①，
p.14ト③④，p.38マ③，p.70マ①

・�おおよその陸の高さと海
の深さを読み取ることが
できる。

　　　p.38マ②，p.76マ①

・�市の交通網や、その行き先を、指でたどっ
て読み取ることができる。

　　　p.20マ②，p.22マ② 　　

6

・�地図に示されたものの位置
関係を、４方位を使って読
み取ることができる。� �
　　　   p.10ト④⑤，p.14ト③④，
p.28マ②，p.50マ①② 　

・�地図は現実にあるもの全部
ではなく、必要な物だけを
選択して示してあることを
知る。　　p.7②，p.8ト②

・�川が流れている方向を、
海との位置関係や地図の
色を見て読み取ることが
できる。　　p.87マ②

・�市の主な産業を、農産物や工業製品の
記号から読み取ることができる。

　　　p.34マ③ 　　

7
・�地図は「北が上」が原則で
あることを知る。

　　　p.10やくそく⑴

・�地図記号は、建物や施設に関
わるもの、土地利用に関わる
もの、交通に関わるものなど
に分類されることを知る。

　　　p.11①，p.12やくそく⑵

・�市の昔と今の地図を比較して、土地利
用や交通網、市の範囲などの移り変わ
りを読み取ることができる。　　

8
・�地図が「北が上」でない場
合は、北をさすしるし（方
位記号）が入っていること
を知る。　　p.10②

・�国名･首都名･県名･県庁所在
地名は赤字で示されるなど、
色も記号の一部であること
を知る。　　p.15①，p.38マ③

9
・�様々な地図記号があること
を、その由来とともに知る。
　　　  p.12②

10
・�記号は、イメージがわきや
すい表現が用いられている
ことを知る。（水系には青
を用いるなど）　　p.15①

地 地 Q 地 地

地

地
地

地
地 Q

域地

地 地 地

地

域地

地
地 地 域地

地 Q 地 地
地 域地

地 デ
Q 地 地

地 域地

地
地

域地

地 地

地 Q

地

（2）情報を読み取る技能《読図》
地図から習得できる「社会的事象等について調べまとめる技能」 マトリクス表はウェブでもご覧いただけます。

　  『楽しく学ぶ 小学生の地図帳』　マは地図帳中の「地図マスターへの道」、トは「トライ！」をさす。
　  QRコンテンツ　　  デジタル地図帳　　  地域版地図
地
Q デ 域地
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マトリクス表 A

ア．地図の要素別 イ．図の種類別

発達段階 番号 ＜A 方位＞ ＜B 記号＞ ＜C 縮尺＞ ＜D 高さ＞ ＜E 図法＞ ＜Ⅰ．一般図＞
地域の全体像をあらわした地図

＜Ⅱ．主題図＞
テーマがしぼられた地図

＜Ⅲ．略地図＞
伝えたい事柄を大まかに

あらわした地図

小学校
3年生

11
・�記号は、行政界、建物の用
途など現実には見えない物
を示すことにも用いられて
いることを知る。　　p.15①

12
・�地図の色は、土地の利用を
あらわしている場合もある
ことを知る。　　p.16②

13
・�絵地図とは、方位や目印、
道の様子などを絵で描いた
地図であることを知る。

　　　p.11①

14
・�紙の地図には、さくいん記
号が掲載されていることを
知る。　　p.17①，p.26マ②， 
p.106マ①②

15
・�さくいんをもとに、地名を
探すことができる。

　　　p.17①，p.106マ①② 　

16
・�川をたどって、源流や河口
がどこかを、読み取ること
ができる。　　p.87マ②

17
・�ある記号が多く集まってい
るところを、地図から読み
取ることができる。

　　　p.98マ①

小学校
3〜4年生

1
・�４方位をさらに細分した８
方位があることを知る。

　　　p.9①

・�距離のものさしがあること
を知る。

　　　p.13①，p29マ③

・�図形表現図を、図形が大きいところ、
集まっているところに着目して読み取
ることができる。　　p.95マ②

2
・�地図に示されたものの位置
関係を、８方位を使って読
み取ることができる。

　　　　　　 p.28マ②

・�地図上の距離を、距離のも
のさしを使って読み取るこ
とができる。　  p.13ト①②，
p.24マ②，p.50マ② 　

3
・�現実の世界で、８方位それ
ぞれの方位にあるものを読
み取ることができる。

・�地図を活用し、２箇所以上
の距離を比較して、距離の
違いを読み取ることができ
る。　　　  p.29マ③

小学校
4年生

1
・�方位を用いて、県の位置
を読み取ることができる。

　　　一般図

・�地図の色や記号は、行政
区分や統計情報をあらわし
ている場合もあることを知
る。　　p.38マ③

・�距離のものさしが、「地図
上の○cmが実際の◇m」
をあらわしていることを知
る。　　p.13①，p.18②

・�等高線と色分けで成り立
つ、等高段彩のしくみを
知る。　　　  p.16②

・�県の地形を、海岸線の形や陸の高さ、
山の標高、川の分布などから読み取る
ことができる。　　p.31~72

・�産物の原料や製品の移動の流線図から、
移動の向きを読み取ることができる。

　　　p.991

2
・�縮尺が変わると、地図上
の長さや広さのあらわし方
が変わることを知る。

　　　p.18②

・�等高線や等高段彩の色分
け、山の標高を見て、そ
の場所の高さがどれくら
いか、読み取ることがで
きる。　　p.16②，p.38マ②，
p.51マ②，p.76マ①

・�県の産業や、商品の輸送手段を、絵記
号や土地利用の色、交通機関の分布か
ら読み取ることができる。

　　　p.31~72，p.34マ①，p.40マ①，p.70マ③

・�統計地図を凡例と照らし合わせて、地
域の特徴や分布の傾向を読み取ること
ができる。　　p.90マ①

3
・�等高段彩の地図から、平
野や盆地、山地などの地
形を読み取ることができ
る。　　p.16②，p.87マ①②

・�47都道府県の特徴を、県名や位置、県
の形、特産物に着目して、読み取るこ
とができる。　　p.19~28，p.115~116ト

・�浄水場から家庭に水が届けられる経路、
家庭で使った水が処理される経路を、
地図から読み取ることができる。

地

地

地

地

地 Q

地

地

地 地 地

地 Q デ
地
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地 デ

地
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地 Q 地 地

地 地 地
地

地
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　  『楽しく学ぶ 小学生の地図帳』　マは地図帳中の「地図マスターへの道」、トは「トライ！」をさす。
　  QRコンテンツ　　  デジタル地図帳　　  地域版地図
地
Q デ 域地

（2）情報を読み取る技能《読図》
地図から習得できる「社会的事象等について調べまとめる技能」

p.10で
具体例を
 紹介！
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マトリクス表 A

ア．地図の要素別 イ．図の種類別

発達段階 番号 ＜A 方位＞ ＜B 記号＞ ＜C 縮尺＞ ＜D 高さ＞ ＜E 図法＞ ＜Ⅰ．一般図＞
地域の全体像をあらわした地図

＜Ⅱ．主題図＞
テーマがしぼられた地図

＜Ⅲ．略地図＞
伝えたい事柄を大まかに

あらわした地図

小学校
4年生

4
・�等高段彩の地図と断面図
とを照らし合わせること
ができる。　　p.16②

・�水源やダムから浄水場へ水が届けられ
る経路を、地図から読み取ることがで
きる。　　p.47〜48，p.63~65

・�ハザードマップから、自然災害の危険
が大きい場所や避難できる場所を読み
取ることができる。　　p.94

5
・�等高線の粗密は、斜面の
傾斜の緩急をあらわしてい
ることを知る。　　p.16②

・�標高や地形を示した地図から、洪水な
どの自然災害が発生しやすい場所や地
域を読み取ることができる。　　p.54②

・�県内の昔と今の地図を比較して、地域
の発展に尽くした先人の働きに関連し
たことがらについて、読み取ることが
できる。

6
・�県内の地域ごとの自然環境や産業、人々
の活動の特色を、地図から読み取るこ
とができる。　　p.31~72

小学校
5年生

1
・�地球儀上で、テープを用い
て方位を読み取る方法を知
る。　　　　　 p.74②

・�地球儀とテープを使って、
世界の２点間のおおよその
距離を読み取ることができ
る。　　　　　 p.74③

・�等高段彩の地図から、0m
より低い陸地を読み取る
ことができる。　　p.54②

・�地球儀と世界地図の違い
と、それぞれの特色を知
る。　　p.73〜74

・�日本の主な山脈､ 平野､ 川､ 湖などの
地形の分布を読み取ることができる。
　　　  p.51マ②

・��主な山脈、平野、川、湖など、日本の
地形の分布の概要を読み取ることがで
きる。　　p.87マ①②

2

・�日本の食料生産がさかんな地域につい
て、絵記号の分布や地形・交通網との
関わりなどを、地図から読み取ること
ができる。　　　  p.34マ①②，p.40マ③，
p.43マ③，p.51マ③，p.66マ③，p.72マ①

・�降水量や桜の開花時期の等値線図から、
日本国内の地域差を読み取ることがで
きる。　　p.90マ①

3
・�日本の工業生産がさかんな地域につい
て、絵記号の分布や交通網・地形との
関わりなどを、地図から読み取ること
ができる。　　　  p.34マ③，p.60マ③

・�農産物・畜産物・水産物の主要な産地を、
地図から読み取ることができる。

　　　p.72マ②，p.95マ①②，p.952

4
・�日本国内の農産物や原料､ 工業製品の輸
送手段を、交通機関の分布から読み取る
ことができる。　　　  p.40②，p.55マ②

・�漁港や空港の位置、水あげ量や便数の
多さを、地図から読み取ることができる。

　　　p.95マ②，p.963，p.98マ②，p.982

5
・�外国から日本へ資源を運ぶ船の主な経
路を、地図から読み取ることができる。
　　p.76マ③，p.78マ③

・�工業地域や工業地帯の分布について、
地図から読み取ることができる。

　　　p.971，p.98マ①

6
・�日本と外国が貿易でどのように関わり
をもっているのか、地図上のイラスト
などから読み取ることができる。

・�日本にとっての主な原料や製品の貿易
相手国を、流線図から読み取ることが
できる。　　p.991

7 ・�貿易の流線図の太さから、移動量の多
少を読み取ることができる。　　p.991

8
・�日本と世界がどのような交通網で結ば
れているのか、地図から経路を読み取
ることができる。　　p.75〜76，p.77〜78

小学校
5〜6年生 1 ・�階級区分図を、階級の上位に着目して

読み取ることができる。

小学校
6年生

1
・�日本の近隣にある国々が、
日本から見てどちらの方位
に位置するか、読み取るこ
とができる。　　p.29〜30

・�世界の主な国の位置や範囲、地形などを、
地図や地球儀から読み取ることができ
る。　　　  p.78マ②，p.82マ②③，p.83マ②

・�歴史上のできごとの位置や広がりを、
地図から読み取ることができる。

　　　p.102マ①②

2
・�日本と外国がどのように関わりをもっ
ているのか、地図上のイラストなどか
ら読み取ることができる。　　p.76マ②，
p.85マ①

・�歴史上のことがらに関わる地域間のつ
ながりを、地図から読み取ることがで
きる。

地 地 地

地 地

地
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地 地 地 デ 地
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（2）情報を読み取る技能《読図》
地図から習得できる「社会的事象等について調べまとめる技能」

　  『楽しく学ぶ 小学生の地図帳』　マは地図帳中の「地図マスターへの道」、トは「トライ！」をさす。
　  QRコンテンツ　　  デジタル地図帳　　  地域版地図
地
Q デ 域地

34 35



マトリクス表 A

ア．地図の要素別 イ．図の種類別

発達段階 番号 ＜A 方位＞ ＜B 記号＞ ＜C 縮尺＞ ＜D 高さ＞ ＜E 図法＞ ＜Ⅰ．一般図＞
地域の全体像をあらわした地図

＜Ⅱ．主題図＞
テーマがしぼられた地図

＜Ⅲ．略地図＞
伝えたい事柄を大まかに

あらわした地図

小学校
3年生

1 ・�北を上にして、地図を描く
ことができる。

・�地域の様子をあらわすため
に、適切な位置に地図記号
をかきこむことができる。

・�およその「距離のものさし」
を、入れることができる。

・�示された線に沿って彩色
して、土地の高さをあら
わす地図を作成すること
ができる。

・�学校の周りの様子について、絵記号を
使った地図を作成することができる。

・�学校の周りの商店について、シールを
使って訪問客の多さをあらわした地図
を作成することができる。

・�家から学校までの道につ
いて、略地図を作成する
ことができる。　

2 ・�北が上でない地図に、方位
記号を入れることができる。

・�地図に、記号の説明(凡例)
をつけることができる。

・�実際の距離を意識して、学
校の周りの様子を描くこと
ができる。

・�自分たちの市の様子について、地図記
号を使った地図を作成することができ
る。　　

・�生産物の出荷先や商店の商品の仕入れ
先など他地域とのつながりを、位置や
方位に留意して白地図にまとめること
ができる。

・�示したい範囲を、1枚の
紙におさまるように全体
を見渡してから、地図を
作成することができる。

3 ・�移動するものは、記号化で
きないことを知る。

・�地域のガイドマップを作成することが
できる。

・�示したいものの他に、目
印になるものを記入して、
わかりやすく略地図を作
成することができる。

4
・�地図に建物を描く場合は、
建物の役割に応じた地図記
号を使うとわかりやすいこ
とを知る。　　p.11①

・�校内（まち）の消防設備マップを作成
することができる。

5
・�範囲が狭いものは、点の記
号で示すとわかりやすいこ
とを知る。

・�必要な情報を記入して安全マップを作
成することができる。　　p.94

6
・�長く連なるものは、線の記
号で示すとわかりやすいこ
とを知る。

・�地域の安全を守る施設の位置や、関係
機関相互の協力関係を､ 白地図にまと
めることができる。

7
・�広がりをもつものは、面の
記号で示すとわかりやすい
ことを知る。　　p.12ト②

8
・�土地の使われ方や土地の様
子を、色で塗り分けてわか
りやすく描くことができる。

9
・�名称を伝えたいものは、記
号に文字を添えるとよいこ
とを知る。

10 ・�重要なものは、目立つ表現
にすることができる。

11
・�目立つ表現には、大きく示
す、太く示す、目立つ色で
示すなどがあることを知る。

デ

域地

地

地

地

p.11で
具体例を
 紹介！

（3）�情報をまとめる技能《作図・描図》
地図から習得できる「社会的事象等について調べまとめる技能」 マトリクス表はウェブでもご覧いただけます。

　  『楽しく学ぶ 小学生の地図帳』　マは地図帳中の「地図マスターへの道」、トは「トライ！」をさす。
　  QRコンテンツ　　  デジタル地図帳　　  地域版地図
地
Q デ 域地
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マトリクス表 A

ア．地図の要素別 イ．図の種類別

発達段階 番号 ＜A 方位＞ ＜B 記号＞ ＜C 縮尺＞ ＜D 高さ＞ ＜E 図法＞ ＜Ⅰ．一般図＞
地域の全体像をあらわした地図

＜Ⅱ．主題図＞
テーマがしぼられた地図

＜Ⅲ．略地図＞
伝えたい事柄を大まかに

あらわした地図

小学校
3~4年生 1

・�シンプルな線を用いて、
自分の市や県の略地図を
作成することができる。

小学校
４年生

1
・�トレーシングペーパーを活用して地図
から写し取り、県の白地図を作成する
ことができる。　　

・�47都道府県の名称と位置を、日本の白
地図にまとめることができる。

　　　指導書、ワークシート

2
・�地図記号を活用して、土地利用や産業、
交通網など、県の様子をあらわす地図
を作成することができる。

小学校
５年生

1
・�食料生産の様子や、それと貿易･運輸の
関わりを、白地図にまとめることがで
きる。

2
・�工業生産の様子や、それと貿易･運輸の
関わりを、白地図にまとめることがで
きる。

小学校
５~６年生 1

小学校
６年生 1 ・�歴史上のできごとの位置や広がりなど

を、白地図にまとめることができる。

デ 地

（3）�情報をまとめる技能《作図・描図》
地図から習得できる「社会的事象等について調べまとめる技能」

　  『楽しく学ぶ 小学生の地図帳』　マは地図帳中の「地図マスターへの道」、トは「トライ！」をさす。
　  QRコンテンツ　　  デジタル地図帳　　  地域版地図
地
Q デ 域地
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マトリクス表 B 地図から習得できる「地理的な見方･考え方」
【小学校３年生】

概念

学習内容
番号

＜①　位置や分布＞ ＜②　場所＞ ＜③　人間と自然環境との相互依存関係＞ ＜④　空間的相互依存作用＞ ＜⑤　地域＞

・ 事物の位置や広がり、周囲の状況などを、地図から捉
えることができる。 ・着目する場所の特徴を、地図から捉えることができる。 ・ 地図から自然環境の特徴を読み取り、人々の活

動の様子と関連付けて捉えることができる。
・ 地図から複数の場所の結びつきを読み取り、人々

の活動の様子と関連付けて捉えることができる。
・ 地図から読み取って見出した特色をも

とに、着目する地域の全体像を捉える
ことができる。

(1)-1
身近な地域の様
子

1 ・�身近な地域を観察して、特徴的な建物や交通、土地の
使われ方を確認し、地図上での位置を捉える。

・�身近な地域の特徴を、特徴的な建物や交通、土地の使
われ方に着目して地図から捉える。

・�地図から読み取った様々な分布や特徴
などに基づき、身近な地域の特色を
大まかに捉える。

2 ＊・�身近な地域にある川や森林などの自然を観察し、地
図上での位置を捉える。

＊・�身近な地域の特徴を、川や森林などの自然環境に着
目して地図から捉える。

＊・�川や森林などを人々がどのように活用してい
るかを観察し、その様子を地図から捉える。

3 ＊・�身近な地域にある土地の低いところや高いところを
観察し、地図上での位置を捉える。

＊・�身近な地域の特徴を、土地の高低に着目して地図か
ら捉える。

4 ＊・�身近な地域における着目したものや場所などの間の
位置関係を地図から捉える。

(1)-2
市の様子 1

・�自分たちの市町村(以下「市」とする)の形や都道府県(以
下「県」とする)における位置を地図から捉える。

　　　一般図  　　

・�地図から読み取った様々な分布や特徴
などに基づき、市の特色を大まかに
捉える。　　

2 ★・�市内にある自分と関わりのあるものや場所の位置を
地図から捉える。　　一般図  　　

3 ・�市と隣接する市町村について、位置や名称、位置関係
を地図から捉える。　　p.63〜65  　　

★・�自分の暮らす市と道路網や交通機関などにより
結びついている地域を地図から捉える。

　　　　p.20マ②，p.22マ②

4 ・�市の地形について、土地の低いところや高いところ、
海や川、山などの位置や分布を地図から捉える。　　

・�市の特徴を、土地の高低や、海や川との位置関係に着
目して地図から捉える。　　

5 ・�田や畑・森林、住宅や商店・工場などに着目し、市内
の土地利用の広がりや分布を地図から捉える。　　

・�市の特徴を、土地利用の様子に着目して地図から捉え
る。　　

＊・�田や畑・森林や住宅が多く見られる理由を、
土地の高さなどと関連付けて地図から捉える。
　　

＊・�商店が交通の便利なところに集まっている理由
を、他地域との間のヒトの流れと関連付けて、
地図から捉える。　　

6
＊・�工場が多く見られる理由を、海や川との位置

関係、土地の高さなどと関連付けて地図から
捉える。　　

＊・�工場が交通の便利なところに集まっている理由
を、他地域との間のモノの流れと関連付けて、
地図から捉える。　　

7 ・�市内の道路や鉄道などの位置や名称、交通の広がりを
地図から捉える。　　

・�市の特徴を、交通の広がりや分布に着目して地図から
捉える。　　

・�道路や交通機関が集まっている理由を、海や川
との位置関係、土地の高さなどと関連付けて地
図から捉える。　　

・�道路や交通機関が集まる場所が見られる理由を、
市内や他地域との間のヒトやモノの流れと関連付
けて、地図から捉える。　

8 ・�市において、着目したものや場所などの間の位置関係
を地図から捉える。　　

9 ★・�自分の暮らす市とつながりのある地域や国の位置や
名称を地図から捉える。　　一般図

10 ・市内の公共施設の位置や名称、分布を地図から捉える。
　　　

・�公共施設が交通の便利なところに集まっている理
由を、市内のヒトの流れと関連付けて、地図か
ら捉える。　　

11 ・�市に古くから残る建造物の位置や名称を地図から捉え
る。　　

・�市の特徴を、古くから残る建造物の分布に着目して地
図から捉える。　　

地 域地

域地

地 域地

地 域地 地

域地 域地

域地 域地
域地 域地

域地 域地

域地 域地
域地 域地

域地

地

域地
域地

域地 域地

p.16～17で
具体例を
 紹介！

次の印を付したものは､ 必履修ではない項目。
＊�選択する地域･事例によって、扱わない場合があるもの。
★�学習指導要領には記されていないが、発展的な扱いができるもの。

　  『楽しく学ぶ 小学生の地図帳』　
マは地図帳中の「地図マスターへの道」、トは「トライ！」をさす。
　  QRコンテンツ　　  デジタル地図帳　　  地域版地図

地

Q デ 域地

マトリクス表はウェブでもご覧いただけます。
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マトリクス表 B 地図から習得できる「地理的な見方･考え方」
【小学校３年生】

概念

学習内容
番号

＜①　位置や分布＞ ＜②　場所＞ ＜③　人間と自然環境との相互依存関係＞ ＜④　空間的相互依存作用＞ ＜⑤　地域＞

・ 事物の位置や広がり、周囲の状況などを、地図から捉
えることができる。 ・着目する場所の特徴を、地図から捉えることができる。 ・ 地図から自然環境の特徴を読み取り、人々の活

動の様子と関連付けて捉えることができる。
・ 地図から複数の場所の結びつきを読み取り、人々

の活動の様子と関連付けて捉えることができる。
・ 地図から読み取って見出した特色をも

とに、着目する地域の全体像を捉える
ことができる。

(2)-1
地域の生産の仕
事 1 ・�取り上げた農産物や工業製品の市内における産地の位

置や分布を地図から捉える。　　

★・�取り上げた農産物や工業製品の生産が市内で
さかんな理由を、自然環境（土地の高さや海
や川との位置関係など）と関連付けて地図か
ら捉える。　　

＊・�取り上げた農産物や工業製品の生産が市内でさ
かんな理由を、国内外の他地域との結びつきと
関連付けて地図から捉える。　　一般図

★・�地図から読み取った位置や分布、
関連などに基づき、生産の仕事か
ら見た市の特色を総合的に捉える。
　　

2
＊・�取り上げた農産物の出荷先の位置や分布を地図から

捉える。� �
　　一般図

3 ＊・�取り上げた林産物や水産物の市内における産地や出
荷先の位置や分布を地図から捉える。　　

4 ＊・�取り上げた工業製品の原料の産地や製品の出荷先の
位置や分布を地図から捉える。　　一般図

5 ＊・�取り上げた工業製品を生産する工場で働く人が、通
勤してくる場所の位置や分布を地図から捉える。　　

(2)-2
地域の販売の仕
事

1 ・�家族などがよく利用する商店の位置を、シールを貼っ
て作った地図から捉える。　　

★・�地図から読み取った位置や分布、
関連などに基づき、販売の仕事か
ら見た市の特色を総合的に捉える。
　

2
・�取り上げた商店で売られている商品の産地の位置を地
図から捉え、外国の場合はあわせて国旗も確認する。
　　一般図，p.118〜120

★・�市内の商店で様々な商品が売られている理由を、
国内の他地域や外国との結びつきと関連付けて
地図から捉える。　　一般図

3 ・�取り上げた商店に来店した人がどこからきているのか、
その分布を地図から捉える。　　

★・�市内の商店が交通の便利なところにある理由を、
他地域との間のヒトの流れと関連付けて、地図
から捉える。　　一般図

(3)
地域の安全を守
る働き 1 ・�学校内の消防施設や市内の消防署、警察署の位置を、

地図から捉える。　　

・�市で火災や事故が発生した際、周辺の市町村の消
防署や警察署と連携・協力しながら対応している
ことを、地図から捉える。

2 ★・�身近な地域で危険が予想されるところの位置や分布
を安全マップから捉える。

(4)
市の様子の移り
変わり

1 ・それぞれの時代の市の範囲を昔の地図から捉える。　
　

・�昔と現在の地図を比較して、地形や
土地利用、交通網、行政区分などの
変化に着目し、それぞれの時期の市
の特色や移り変わりの様子を捉える。
　

2 ・�それぞれの時代の市の交通の広がりや分布、公共施設
の位置を、昔の地図から捉える。　　

3 ・�それぞれの時代の市の土地利用の広がりや分布、人口
の分布を、昔の地図から捉える。　　

★・�市の昔の地図を用いて、その時代に見られた
土地利用や人口分布の理由を、自然環境と関
連付けて捉える。　　

★・�市の昔の地図を用いて、その時代に見られた土
地利用や人口分布の理由を、他地域との間のヒ
トやモノの流れと関連付けて捉える。

域地

域地
地

域地

地

域地

地

域地

域地

域地
地 地

域地 地

域地

域地

域地

域地

域地
域地

次の印を付したものは､ 必履修ではない項目。
＊�選択する地域･事例によって、扱わない場合があるもの。
★�学習指導要領には記されていないが、発展的な扱いができるもの。

　  『楽しく学ぶ 小学生の地図帳』　
マは地図帳中の「地図マスターへの道」、トは「トライ！」をさす。
　  QRコンテンツ　　  デジタル地図帳　　  地域版地図

地

Q デ 域地
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マトリクス表 B 地図から習得できる「地理的な見方･考え方」
【小学校４年生】

概念

学習内容
番号

＜①　位置や分布＞ ＜②　場所＞ ＜③　人間と自然環境との相互依存関係＞ ＜④　空間的相互依存作用＞ ＜⑤　地域＞

・ 事物の位置や広がり、周囲の状況などを、地図から捉
えることができる。 ・着目する場所の特徴を、地図から捉えることができる。 ・ 地図から自然環境の特徴を読み取り、人々の活

動の様子と関連付けて捉えることができる。
・ 地図から複数の場所の結びつきを読み取り、人々

の活動の様子と関連付けて捉えることができる。
・ 地図から読み取って見出した特色をも

とに、着目する地域の全体像を捉える
ことができる。

(１)
都道府県の様子 1 ・�自分たちの都道府県(以下「県」とする)の形や日本に

おける位置を地図から捉える。　　一般図

・�地図から読み取った分布や特徴、関
連などを総合して、県の地理的環境
の概要を捉える。

　　　　  一般図

2 ・�県と隣接する都道府県について、位置や名称、位置関
係を地図から捉える。　　一般図

★・�県と道路網や交通機関などにより結びついてい
る地域を地図から捉える。　　一般図

3 ・�県内の地形（主な山地や平地、半島、川、湖や沼、海
など)の位置や広がりを地図から捉える。　　一般図

・�県の特徴を、地形に着目して地図から捉える。
　　　一般図

4 ・�県内の土地利用の広がりや、主要な産業、特色ある産
業の分布を地図から捉える。　　p.34マ①

・�県の特徴を、土地利用の様子やさかんな産業に着目し
て地図から捉える。

　　　一般図

★・�県内の土地利用の広がりや主要な産業や特色
ある産業が見られる理由を、地形と関連付け
て地図から捉える。� �
　　　  p.63〜65，一般図

★・�県内の主な産業や特色ある産業がさかんな理由
を、県内外の間のヒトやモノの流れと関連付け
て地図から捉える。

　　　　　  一般図

5 ＊・�県の特徴を、気候に着目して地図から捉える。
　　　　p.89〜901〜4

＊・�県内の主な土地利用やさかんな産業が多く見
られる理由を、気候と関連付けて地図から捉
える。　　p.883

6 ・�県内の道路や鉄道、空港などの位置や名称、交通網の
広がりを地図から捉える。　　一般図

・�県の特徴を交通網の広がりに着目して地図から捉える。
　　　  一般図

★・�県内の交通網の分布の理由を、地形と関連付
けて地図から捉える。　　　  一般図

★・�交通網が集まる地域が見られる理由を、県内の
人口分布や県内外の間のヒトやモノの流れと関
連付けて地図から捉える。　　　  一般図

7
・�県内の主な都市(県庁所在地、人口の多い市、交通や産
業の中心となる市など)の位置や名称を地図から捉える。
　　p.38マ③

・�県の特徴を、主な都市の位置や分布に着目して地図か
ら捉える。

　　　一般図

★・�県内の主要な都市がその場所に位置している
理由を、地形と関連付けて地図から捉える。
　　　  一般図

★・�県内の主な都市が交通や産業の中心となってい
る理由を、県内外の間のヒトやモノの流れと関
連付けて地図から捉える。　　　  一般図

8 ・�県において、着目したものや場所などの間の位置関係
を地図から捉える。　　一般図

9 ・�47都道府県の位置と名称を地図から捉える。
　　　　　　 p.115〜117

★・�47都道府県それぞれの特徴を、形や地形の特色、特
産物や特徴的なもの（観光名所やまつりなど）に着
目して地図から捉える。

　　　　　　　 p.19〜28，p.115〜117

(2)-1
人々の健康を
支える事業 1 ＊�・学校内の水に関わる施設の位置を地図から捉える。

＊・�暮らしに欠かせない水の供給を、水を貯える
自然の働きと関連付けて地図から捉える。

　　　　p.47〜48，p.63〜65

2
・�自分の暮らす市に水､電気､ガスなどを供給する施設(水
源林･ダム･浄水場､ 発電所など）の位置や分布、供給
されるルートを地図から捉える。

　　　p.47〜48，p.63〜65

＊・�水を供給する施設の位置を、川の流域や土地
の高さと関連付けて地図から捉える。

　　　　p.47〜48，p.63〜65

・�周辺の市町村が、水･電気･ガスの供給に関して、
連携・協力して対応していることを、地図から
捉える。

　　　p.47〜48，p.63〜65

(2)-２
人々の生活環境
を支える事業

1 ＊・学校内のごみに関わる施設の位置を地図から捉える。

2
・�自分の暮らす市から出る廃棄物の処理・再利用施設の
位置や担当する範囲、処理後のゆくえなどを、地図か
ら捉える。

＊・�下水を処理する施設の位置を、川の流域や土
地の高さと関連付けて地図から捉える。

・�周辺の市町村が廃棄物の処理に関して連携・協力
して対応していることを、地図から捉える。
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p.18～19で
具体例を
 紹介！

次の印を付したものは､ 必履修ではない項目。
＊�選択する地域･事例によって、扱わない場合があるもの。
★�学習指導要領には記されていないが、発展的な扱いができるもの。

　  『楽しく学ぶ 小学生の地図帳』　
マは地図帳中の「地図マスターへの道」、トは「トライ！」をさす。
　  QRコンテンツ　　  デジタル地図帳　　  地域版地図

地

Q デ 域地

マトリクス表はウェブでもご覧いただけます。
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マトリクス表 B 地図から習得できる「地理的な見方･考え方」
【小学校４年生】

概念

学習内容
番号

＜①　位置や分布＞ ＜②　場所＞ ＜③　人間と自然環境との相互依存関係＞ ＜④　空間的相互依存作用＞ ＜⑤　地域＞

・ 事物の位置や広がり、周囲の状況などを、地図から捉
えることができる。 ・着目する場所の特徴を、地図から捉えることができる。 ・ 地図から自然環境の特徴を読み取り、人々の活

動の様子と関連付けて捉えることができる。
・ 地図から複数の場所の結びつきを読み取り、人々

の活動の様子と関連付けて捉えることができる。
・ 地図から読み取って見出した特色をも

とに、着目する地域の全体像を捉える
ことができる。

(3)
自然災害から
人々を守る活動 1

・�県で過去に自然災害(地震、津波、風水害、火山災害、
雪害など)が発生した場所の位置や被害を受けた地域の
広がりを、地図から捉える。

　　　p.91〜92

・�地域の自然災害の発生の原因や防災対策を、自
然環境と関連付けて地図から捉える。

　　　p.91〜92，p.93〜94

・�自分が暮らす地域で自然災害が発生した際に、国
や県、周辺の市町村と連携・協力して対応して
いることを、地図から捉える。

　　　p.47〜48，p.63〜65

★・�地図から読み取った位置や分布、
特徴、関連などに基づき、自然災
害の発生や防災対策の様子から見た
市や県の特色を総合的に捉える。

2 ・�地域の防災施設や避難施設の位置をハザードマップな
どの地図から捉える。　　p.47〜48，p.61〜62，p.63〜65

★・�自然災害が発生した際の避難や救助方法を、
地形と関連付けて地図から捉える。

　　　　p.94ト②

★・�大規模自然災害が発生した際は、全国各地の自
治体から派遣された人々も復旧活動に参加して
いることを、地図から捉える。

3 ★・�自然災害が発生した際に危険な箇所の位置や分布を、
ハザードマップなどの地図から捉える。　　p.94

★・�自分の暮らす地域の特徴を、発生が想定されている
自然災害に着目して、ハザードマップなどの地図か
ら捉える。　　p.94

(4)
県内の伝統や
文化、先人の働
き

1
・�県内の古くから伝わる年中行事や文化財の位置を地図
から捉える。

　　　p.26マ①

・�自分が暮らす県の特徴を、伝統や文化に着目して地図
から捉える。

　　　一般図

★・�文化財や年中行事の由来を、他地域や外国との
結びつきと関連付けて地図から捉える。

　　　　　  一般図

2
★・�開発、教育、医療、文化、産業などの面で地域の発

展や技術の開発に尽くした先人による功績に関連す
るものや場所の位置や分布を地図から捉える。

＊・�用水路の開削や堤防の改修、農地の開拓など
に関する先人の功績を、地形と関連付けて地
図から捉える。　　p.63〜65

3 ＊・�産業の発展に尽くした先人の功績を、自然環
境と関連付けて地図から捉える。

(5)
県内の特色ある
地域の様子 1 ・�県内で伝統的な技術を生かした地場産業がさかんな地

域の位置や分布を地図から捉える。　　一般図

★・�県内の特色ある地域の特徴を、地場産業を生かした
まちづくりや観光に着目して地図から捉える。

　　　　一般図

＊・�地場産業がさかんな理由を、地域の自然環境
（地形や気候など)と関連付けて地図から捉え
る。　　　  p.87〜90

★・�地場産業がさかんな理由を、国内外の他地域と
の結びつきと関連付けて地図から捉える。

　　　　　  一般図

★・�各地域における地図から読み取った
分布や特徴、関連などに基づき、
県の特色を総合的に捉える。　

2 ・�県内で国際交流に取り組んでいる地域の位置や分布を
地図から捉える。

★・�県内の特色ある地域の特徴を、国際交流を生かした
まちづくりや観光に着目して地図から捉える。

3
・�市や県と姉妹都市や友好都市の提携をしている外国の
都市を調べてその位置を地図から捉え、あわせて国旗
も確認する。　　一般図

★・�姉妹都市(友好都市)の特徴を、市や県との共通点に
着目して地図から捉える。　　一般図

4
・�県内で地域の資源(自然や伝統的な文化)を保護･活用し
ている地域の位置や分布を地図から捉える。

　　　p.28マ①

★・�県内の特色ある地域の特徴を、地域の資源(自然や
伝統的な文化)の保護や活用に着目して地図から捉
える。　　一般図

＊・�自然のよさを生かしたまちづくりが行われて
いる理由を、自然環境と関連付けて地図から
捉える。

5 ・�県内の特色ある各地域の特徴を、自分が暮らす市との
共通点や相違点に着目して地図から捉える。　　一般図

地
地

地

地
地

地
地

地 地 地 デ

地

地
地 地 デ 地 デ

デ地
地

地 地

地

次の印を付したものは､ 必履修ではない項目。
＊�選択する地域･事例によって、扱わない場合があるもの。
★�学習指導要領には記されていないが、発展的な扱いができるもの。

　  『楽しく学ぶ 小学生の地図帳』　
マは地図帳中の「地図マスターへの道」、トは「トライ！」をさす。
　  QRコンテンツ　　  デジタル地図帳　　  地域版地図

地

Q デ 域地
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マトリクス表 B

 概念

学習内容
番号

＜①　位置や分布＞ ＜②　場所＞ ＜③　人間と自然環境との相互依存関係＞ ＜④　空間的相互依存作用＞ ＜⑤　地域＞

・ 事物の位置や広がり、周囲の状況などを、地図から捉
えることができる。 ・着目する場所の特徴を、地図から捉えることができる。 ・ 地図から自然環境の特徴を読み取り、人々の活

動の様子と関連付けて捉えることができる。
・ 地図から複数の場所の結びつきを読み取り、人々

の活動の様子と関連付けて捉えることができる。
・ 地図から読み取って見出した特色をも

とに、着目する地域の全体像を捉える
ことができる。

(1)
我が国の国土の
様子

1
・�世界の六大陸と三海洋の名称と位置や広がりを地図か
ら捉える。� �
　　p.73〜74，p.118〜120

★・�地球上の大陸と海洋の特徴を、位置関係に着目して
地図から捉える。

　　　　p.73〜74

2 ・�各大陸にある主な国の位置を地図から捉え、あわせて
国旗も確認する。　　p.1〜3，p.118〜120

3 ★・�主な国の特産物や建物、物語や音楽の舞台の位置を、
地図から捉える。　　一般図

4
★・�共通した国旗の特徴をもつ国の分布を、地図から捉

える。� �
　　p.118〜120

5 ・�各大陸にある主な国と日本との位置関係を、地図や地
球儀から捉える。　　p.1〜3

★・�日本の位置の特徴を、主な国との位置関係に着目し
て地図や地球儀から捉える。　　p.1〜3

6
・�日本の地球上の位置（北半球にあり、ユーラシア大陸
の東方に位置していること）を、地図や地球儀から捉
える。　　p.118〜120

★・�日本の位置の特徴を、地球上の半球や大陸との位置
に着目して地図や地球儀から捉える。　　p.118〜120

7 ・�日本の絶対的な位置を、緯度経度を参照しながら、地
図や地球儀から捉える。　　p.29〜30，p.43マ②

★・�日本の位置の特徴を、緯度と経度に着目して地図や
地球儀から捉える。

　　　　p.118〜120

8 ・�日本を構成する主な島の名称と位置を、地図から捉える。�
　　p.29〜30

★・�日本の国土の特徴を、海洋に囲まれ、多数の島から
構成されていることに着目して地図から捉える。�
　　p.29〜30

9 ・�日本の領土・領海や排他的経済水域の範囲、東西南北
端の島の位置を、地図から捉える。　　p.29マ①②

★・�日本の国土の特徴を、領土・領海や排他的経済水域
の範囲、東西南北端に着目して地図から捉える。�
　　p.29〜30

10 ・�日本の主な山地や山脈、平野、川や湖、島や半島など
の位置や分布を地図から捉える。　　p.872，p.87マ①②

★・�日本の国土の特徴を、地形の分布に着目して地図か
ら捉える。

　　　　p.87〜88

11 ・�日本における夏と冬による気温や降水量の分布の違い
を地図から捉える。　　p.90マ①

★・�日本の国土の特徴を、季節による気候の変化に着目
して地図から捉える。　　p.89〜90

12 ・�日本における気温や降水量からみて類似した地域の分
布を、地図から捉える。

★・�日本の国土の特徴を、気候の地域差（気温は南北、
降水量は太平洋側と日本海側など）に着目して地図
から捉える。　　p.90マ①②

13 ★・�日本の台風の進路の分布を地図から捉える。
　　　　p.912，p.92マ②

14
・�高い土地と低い土地、あたたかい土地と寒い土地など、
地形や気候に特色がある土地の位置やさかんな産業の
分布を、地図から捉える。

　　　p.54②，p.883

・�自然環境に特色がある地域でさかんな産業を、
自然環境と関連付けて地図から捉える。

　　　　  p.70マ③，p.883

(2)
我が国の農業や
水産業における
食料生産

1
・�日本における主な食料の生産地の位置や分布を地図か
ら捉える。

　　　p.72マ①，p.952

・�日本の国土の特徴を、食料生産(米、野菜、果物、畜
産物、水産物など)の分布に着目して地図から捉える。
　　p.95〜96

・�地図から読み取った生産地の分布や特
徴、関連などに基づき、食料生産か
ら見た日本の特色を総合的に捉える。
　　p.95〜96

2
・�日本における米の主な生産地の位置や分布を地図から
捉える。� �
　　p.34マ②，p.952

・�着目した地域で稲作がさかんな理由を、自然環
境と関連付けて地図から捉える。

　　　　  p.66マ③，p.95マ③

★・�着目した地域で稲作がさかんな理由を、国内外
の他地域との結びつきと関連付けて地図から捉
える。　　　  一般図

3
＊・�日本における野菜、果物、畜産物の主な生産地の位

置や分布を地図から捉える。
　　　　p.40マ①③，p.43マ③，p.51マ③，p.95マ①

＊・�着目した地域で野菜、果物、畜産物の生産が
さかんな理由を、自然環境と関連付けて地図
から捉える。　　　  p.70マ③

・�鮮度を保って生産地から消費地へ届ける工夫を、
高速道路網や航空輸送などによる国内外の他地域
との結びつきと関連付けて地図から捉える。

　　　　  一般図
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地図から習得できる「地理的な見方･考え方」
【小学校５年生】

次の印を付したものは､ 必履修ではない項目。
＊�選択する地域･事例によって、扱わない場合があるもの。
★�学習指導要領には記されていないが、発展的な扱いができるもの。

　  『楽しく学ぶ 小学生の地図帳』　
マは地図帳中の「地図マスターへの道」、トは「トライ！」をさす。
　  QRコンテンツ　　  デジタル地図帳　　  地域版地図

地

Q デ 域地

マトリクス表はウェブでもご覧いただけます。
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マトリクス表 B 地図から習得できる「地理的な見方･考え方」
【小学校５年生】

 概念

学習内容
番号

＜①　位置や分布＞ ＜②　場所＞ ＜③　人間と自然環境との相互依存関係＞ ＜④　空間的相互依存作用＞ ＜⑤　地域＞

・ 事物の位置や広がり、周囲の状況などを、地図から捉
えることができる。 ・着目する場所の特徴を、地図から捉えることができる。 ・ 地図から自然環境の特徴を読み取り、人々の活

動の様子と関連付けて捉えることができる。
・ 地図から複数の場所の結びつきを読み取り、人々

の活動の様子と関連付けて捉えることができる。
・ 地図から読み取って見出した特色をも

とに、着目する地域の全体像を捉える
ことができる。

(2)
我が国の農業や
水産業における
食料生産

4
＊・�日本における水あげ量が多い港や漁場の位置を地図

から捉える。
　　　　p.95マ②

＊・�着目した地域で水産物の水あげ量が多い理由
を、海流などの自然環境と関連付けて地図か
ら捉える。　　p.963

・�地図から読み取った生産地の分布や特
徴、関連などに基づき、食料生産か
ら見た日本の特色を総合的に捉える。
　　p.95〜96

5 ＊・世界の200海里水域の範囲を地図から捉える。

6
★・�食料生産を持続的に続けるための環境保全の

取り組みを、自然環境と関連付けて捉える。
　　p.66②

＊・�川の上流部の森林保全の工夫を、漁業がさかん
な下流の地域との結びつきと関連付けて地図か
ら捉える。　　p.66②

7
★・�新しい技術の開発や工夫によって、これまで

栽培が難しかった自然環境の地域へも生産が
広がったことを、地図から捉える。

8
・�日本の主な農産物の輸入相手国の位置を、地図から捉
える。

　　　　  p.1002，p.104④

・�日本の食料に関する貿易の特色や変化などを、他
国との結びつきと関連付けて地図から捉える。

　　　　  p.1002，p104④

(3)
我が国の
工業生産 1

・�日本における工業がさかんな地域の位置や分布を地図
から捉える。

　　　p.34マ③，p.55マ①，p.97〜98

・�工業がさかんな地域の位置や分布を自然環境
(海、川、平野など)と関連付けて地図から捉え
る。　　　  一般図

・�工業がさかんな地域の位置や分布を、交通網や大
都市の位置と関連付けて地図から捉える。

　　　　  p.53〜54，p.97〜98

2
・�取り上げた工業（金属、機械、化学、食料品工業）が
さかんな地域の位置や分布を地図から捉える。

　　　p.97〜98，p.98マ③

・�日本の国土の特徴を、工業生産(金属、機械、化学、
食料品工業など)の分布に着目して地図から捉える。
　　p.55，p.97〜98

★・�工業生産における環境保全の取り組みを自然
環境と関連付けて地図から捉える。

＊・�自動車工場の生産の工夫を、関連工場との位置
と関連付けて地図から捉える。　　　  p.55マ①

・�地図から読み取った工業がさかんな地
域の位置や分布、特徴、関連などに
基づき、工業生産から見た日本の特
色を総合的に捉える。� �
　　p.55,p.97〜98

3 ★・日本企業の主な海外工場の位置や分布を地図で捉える。

4
・�日本の工業製品の輸送に関わる交通網の広がりを地図
から捉える。

　　　p.97〜98

・�工業の原料を確保したり製品を出荷したりするた
めの運輸の工夫を、他地域との結びつきと関連付
けて地図から捉える。

　　　　  p.55マ②，p.60マ③，p.76マ③，p.78マ③

5
・�日本の主な輸入相手国や輸出相手国の位置や分布を地
図から捉える。

　　　　  p.991

・�工業の原料を確保したり製品を出荷したりするた
めの工夫や経路を、外国との貿易の結びつきと関
連付けて地図から捉える。

　　　　  p.100マ①

(4)
我が国の産業と
情報の関わり

1 ★・�放送や新聞の中にある天気予報や交通情報などの地
図から、示された情報の位置や分布を捉える。

2
★・�販売、運輸、観光、医療、福祉などでインター

ネットを利用して地域を超えた協力が行われて
いることを、地図から捉える。

(5)
我が国の国土の
自然環境 1

・�日本で過去におきた自然災害(地震、津波、風水害、火
山災害、雪害など)の位置や分布を地図から捉える。

　　　p.91〜92

・�日本の国土の特徴を過去に大規模な自然災害が発生し
た場所の位置や分布に着目して地図から捉える。

　　　p.91〜92

・�自然災害が発生した理由を、地形や気候などの
自然条件と関連付けて地図から捉える。

　　　p.91〜92

★・�地図から読み取った位置や分布、
特徴、関連などに基づき、日本の
自然災害の特色を総合的に捉える。

　　　　p.91〜92

2 ★・�地震や火山災害が起こる場所を、プレートの境
界と関連付けて地図から捉える。　　p.92マ①

3
・�日本で今後起こる被害の想定の分布や、防災や減災の
ための施設や整備の位置を、ハザードマップなどから
捉える。　　p.47〜48，p.63〜65，p.932，p.944

・�自然災害を防ぐために国や県が行っている対策
を、自然環境と関連付けて地図から捉える。

　　　p.93〜94

★・�大規模自然災害が発生した際は、全国各地や世
界各国から支援に来た人々も復旧活動に参加し
ていることを、地図から捉える。

4 ・�日本の森林の分布から、国土に占める面積の割合が高
いことを、地図から捉える。

・�日本の国土の特徴を、森林の分布に着目して地図から
捉える。

★・�環境保全の取り組みを、自然環境と関連付け
て地図から捉える。

5 ・�日本で過去に大気汚染、水質汚濁などの公害が発生し
た地域の位置や分布を地図から捉える。

地 地
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地 地
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p.20～21で
具体例を
 紹介！

次の印を付したものは､ 必履修ではない項目。
＊�選択する地域･事例によって、扱わない場合があるもの。
★�学習指導要領には記されていないが、発展的な扱いができるもの。

　  『楽しく学ぶ 小学生の地図帳』　
マは地図帳中の「地図マスターへの道」、トは「トライ！」をさす。
　  QRコンテンツ　　  デジタル地図帳　　  地域版地図

地

Q デ 域地

50 51



マトリクス表 B

概念

学習内容
番号

＜①　位置や分布＞ ＜②　場所＞ ＜③　人間と自然環境との相互依存関係＞ ＜④　空間的相互依存作用＞ ＜⑤　地域＞

・ 事物の位置や広がり、周囲の状況などを、地図から捉
えることができる。 ・着目する場所の特徴を、地図から捉えることができる。 ・ 地図から自然環境の特徴を読み取り、人々の活

動の様子と関連付けて捉えることができる。
・ 地図から複数の場所の結びつきを読み取り、人々

の活動の様子と関連付けて捉えることができる。
・ 地図から読み取って見出した特色をも

とに、着目する地域の全体像を捉える
ことができる。

(1)
我が国の政治の
働き

1
＊・�国や地方公共団体が社会保障、自然災害からの復興、

地域の開発や活性化のために行った取り組みの位置
や分布を、地図から捉える。　　p.944

2 ★・�国会議事堂や最高裁判所、内閣などの主な国の機関
の位置を、地図から捉える。　　p.61〜62

(2)
我が国の歴史上
の主な事象

1 ・�日本の歴史上のできごとや文化財の位置や分布を、地
図から捉える。　　一般図，p.10112，p.102マ①②

・�歴史上のできごと(鎌倉幕府を置く位置など)の
発生や分布の理由を、自然環境(山に囲まれた
地形など)と関連付けて、地図から捉える。

　　　p.1023

★・�時代の異なる地図を比較して、歴
史的な事物の位置や分布、出来事
やつながりの変遷などから見た日本
の特色を総合的に捉える。

　　　　p.101〜102

2 ・�日本の文化の広がり(前方後円墳や国分寺など)や政治の
中心地へ輸送される特産物の分布を、地図から捉える。

・�中心地から地方への文化の広がり、地方から中心
地へのモノの輸送、交通網整備を、中心勢力の
支配の広がりと関連付けて地図から捉える。

3
・�日本の歴史上のできごと(守護･地頭や戦国大名、親藩･
譜代･外様の配置、参勤交代など)と政治の中心地との
位置関係を、地図から捉える。

・�歴史上のできごと(武士による政治の始まり、群
雄割拠、政治の安定など)を、政治の中心地と地
方の結びつきと関連付けて地図から捉える。

4
・�日本の歴史上のできごとの経路(遣隋使、正倉院の宝物、
出島を通した外国交易など)を、地図から捉える。

　　　p.77〜78

・�日本の文化の特色や変化(大陸文化の摂取、幕府
の鎖国政策など)を、外国との結びつきや世界の
動きと関連付けて地図から捉える。　　p.77〜78

5
・�外国と関わる日本の歴史上のできごと(元寇、キリスト
教の布教、黒船の来航)を、世界に視点を広げた地図か
ら捉える。　　p.77〜78

・�歴史上のできごとの要因を、世界の動き(モンゴ
ルの勢力拡大、ヨーロッパやアメリカの海外進出)
と関連付けて地図から捉える。　　p.77〜78

6
・�外国との戦争(日清･日露･日中戦争、第二次世界大戦な
ど)に関わる歴史上のできごとの位置(戦場や経路)や分
布を、地図から捉える。� �
　　p.31②，p.41②

・�戦争の被害を受けた場所(戦場、空襲を受けた都
市など)を、戦争時の世界の動きと関連付けて地
図から捉える。

　　　p.31②，p.41②

7 ＊・�伊能忠敬が作成した地図の正確さを、位置や形に着
目して、現在の地図と比較して捉える。
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地図から習得できる「地理的な見方･考え方」
【小学校６年生】

次の印を付したものは､ 必履修ではない項目。
＊�選択する地域･事例によって、扱わない場合があるもの。
★�学習指導要領には記されていないが、発展的な扱いができるもの。

　  『楽しく学ぶ 小学生の地図帳』　
マは地図帳中の「地図マスターへの道」、トは「トライ！」をさす。
　  QRコンテンツ　　  デジタル地図帳　　  地域版地図

地

Q デ 域地

マトリクス表はウェブでもご覧いただけます。

52 53



マトリクス表 B 地図から習得できる「地理的な見方･考え方」
【小学校６年生】

概念

学習内容
番号

＜①　位置や分布＞ ＜②　場所＞ ＜③　人間と自然環境との相互依存関係＞ ＜④　空間的相互依存作用＞ ＜⑤　地域＞

・ 事物の位置や広がり、周囲の状況などを、地図から捉
えることができる。 ・着目する場所の特徴を、地図から捉えることができる。 ・ 地図から自然環境の特徴を読み取り、人々の活

動の様子と関連付けて捉えることができる。
・ 地図から複数の場所の結びつきを読み取り、人々

の活動の様子と関連付けて捉えることができる。
・ 地図から読み取って見出した特色をも

とに、着目する地域の全体像を捉える
ことができる。

(3)
グローバル化す
る世界と
日本の役割 1

・�経済や文化などの面で日本とつながりが深い国の位置
を、地図から捉え、あわせて国旗も確認する。

　　　p.78マ①②，p.80マ①②，p.82マ②，p.118〜120

・�日本とつながりの深い国の特徴を、国旗や特産物、建
物、物語や音楽の舞台などに着目して地図から捉える。

　　　p.76マ②，p.82マ①，p.83マ②，p.85マ①②，p.85〜86

・�日本とつながりが深い国の人々の暮らしや産業
を、気候や地形の特色と関連付けて地図から捉
える。　　p.75〜76，一般図

・�日本とつながりが深い国の人々の暮らしや産業を、
日本や他の国との結びつきと関連付けて地図から
捉える。

　　　一般図，p.99〜100

★・�地図から読み取った分布や特徴など
に基づき、日本とつながりの深い
国々の特色を総合的に捉える。

　　　　p.85〜86，一般図

2 ・�日本とつながりが深い国と日本の位置関係を、地図や
地球儀から捉える。　　p.82マ③

3
★・�国際的な交流のための催し(オリンピック･パラリン

ピックなど）が開催された都市の位置を、地図から
捉える。　　p.1004

4
★・�地球規模の課題（環境問題など）や世界の国々が抱

えている課題（紛争など）が発生している地域の位
置や分布を、地図から捉える。

★・�地図から読み取った分布や特徴などに基づき、
地球規模の課題の解決に向けて世界の国々が協
力して取り組んでいることを捉える。

5 ★・�国際連合の加盟国や課題解決に向けて連携・協力し
ている国の位置や分布を、地図から捉える。

6 ・�日本が国際協力や援助を行っている国の位置や分布を、
地図から捉える。　　　  統計資料

地 地 地
地

地

地

地

デ Q

p.22～23で
具体例を
 紹介！

次の印を付したものは､ 必履修ではない項目。
＊�選択する地域･事例によって、扱わない場合があるもの。
★�学習指導要領には記されていないが、発展的な扱いができるもの。

　  『楽しく学ぶ 小学生の地図帳』　
マは地図帳中の「地図マスターへの道」、トは「トライ！」をさす。
　  QRコンテンツ　　  デジタル地図帳　　  地域版地図

地

Q デ 域地
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小学校で身に付けたい地図活用能力 ー３～6年生を対象にー
2023年5月18日発行　ⒸTeikoku-Shoin Co.,Ltd.2023

写真・イラスト：すがのやすのり、ピクスタ、ロイター/アフロ
〈QRコード使用上の注意〉QRコードを読み取って表示されたサイトにアクセスした際には、別途通信料がかかります。
リンクは予告なく変更・廃止することがあります。QRコードは、株式会社デンソーウェーブの商標または登録商標です。

発行所　東京都千代田区神田神保町3-29（〒101-0051）
　　　　株式会社　帝国書院
発行人　佐藤　清
電　話　03-3262-4795（代）　
https://www.teikokushoin.co.jp/

●�『小学校で身に付けたい地図活用能力』の関連資料は、
　�上記の特設ウェブサイトの「サポート体制のご案内」（❶）、�
帝国書院ウェブサイト>「小学校・中学校の方」>サイドバナー（❷）、
または下記のQRコード（❸）よりご覧になれます。

❶ ❷ ❸

楽
し
く
学
ぶ

帝国書院 編集部編

文部科学省検定済教科書

小 学 校 社 会 科 用

地図―楽しく学ぶ

3年
4年
5年
6年

組
組
組
組

なまえ

別記著作者
荒井　良雄	 東京大学名誉教授
井田　仁康	 筑波大学教授
岩本　廣美	 奈良教育大学名誉教授 		
内川　　健	 成蹊小学校教諭
大澤　克美	 東京学芸大学教授　
大西　宏治	 富山大学教授
大西　慎也	 京都ノートルダム女子大学准教授
川﨑　誠司	 東京学芸大学教授
小谷恵津子	 玉川大学教授
田部　俊充	 日本女子大学教授
寺本　　潔	 東京成徳大学特任教授
永田　忠道	 広島大学准教授
中谷　佳子	 千葉大学教育学部附属小学校教諭
深瀬　浩三	 立正大学准教授
由井薗　健	 筑波大学附属小学校教諭

特別支援に関する監修・校閲者
柏倉　秀克	 桜花学園大学教授
嶋　　俊樹	 筑波技術大学助教
丹治　達義	 筑波大学附属視覚特別支援学校教諭

編集協力者
赤瀬　　浩	 長崎県長崎市長崎学研究所所長
猪切　洋二	 長野県飯島町立七久保小学校教頭
石崎　厚史	 大阪府大阪市立野田小学校校長
伊藤　恵子	 宮城県仙台市立富沢小学校校長
井藤　　聡	 岩手県盛岡市立仙北小学校副校長
伊藤　孝行	 福島県郡山市立日和田小学校校長
射水　博子	 東京都大田区立嶺町小学校主任教諭
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⃝この教科書は、3年生で初めて地図帳を持つ子
どもたちが、6年生までの4年間、地図に親し
みながらさまざまな場面で活用できるように編
集しました。社会科の学習をはじめ、他の教科
の学習や日常生活の中で地図帳を活用すること
で、子どもたちに日本と世界について幅広い知
識と教養を身につけてほしいと願っています。

⃝この教科書には、さまざまな映像や資料を見る
ことのできるQRコードが掲載されています。
QRコードをタブレットパソコンなどで読み取
り、表示されたインターネットのサイトにアクセ
スした際には通信料がかかる場合があります。
インターネットを安全に利用するために、学校
や家庭でルールを確認するようお願いします。

※QRコードは（株）デンソーウェーブの登録商標です。

《 先生方・保護者の皆様へ 》

・特別支援教育やユニバーサルデザイン
（UD）の観点から、色覚特性に配慮した色
づかいとなるよう工夫しています。また、
見やすく読みまちがえにくいユニバーサ
ルデザインフォントを採用しています。

・軽くて耐久性に優れた再生紙を使用し、
植物油インキで印刷しています。

⃝この教科書の編集に当たっては、 
以下のような工夫・配慮をしています。
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令和　年　月　日検定済

岩山　直樹	 富山大学附属小学校教諭
上野　智之	 栃木県宇都宮市立豊郷中央小学校教諭
浦田　敏明	 山口大学客員教授
沖西　啓子	 広島県広島市立倉掛小学校教頭
奥村　浩平	 岐阜県各務原市立川島小学校教諭
金澤　翔平	 静岡県静岡市立由比中学校教諭
北田　雄三	 大阪府大阪市立豊崎小学校校長
久野　浩誉	 東京都杉並区立高井戸第二小学校副校長
郡司美和子	 宮崎県宮崎市立生目台西小学校指導教諭
神戸　博貴	 山梨大学教育学部附属小学校教諭
米須　清貴	 沖縄県南城市立馬天小学校教諭
佐倉　國寛	 京都府京都市立納所小学校教頭
佐藤　浩樹	 神戸女子大学教授
清水　弘孝	 滋賀県公立小学校元校長
新宅　直人	 東京都杉並区立天沼小学校指導教諭
関本　勝幸	 北海道札幌市立ノホロの丘小学校教諭
高橋　健史	 北海道士別市立士別南小学校校長
髙橋　洋之	 東京都江東区立明治小学校主幹教諭
田川　雄基	 佐賀県唐津市立佐志小学校教諭
立石　昌文	 福岡県公立中学校元教諭
田所　昭裕	 山形県公立小学校元校長
田中　辰弥	 新潟県佐渡市立加茂小学校教頭
田村　隆吏	 高知県高知市立朝倉第二小学校教諭
轟　　秀明	 香川大学教育学部附属高松小学校主幹教諭
中江　　転	 石川県宝達志水町立志雄小学校教諭
新山　　聡	 青森県八戸市立是川小学校校長
西岡　　清	 岡山県公立小学校元校長
西原　真琴	 鹿児島県鹿児島市立向陽小学校教諭
萩原　浩司	 皇學館大学助教
原口　琢哉	 熊本県熊本市立砂取小学校校長

人見　浩司	 神奈川県横浜市立中尾小学校主幹教諭
平石　喜也	 京都府京都市立大宮小学校主幹教諭
平川　純哉	 熊本県熊本市立尾ノ上小学校主幹教諭
星　玄一郎	 東京都公立小学校元教諭
松尾　雅彦	 茨城大学教育学部附属小学校教諭
松村　一也	 京都府京都市立二条城北小学校教諭
水越　建太	 南山大学附属小学校教諭
源　　洋子	 熊本県熊本市立帯山西小学校教頭
宮本　晃郎	 神戸女子大学特任教授
諸角　哲男	 東京都世田谷区立代沢小学校校長
矢野　朋希	 和歌山県紀の川市立名手小学校教諭
山根　幹博	 鳥取県八頭町立八束小学校教諭
山本　憲広	 神奈川県川崎市立三田小学校総括教諭
吉田新之輔	 千葉県千葉市立緑町小学校教諭

写真・イラスト
朝日新聞社、アフロ、アマナイメージズ、アルトグラフィックス、
伊能忠敬記念館、EPA、AFP、エダりつこ、大船渡市、川瀬ホシナ、
木下真一郎、共同通信、黒川徳子、黒澤達矢、国立国会図書館デジ
タル化資料、サイネットフォト、Shigeki_Kawakita、時事通信フォト、
Shinobu Soga/a.collectionRF、シャプラニール＝市民による海外協力の
会、正倉院正倉、すがのやすのり、杉下正良、石水博物館、高橋悦子、
WAA、千葉県PRマスコットキャラクター「チーバくん」(許諾番号 千葉県許
諾第B392-2号）、中尊寺、富岡市、バージョン、濱美季、PPS通信社、姫
路市、HIROYUKI TAKENO/a.collectionRF、北海道地図（国土地理院承
認番号　平29情使、第419-GISMAP39932号）、毎日新聞社、まつむら
あきひろ、三菱UFJ銀行貨幣・浮世絵ミュージアム、山﨑たかし、ユ
ニフォトプレス、読売新聞社、ロイター

表紙・本文デザイン	 表紙イラスト
畑中義和	 	 黒川徳子

地図の出典
◦自然地域名称とふりがな	 標準地名集(国土地理院)、ほか
◦山の高さ	 	 日本：2.5万分の1などの地形図、日本の主な山岳標高(ともに国土地理院)、ほか
  世界：理科年表、ほか
◦市町村名	 	 国土行政区画総覧(国土地理協会)
  合併または編入が行われた市・町・村は、令和　年　月　日までに官報に告示され、
  かつ令和　年　月　日までに市・町・村制施行されるものを掲載した。
◦国名・首都名		 外務省資料、ほか

「測量法に基づく国土地理院長承認（使用）R 　　　　　」
この教科書に掲載したSDGsに関する内容は、国連に承認されたものではなく、国連、国連職員、国連加盟国の見解を示すもので
はありません。 　　　　　

・・・ 43 5 6 年
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＊左のQRコードのほか、帝国書院ウェブサイトからもご覧いただけます。

帝国書院 検索ウェブサイトはこちら

特設ウェブサイト特設ウェブサイトのご案内のご案内
地図-304『楽しく学ぶ 小学生の地図帳』


